



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ヒトは、滅亡しかけていた。

　人間の力をはるかに凌りよう駕がする強大な他種族の戦いに巻きこまれ、世界各地で国が潰ついえ、都市は次々と破壊されていった。

　──強大な法術を操る悪魔族。

　──天使やエルフや妖精、ドワーフといった亜人種の蛮神族。

　──ゴーストなど特殊な肉体をもつ聖霊族。

　──竜を頂点とする、巨大無比の獣たちの幻獣族。

　これら四種族による地上支配。

　ヒトは人類特区ヒユーマンシテイと呼ばれる隠れ都市にこもり、かろうじて残った武器弾薬にすがって、死に物狂いで抗戦するのが限界だった。

　だが、ある日。

　五種族大戦と呼ばれる最大の争乱で──




〝人間あなたたちの勝利です〟

〝五種族大戦は終わったのです。四種族の封印をもって〟




　人間は突然に勝利した。

　預言神と呼ばれる神々と、預言神に導かれた『二人のシド』による四種族の封印により、思いがけぬ形で大戦は終了。

　この世界は、人間にとっての理想郷となったのだ。




〝これが人間あなたたちの望んだもっとも綺き麗れいな未来エンデイングなのです〟




　ヒトは預言神に導かれ、新たなる栄華へと踏みだすだろう。

　これが運命。

　これが理想の未来エンデイング。

　誰一人として異論のない至高の世界へ。

　…………

　……………………

　………………………………














「そんな訳があるか！」





　物語は、終わらない。

　たった一人だけ。

　この未来エンデイングを望まぬ少年が残っているから。

　たった一人だけ。

　預言神という名の神々が偽りであると知っているから。

「待っててくれリンネ。それにレーレーンもハインマリルも、六リク元ゲン鏡キヨウ光コもだ」

　世界から忘れられた少年──

　カイ・サクラ＝ヴェントは、運命の剣コードホルダーを握りしめた。

「必ず────」
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　五種族大戦の終結から、五日。

　ヒトは僅かずつながら平穏を実感し始めていた。

　森のなかで蛮神族の罠わなを踏むことはない。

　草原を歩いて幻獣族に襲われることもなく、廃はい墟きよに近づいても悪魔の襲撃もなく、聖霊族の侵入に怯おびえることもなくなった。

　預言神の言葉は正しかった。

　地上は自分たちのものになったのだ、と。

　この五日間で、人類特区ヒユーマンシテイに暮らす人々は徐々にその歓よろこびを実感しつつある。

　それが──

　預言神を名乗る『大始祖』たちによって齎もたらされた、「作られた運命」であると知らないままに。




「五種族の大戦を終わらせよう。ただし、この未来エンデイング以外のやり方で──」




　西のシュルツ連邦。

　傭よう兵へいたちの拠点であるクーレンマデル電波塔、その指揮官室で。

「…………」

　カイが発した一言に、銀髪の指揮官ジャンヌは、隣の護衛・花琳フアリンとともに言葉を失って唖あ然ぜんと目をみひらいていた。

　それも当然だ。

　地上を蹂じゆう躙りんしていた四種族を墓所に封印して、ようやく人間の勝利が実現した。

　これからどう復興を進めていくか協議しようとしていた。その矢先に、突然こんなことを言われて困惑しないわけがない。

「見てのとおりだ。預言神は嘘うそをついていたんだよ」

　そんな彼女たち二人に向けて。

　カイは自分の掌てのひらをまっすぐ突きだした。指にこびりつく赤黒い欠片かけらは、二種類の液体が渾こん然ぜんと混じりあったものだ。

　カイの血液、そして機き鋼こう種しゆマザー・Ｂの体液である燃料油フユエル。

「機鋼種はまだ地底に潜んでる。そして現に俺はコイツに襲われた。これだけでも世界が危険なままってのはわかるはずだ」

　五日前──

　死火山の頂上で。四種族を封印した白の墓所を見下ろしながら、大始祖アスラソラカはこう言った。




〝人間以外のすべてを放逐して理想郷を創る。これが人間あなたたちの望んだもっとも綺き麗れいな未来エンデイングなのです〟




　それは嘘だ。

　人間にとっての外敵は今も存在している。

「俺は、この世界の平穏は仮初めだと思ってる。少なくとも預言神の言葉を一から信じるのは危険すぎる」

「待ってカイ」

　絞りだすような声のジャンヌが、花琳に目配せ。

　通路を歩く兵に聞かれぬよう指揮官室の扉に鍵をかけてから。

「……あんまり急な話だから驚いたけど。私だって、これが理想の勝利かって訊きかれたら答えにくいわ。犠牲が無かったわけじゃないし……」

　噛かみしめるように、ジャンヌがゆっくりと言葉を綴つづった。

「リンネもレーレーンも、接していて別種族なんて感覚はなかったわ。自分の部下と同じ感覚で本当に信頼していたもの……」

　エルフの巫み女こレーレーンは、蛮神族なかまとともに白の墓所に封印された。

　そしてリンネは消失。

　五種族が共存する未来の象徴だった世界種リンネは、四種族が封印されたことで存在意義を失い消えていった。

　自カ分イたちの目の前でだ。

「人間の領土を取り戻すっていうのは、確かに、他の種族との生存競争に勝つって一面は否いなめないわ。でも私だって、リンネやレーレーンが消えることまで望んでたわけじゃない。それは本当よ」

　ジャンヌが椅子から立ち上がる。

　テーブルに両手をついて、身体からだの重みを支えながら。

「ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官としてもよ。こんな簡単に、呆あつ気けなく五種族大戦が終わったなんて信じられない。だってそうでしょ？　あんなに簡単に四種族の英雄たちを封印できるなら、今まで命をかけて戦ってきた部下や私の奮闘は何だったの」

　あの時──

　死火山に集った人類反旗軍レジストは、一部始終を眺めていただけだ。預言神と「二人のシド」による虐殺めいた封印を見ていただけ。

「あの白いピラミッド……墓所と言ったわね。アレだって人じん智ちを超えすぎてるわ。カイが大始祖って呼んでる預言神に全幅の信頼を置く気もないし…………ただね」

　ジャンヌが、重々しく息を吐きだした。

「カイ、あなたの言う『五種族大戦を今と違うやり方で終わらせたい』っていうのは墓所の四種族を解放したいということ？　もう一度大戦をやり直すつもり？」

「────」

「それは……指揮官として頷うなずけないわ。まだ機き鋼こう種しゆが残っていても、人類の敵が四種族も減ったことは事実だもの。解放したらまた戦いが始まるだけよ。そして人間の被害が出る。それは絶対に避けなくてはいけないことでしょ」

　正論だ。

　まさしく大始祖アスラソラカが投げかけた言葉の通り。




〝それともカイ。あなたは莫ばく大だいな犠牲を出し続けてもなお、人間と他種族たちの戦が続くことを望むのですか？〟




　ヒトは、誰一人傷つくことなく勝利した。

　これ以上の未来エンデイングなどあるわけがない。

　リンネやレーレーンという個々を失うことに小さな後悔が残ったとしても、この人類の平穏という未来を手放せるわけがない。

　──と。

「そうやって大始祖は人間を操ってきたんだと、俺は思ってる」

「……え？」

「一つ考えてほしいんだジャンヌ」

　カイが見やった先は、部屋の壁に貼られたシュルツ連邦の大地図だ。

　その北西──

　白の墓所を指ししめして。

「あんなに強かった四種族の英雄が封印されたんだ。なら人間は？　大始祖がその気になれば人間だって封印できるんじゃないか？」

「……何ですって」

「大始祖はそれも目もく論ろんでいた。もともと俺のいた歴史に墓所は四つ。四種族を封印するために造られたのなら五個目なんて必要ない。なのに大始祖はなぜ五個目を造ったと思う？　それも地中に隠してまで」

「…………」

　五番目は予備だったのだ。

　大始祖じぶんたちの計画に気づいた人間が反旗を翻ひるがえした時のために、大始祖が密ひそかに用意していた切り札が『白の墓所』だったに違いない。

「カイ。少々、私見を挟ませてもらう」

　思案するジャンヌにかわって、護衛の花琳フアリンが進みでた。

「あの死火山で預言神とやらを見て、私自身、あの神々しさが逆に薄気味悪いと感じたのは事実だ。お前が不安を覚えることも正常な感覚だろうし、アレが本当に人間の味方だと信じきるのも危険だとは思う。が……」

　花琳のまなざしが、カイからジャンヌへ。

「私には、お前の話を立証する材料も足りてないように思う。白の墓所が人間を封印することもできると疑うのは尤もつともだが、それは憶測だろう？　人類反旗軍レジストの部下たちに聞かせても信じろとは言えない」

「…………」

「事実だけを述べるなら、預言神は四種族をこの世界から排除してみせた。それを信用できないという証拠はあるのか？」

「……証拠は……」

　花琳フアリンとジャンヌを前に、カイは己の下唇を噛かみしめた。

　証拠はある。

　少なくとも自分は、「彼シド」が吹きこんだ肉声メツセージこそ真実だと信じている。




〝ここはヒトの墓所〟

〝大始祖が隠していた五番目の封印領域だ〟




　自カ分イは見つけたのだ。

　白の墓所の内部に倒れていた正史の機械人形オートマタを。そして、そこに秘められた預言者シドの懺悔メツセージを。

　そんな彼シドが、白の墓所を「ヒトの墓所」だと断言した。

　……信じるしかないだろ？

　……だって彼は、正史で大始祖たちに欺だまされた一番の犠牲者なんだから。

　大始祖三体──

　祈いのり子ごアスラソラカに世界座標の[image: ]コードホルダーを託されて。

　光こう帝ていイフの預言を信じて、それが人間の未来のためだと自らに言い聞かせて。

[image: ]

　運命竜ミスカルシェロの造った「墓所」に四種族を封印した。

　彼シドは、そのすべてを悔やんでいたのだ。

「……立証できる根拠は、俺にはない」

　絞りだした一言に。

　どれだけの気力と無念と、そして憤いきどおりが込められていたことだろう。

　ＩＣチップは激しい経年劣化によって再生不能。

　唯一カイと共に肉声メツセージを聞いたレーレーンは、他の蛮神族と共に封印されてもういない。証言する者がいなくなってしまった。

　……ああ、承知の上だったさ。

　……大始祖の陰謀を知ってるのが、もうこの世界で俺だけだってことも。

　自カ分イの言葉はすべて憶測扱いだろう。

　それではジャンヌや花琳フアリンも動けない。この二人は「将」だ。何百人もの傭よう兵へいの命を預る立場だからこそ、独断や私見では動けない。

「カイ、あなたの気持ちもわかるけど……」

　おずおずとジャンヌが口を開いた。

「今は様子を見ましょう。もう数日後には北ウルザに戻るわ。預言神は気になるけど今はウルザ連邦の復興が優先すべきことでしょう？」

「そんなっ──」

「え？」

「…………いや……何でもない」

　そんな悠長なこと言ってたら世界が壊れるぞ！

　喉元まで出かかった言葉を、カイは必死で押しとどめた。

　冗談でも比喩でもない。

　既にこの世界は「上書き」されつつあるのだ。

　幻獣族の[image: ]が皇おうラースイーエの言葉そのままに語るなら、「大始祖がもたらした世界輪りん廻ねは、大始祖にも止められない」という。

　世界輪廻の第二段階──

　いずれ人間を含むすべての生物が、別種へと変わり果てていくだろう。




〝マザー・Ｂ、なのか!?……お前……その身体からだ……〟

〝なぁに。じき人間おまえもこうなるさ〟




　カイの前に現れた機き鋼こう種しゆマザー・Ｂは、変貌していた。

　まるで切除器官ラスタライザのように。

　鋼の巨体が、奇怪な生物が入り交じった姿に変わり果てていた。ヒトも同じ。このまま世界輪りん廻ねが止まらなければ人類は滅亡する。

　──止める希望は世界種リンネのみ。

　その彼女を復活させるためにも、墓所からの四種族の解放が必要なのだ。

　……でも、それを知ってるのは俺だけで。

　……ジャンヌや花琳フアリン、人類反旗軍レジストの傭よう兵へいにどう説明すればいい!?

　墓所から四種族を解放しなければ世界種リンネが復活できない。

　世界種リンネが復活できなければ世界輪廻の「上書き」でヒトは絶滅する──と言ったところで誰が信じるだろう。

　目に見える証拠がないのだ。

　世界輪廻を知覚できるのは、世界座標の[image: ]コードホルダーを持っているカイだけだから。

　……ジャンヌの協力が無理だとして。

　……俺一人で白の墓所に突っこむ？　いや、それこそ無む茶ちやが過ぎる。

　大始祖が待ち構えているだろう。

　自カ分イ単独で向かっても妨害されるのは目に見えている。ジャンヌや人類反旗軍レジストを説得し、人間の総力で立ち向かわなくては勝ち目はないのに。

「ジャンヌ様っ！」

　扉の向こう。

　ジャンヌを呼ぶ部下の声が響きわたったのは、その時だった。

「緊急通信です。南のユールン連邦から、バルムンク指揮官がお呼びです！」

「バルムンク殿が？　私に？」

　扉を開けるジャンヌ。

　そこにいたのは北ウルザの傭兵ではなく、ここ西シユルツの連邦の傭兵だった。

「確認するが、連絡先はミン殿ではなく私だと？」

「は、はい！　我々も確認しましたが、バルムンク殿が話をしたいのはジャンヌ様であると」

「……妙だな。どう思う花琳？」

　ジャンヌが護衛を見やった。

　自分たちは、西シユルツの人類反旗軍レジストに協力するために一時的に滞在しているだけ。

　この拠点の本来の指揮官はミンストラウム──「ミン」という愛称で知られる少女である。

「話なら、まずはミン殿に報告するのが筋では？」

「はい。ただバルムンク指揮官は礼儀もわきまえている人物ですから、ジャンヌ様を指定したのは何か理由があるのでしょう。──カイ」

　花琳フアリンのまなざしが、こちらへ。

「そういう訳だ。場所を移す」

「……俺もついていっていいと？」

「機密の会談を求められたわけではない。護衛の私も同席するし、バルムンク殿もお前がいて困るとは言うまい。言ってきたら退室すればいい」

　通信室へ──

　そこに控えた通信技手たちが、ジャンヌを前にして小さく敬礼。

「お待ちしておりましたジャンヌ様」

「ご苦労。ミン殿は？　彼女も一緒に話を聞くかと思っていたが」

「我らの指揮官は復興調査に向かっているところです。封印された幻獣族が本当に残っていないのか、廃はい墟きよとなったビル群の調査です」

「わかった。彼女には通話記録を聞いてもらうとして、さっそく──」

『その声、ジャンヌ殿かっ！』

　凄すさまじい肺活量の大声が、通信機器から飛びだした。

　まるで獣の咆ほう哮こうのように豪快。

　南の人類反旗軍レジストを束ねる指揮官バルムンクが「獅し子し王おう」と呼ばれる所以ゆえんだ。

「ご無沙汰してます……というと大げさですね。三日前に西ここを発たたれて昨日にユールン連邦に戻られたと報告は聞きました」

『うむ。南の状況が気がかりで俺は一足先に戻ったが、その判断で正解だった』

「というと？」

『天使の石像だ！』

　その意味を──

　瞬時に理解できた者は皆無だったに違いない。ジャンヌと花琳がぽかんと顔を見合わせて、カイもすぐには状況が思いつかなかった。

　無意識に信じこんでいたからだ。

　四種族はすべて封印された。

　そう語る大始祖の言葉を受け入れてしまっていた。

『順に話そう。西そちらにある白の墓所はもちろんとして、我がユールン連邦にも薄気味悪い黒の墓所が一つあっただろう。それが今どうなったのか気になってな。今朝方に部下たちと確認に向かったわけだ』

　ユールン連邦の墓所。正史では聖霊族を封印していたものだ。

　そこに天使の石像？

　そう言われて思い当たるものは──




〝ワシが言っておるのは、この石化が治らないと決めつけるなという事じゃ〟

〝術式さえ解ければ主天アルフレイヤ殿を蘇そ生せいできるはず〟




　まさか。

　脳裏をよぎっていく記憶に、カイの背筋がぞくりと粟あわ立だった。

　今の今までリンネやレーレーンたちを救出することで意識がいっぱいで、とてつもない事実を見逃してしまっていた。

「バルムンク指揮官！　俺です！」

　ジャンヌから通話器をひったくる勢いで、無我夢中で身を乗りだして。

「その石像ってのはアイツのことですか!?」

『カイか？……そうだ。俺たちが発見したあの石像が、墓所の内部に入ってすぐの壁際に残されていた。封印されずにだ』

　蛮神族の英雄アルフレイヤ。

　カイとバルムンクがあえて名を出さないのは、事の経緯を知らない西シユルツの傭よう兵へいたちがその名を聞いて動揺しないため。

　……どういうことだ。あの主しゆ天てんアルフレイヤが封印されずに残ってる？

　……石化した姿のまま墓所に残ってるだって!?

　全力で思考を巡らせる。

　あの天使だけは封印の対象外だった？

　だとすれば、封印された他の四種族との違いは何だ。

　……主天アルフレイヤは切除器官ラスタライザから『無座標化ゼロコード』を受けて消滅した。

　……それが関係あるのか？

　主天アルフレイヤはそれ以降、世界から消去された存在になった。

　だから封印の対象外となった？

『ジャンヌ殿の知恵を借りたい。俺はこの石像をどうすべきだろう』

「……それは……」

　ジャンヌが言葉を詰まらせた。

　蛮神族は封印された。

　今さら英雄アルフレイヤだけが石化した姿で残っていても、もはや痛ましいだけ。

『人類おれたちにとって蛮神族は敵だった。が……』

　通話の向こうで、バルムンクが大きく息を吐きだす気配。

『今となってはこやつだけが残っているのも不ふ憫びんだ。俺としてはせめて蛮神族なかまの近くに移してやりたい。白の墓所の近くに保管するのが良いと考えるが』

「同感です。そのための輸送が必要ですが、なにぶん石像自体がワケありですし……」

『うむ。俺が西シユルツに送り届けるのが理想だろう』

　輸送は部下に任せられない。

　なにしろ石像の正体が主しゆ天てんアルフレイヤと知る者がいないのだ。

　蛮神族の英雄が石化した一部始終を知るのは、主天アルフレイヤと戦ったカイたちだけ。傭よう兵へいたちは何も知らない。

『あいにく俺も南ユールンに戻ってきたばかりで仕事が山積みでな。都市の復興を後回しにはできまい。数週間は先になってしまうだろうが、余裕ができた頃合いを見て西シユルツに輸送で良いだろうか？』

「──俺がそちらに行きます」

　自分でも無意識で。

　気づいた時には、カイはそう言葉を返していた。

『む？　お前がか？』

「ええ。北ウルザに戻るまで日があるし、俺もその石像をもう一度調べてみたい。バルムンク指揮官、合流日時を指定してください──って、言っていいかなジャンヌ？」

「……もう言ってしまってるじゃないか」

　ジャンヌが呆あきれまじりの溜ため息いき。

　と。その隣では、珍しく花琳フアリンが感心したような面持ちで。

「だんだんとジャンヌ様の扱いを理解してきたな。そう、意外と押しに弱くて」

「花琳」

「──というのはさておいて、私もカイの提案に賛同します。東イオで蛮神族と戦ったのも、その後に石ア像レを発見したのも私たちですから」

「最後まで責任をもって預かる義務があるか。たしかに……」

　西シユルツの傭兵たちはぽかんと会話を見守るばかり。

　そんな彼らを後しり目めに、ジャンヌが通信機のマイクに向かって頷うなずいた。

「バルムンク殿、その案でいきましょう。我々があの像を預かりに伺います。明日出発で、明明後日しあさつてには到着できるかと」

『承知した。それと気を抜くなよジャンヌ殿。武装は怠るな」

　指揮官バルムンクの声が険しさを増したのは、その時だ。

「地上には幻獣族も聖霊族もいない。だが俺は、まだ油断すべきではないと思っている」
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　世界を分かつ四つの連く邦に。

　北、東、南、西のそれぞれが悪魔族・蛮神族・聖霊族・幻獣族に奪われて、地上は人間の住む場ではなくなった。

「──なぁんて歴史の教本も、もう変わっちまうのかな」

　荒野の幹線道路ハイウエイを進んでいく一台の装甲車。

　シュルツ人類反旗軍レジストから借り受けた偵察戦闘車ガントラツクの助手席で、双眼鏡と睨にらめっこを続けるアシュランがぼんやりと呟つぶやいた。

「見わたす限りの地平線。シュルツ連邦のど真ん中を走ってるってのに、見えるのは空に浮かぶ野鳥の群れだけ。幻獣族なんて影も形もなし」

「アシュラン」

「わーかってるって。機き鋼こう種しゆはまだ残ってるかもしれねぇんだろ？　地面の怪しい亀裂と穴があったら知らせるさ」

「そうしてくれ」

　運転席でハンドルを握りつつ、カイは、バックミラーに映る後部座席に目をやった。

　後部座席は三人。

　左右をサキと花琳フアリンが固め、その中央に指揮官ジヤンヌが座っている。

　前方座席はカイとアシュラン。

　この五人が、主しゆ天てんアルフレイヤと戦い、そして石化するまでを目撃した総員だ。

「サキ、後ろは？」

「何もないわよ。車の後ろから追いかけてくる気配なんて何もなし。もう何時間も変わり映えしない風景ね」

　オレンジ色の髪をした少女が、アクビを噛かみつぶしながら。

「あ、でもカイが運転してるのは新鮮ね」

「いつもアシュランに任せてたから。たまには……」

「たまには？」

「……そういう気分だったんだ」

　気晴らしだよ。

　カイが言いよどんだ一瞬の空白は、言いかけそうになった言葉の代わりを見つけるためのものだ。

　……二十時間以上も車の中でじっと座ってなんて、耐えられない。

　……思い耽ふけって息苦しくなるだけだから。

　大始祖への対抗策。

　四種族を墓所から解放する方法も、リンネを復活させる方法も、時間があるとついつい過剰に思い耽ってしまいそうになる。

「ねえねえカイ？」

　地図を広げたサキが、わずかに身を乗りだした。

「いま思いだしたんだけど、アンタ前に気にしてたじゃん。あれどうだったの？」

「何が」

「だから、ここが無主地なのが不思議だって」

「……ああ。サキよく覚えてたな」

　無主地とは「誰のものでもない地」を意味する。

　灼しやく熱ねつの大砂漠や嵐の大海。さらには永久氷土の霊峰。

　こうした過酷な地がほとんどだが、この荒野はそうした過酷さと無縁にもかかわらず、幻獣族が棲すんでいないという。




〝サキ、ここも無主地なのか……？〟

〝アタシに訊きかれても困るわよ。シュルツ人類反旗軍レジストから送られてきた地図にそう書いてあるなら、そうなんでしょ〟

〝無主地が広すぎる〟




　幻獣族はこの幹線道路ハイウエイの周辺には現れない。

　今はその疑問にも一応の答えがある。こうした無主地の一部が、機き鋼こう種しゆの潜伏地だったと判明したからだ。

「機鋼種が地底に潜んでて、それを感じ取ったのかわからないけど幻獣族は避けていた。そんな事情を知らない人間おれたちから見れば、幻獣族のいない無主地に見えたんだろうな」

「あー、まあそうよね」

「それにしても広すぎる気はするけどさ」

　無主地は世界中に点在する。

　ここだけではない。ウルザ連邦やイオ連邦にもだ。

「ジャンヌ。ウルザ連邦に戻ったら調査してほしいんだ。ウルザ連邦の無主地だった場所、もしかしたら地底に機鋼種が潜んでるかもしれない」

「……悪魔族が占領していなかった区画か。それは考えるだけでゾッとするな」

　後ろの席でジャンヌが溜ため息いき。

「復興だけでも一苦労なのに、まだまだ楽はできないか……」

「うおおぉっ!?　カ、カイあれ！」

　急ブレーキ。

　突然のアシュランの悲鳴に重なるように、猛烈な摩擦音をまき散らしながら偵察戦闘車ガントラツクの車輪が回転を止めた。

「何だ！　まさか機鋼種……」

「ち、ちげぇよ！　見ろってば。あそこだよ！　道路の上に落ちてんだろ！」

　黄金の羽根。

　アシュランが指さす路面を凝視して、カイを含む五人は目を疑った。

　ここは幹線道路ハイウエイのど真ん中。そこにキラキラと輝く巨大な羽根が落ちているのは奇妙を通りこして異様だろう。

　そして見覚えがある。

　このシュルツ連邦を訪れる途中に、まったく同じ羽根を自分たちは目にしていた。




〝羽根じゃな。どう考えても〟

〝幻獣族？　しかしこんな派手な羽根をもつ個体をワシは知らんぞ〟




　さっと記憶が頭をよぎる。

　……あの時は結局、同席してたレーレーンもハインマリルもわからなくて。

　……でも幻獣族の羽根だろうって曖昧なまま見過ごしてたんだ。

　その見過ごしてきた違和感が、さらに大きな疑問となって立ち塞がったのだ。

　幻獣族はもういない。

　幻獣族の羽根が地上に落ちているはずがないのに。

「見てくる。アシュラン、車を頼む」

「お、おいカイ!?」

「私も行こう。花琳フアリン」

「お供します」

「ア、アタシも見てくる！　アシュラン任せたわ！」

「俺以外みんなじゃねえか!?　お、おいちょっと待て。俺も行くってば！」

　五人全員が偵察戦闘車ガントラツクから飛びだして。

　十数メートル先にある巨大な羽根へと、早足で近づいていった。

　陽ひを浴びて金色に輝く羽根──といえば神秘的に思えるが、その羽根一枚がカイの身長よりも大きいのだ。

「……間違いないと思う。西シユルツに来る時に落ちてた羽根と同じだ」

　同じ個体が落としたもの。

　ただし、こんな羽根を持つ幻獣族をカイは知らない。

「花琳どう思う？　封印される前から落ちていた可能性は」

「いえジャンヌ様。私もそう思いましたが、どうやら違うようです」

　花琳が屈かがみこむ。

　その指先が触れたのは濡ぬれた路面。一方で、黄金色の羽根は濡れていない。

「昨晩、この一帯は雨が降っていました。雨より前に羽根が落ちていれば今も濡れているはずですが、乾いています。つまり──」

「この羽根は今朝方に落ちたばかり？」

「はい。ですがジャンヌ様もご存じのとおり、幻獣族が封印されたのは六日前です。この羽根が落ちたのは今朝方でしょうから」

　この羽根の主は、つい数時間前にこの上空を飛ひ翔しようしていた。

　それはいったい何者だ？

「…………」

　全員が沈黙するなか、カイは足下の羽根に手を伸ばした。

「アシュラン手伝ってくれ。コイツを車の荷台に積む」

「は？　お、おいカイ？」

「ユールン人類反旗軍レジストにも獣学者がいるはずだ。専門家に調べてもらおう」

　羽根の端を抱えるように持ち上げる。

　硬い。

　表面はガラスの滑らかさだが、羽根を構成する毛の繊維が恐ろしく硬いのだ。銃弾でさえ弾はじき返すのではと思うほど。

「ジャンヌさ。俺の言ったこと、頭の片隅でいいから覚えていてほしいんだ」

「ん？」

「大始祖は嘘をついている。俺はそう思ってる」

　銀髪の指揮官がハッと息を呑のむ。

　こちらの顔と、いま目の前にある巨大な羽根を交互に見返して──

「……この羽根が関係するのか？」

「奴やつらは人間おれたちに何かを隠してる。それは間違いないんだ」

　黄金の羽根を抱え、偵察戦闘車ガントラツクへ。

　あとはユールン連邦へと全速力で向かうのみ。

「その『何か』を、俺は暴きたい」
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　消える瞬間に思いだす。

　自分がどういう存在であったのか──




　……わたしは。

　……わたしはこんなにも弱いから。

　世界種とは？

　あらゆる種族の因子を宿した「全権保有種コードホルダー」。

　世界の気まぐれが偶たまさかに生みだした世界種は、極めて強大な生命力をもつ。

　だが。

　あまりに儚はかない。

　肉体を構成する因子が欠けた瞬間、つまりどれか一種族でも滅亡した瞬間に、積み木が根元から崩れるように種族バランスが崩壊してしまうのだ。

　それは肉体の崩壊をも意味する。

　世界種は消滅し──

　永遠の呪じゆ詛そとなって切除器官ラスタライザへと輪りん廻ねする。

　……わたしも。

　……そうなるの？

　そうなってしまっても仕方ないけど、それは嫌な気がする。なぜ嫌なのか思いだせないけど、理由があった気がする。

「カイ？」

　その名前だけは覚えている。

　何かを託したような気がするけれど、そっちは覚えてない。

　……わたし……あれ。

　……わたしって誰だっけ……？

　自分のことが思いだせない。

　自分の名前も。

　唯一覚えているのが「カイ」という名前。その名前だけを、動かない両手で、無我夢中で抱きしめる。

　……わたしは……誰だっけ………。

　わたしって……何だ……っけ……

　……怖い。怖い……よ。……カイ…………助けて…………。

　…………

　………………………

　…………………………………………




　浜辺の砂が大波に攫さらわれていくように。

　世界種リンネの自我は、遠く遠く、最果いやはての彼方かなたへと沈んでいった。
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　南のユールン連邦。

　数日前まで聖霊族が支配していた地に、巨大な要塞が見えてきた。

　──荒野の要塞ルイン・ズ・フラム。

　物々しい城壁に囲まれた要塞の入り口で、カイたちを出迎えたのは隊長級の傭よう兵へいたち、そして獅し子しを思わせる顎あご髭ひげをたくわえた大男だ。

「よくぞ参られたジャンヌ殿！」

　獅子王バルムンク。

　まわりの傭兵たちも屈強だが、この男はそれよりも頭一つ抜けて逞たくましい。

「急な遣いを頼んでしまったな。道中は？」

「何一つ障害はありませんでした。途中で聖霊族の巣となっていた廃はい墟きよもありましたが、その廃墟も中身は空っぽでしたし」

「……うむ。まあ、そうだな」

「何か？」

「いやいや何でも無い」

　珍しく歯切れの悪いバルムンクが、ジャンヌに向かって首を横にふる。

　そのまま後方をふり向いて。

「ところでカイ。お前の持ってきた手土産だが」

「あの金色の羽根ですよね」

「獣学者に調べさせているが、ピタリと合う個体が見つからん。幻獣族となればシュルツ人類反旗軍レジストの得意分野だからな。写真の画像を転送しておいた」

　要塞内部。

　招かれたバルムンクの指揮官室は、一言でいえば「会議を慌てて終えたばかりです」という散らかりようだ。

　テーブルには資料が散乱し、まわりのパイプ椅子も乱れたまま。

「散らかっていてすまんがジャンヌ殿も適当に座ってくれ。つい先ほどまで幹部や隊長、あと人類特区ヒユーマンシテイの市民代表を集められるだけ集めて会議をしていてな」

「復興の準備を？」

「それは気が早い。まずは調査と開拓が必要で、復興にしても資源や人手がいるという認識を共有していた。とはいえ懸念もある。ジャンヌ殿がここに来てくれたのはそういう意味でも幸いだった」

　ギシッ。

　乱暴に座りこむバルムンクの体重に、パイプ椅子が悲鳴を上げる。

「主しゆ天てんアルフレイヤの石像は、この後すぐに案内する。だが一つ、先に解決しておきたい疑問があってな」

「何でしょう」

「切除器官ラスタライザとやらはどうなった？　アレも四種族もろとも消えたのか？」

「っ……」

　ジャンヌが眉間に皺しわをよせた。

　主天アルフレイヤが消滅した、あのおぞましい光景を思いだしたのだろう。




〝無座標化ゼロコードを執行〟

〝英雄アルフレイヤの『記録コード』を世界から切除する〟




　大天使アルフレイヤは消滅し、無座標界ゼロという雲海の空間に石像化して捕らえられていた。

　その元凶となった切除器官ラスタライザは？

　墓所に封印されたのは四種族のみ。

　切除器官ラスタライザが世界のどこかにまだ潜んでいるかもしれないことは、カイが心中で懸念していたことでもある。

　……そうなんだ。機き鋼こう種しゆたちと同じで。

　……アイツらも墓所の封印の対象外だった可能性が高いから。

　あの場の大始祖たちが一切「切除器官ラスタライザ」という単語を吐かなかったことからも、封印の計画外だった可能性が高い。

「バルムンク指揮官。俺の勘ですが、おそらく封印されずに残ってます」

　考えこむジャンヌに代わって。

　前方に座る指揮官にカイは答えた。

「俺も全容を理解できたわけじゃないけど、大始祖の『封印』も万能じゃなかった。五種族大戦にかかわる種族限定の力だったのかなと」

　墓所は正史で造られた。

　対して機鋼種も切除器官ラスタライザも正史にいない存在だ。正史にいないモノは元から封印対象に想定されていなかったと考えるのが妥当だろう。

　……でも俺もわかってない事がある。

　……結局のところ、大始祖と切除器官ラスタライザの関係はどうなってるんだ？

　大始祖は、四種族を敵視していた。

　切除器官ラスタライザも、四種族の英雄を敵視していた。

　ならば大始祖と切除器官ラスタライザは共謀していたのか？

　答えは「不明」。

　両者が共謀していたと結びつける言動は、ない。

「傭よう兵へいとしての性分でな。胡う散さん臭くさいものには警戒してかかる習慣が染みついている。あの切除器官ラスタライザも、それに預言神だか大始祖とやらも」

　獅し子し王おうバルムンクが苦々しそうに吐き捨てた。

「人間の平穏を実現したことは認める。だがアレをすんなり受け入れろというのは別だ」

　パイプ椅子を蹴るようにして立ち上がる。

　その反動で──

　首に提げていた不似合いなネックレスが揺れたことで、カイはようやくそのアクセサリの存在に気がついた。

　見覚えがある。

　装飾部分チヤームに特殊な加工がしてあって、その中が空洞になっている。そのネックレスは、小さくなった六元鏡光が隠れていた時のものだ。




〝鏡キヨウ光コのことが心配で駆けつけてきた？　鏡光がいなくて寂しかった？〟

〝ば、馬鹿！　誰が貴様の心配など────〟




　思えば──

　すべての傭兵の中でもっとも激しい怒りを露あらわにしていたのが、この男バルムンクだった。

　蛮神族の打倒を誰よりも望んでいた男が。

　蛮神族の封印に憤いきどおっていたのだ。

　それが彼のどんな感情から生まれた言葉か他カ者イには知るよしもない。けれどあの瞬間の咆ほう哮こうは、きっと彼の本心だったに違いない。




〝六リク元ゲン鏡光をどこへやった!?〟

〝封印？　墓所、なんだそれは。俺たちはこんな決着を望んでいない！〟




　立ち上がったバルムンクが歩いていく。

　指揮官室の奥へ。

「……最後までいけ好かない奴やつだったな。あの粘状生物スライムは」

　窓の外。

　空ではない。どこか遠い遠い彼方かなたをぼんやりと見つめながら、獅し子し王おうの名で慕われる男はそう呟つぶやいた。

「天使の石像アルフレイヤへ案内する。全員、すぐに出発するが構わんな？」





　　　　２






　ユールン連邦。

　その北西部に位置するグランド・アーク大平原は、巨大な聖霊族の巣を西に向かった先に広がっている。

　山のような丘陵と巨岩が聳そびえ立つ草原の先で。

　──黒の墓所。

　瑞みず々みずしい緑の大海原に、そこだけを黒く塗りつぶしたようにピラミッドがそびえ立っていた。

　正史では未解析神造遺跡メガリスと呼ばれた遺跡。

　今は、それが大始祖による四種族封印の「檻おり」だったことがわかっている。

「ん？　なんか厳重だなおい……」

「ねー。ユールン人類反旗軍レジストの拠点になってる要塞より、なんか厳戒態勢じゃない？」

　墓所を見上げるサキとアシュラン。

　その傍かたわらで、二人が注目したのはピラミッドを取り囲むユールン人類反旗軍レジストの兵たちだ。いずれも肩に小銃を提げ、火炎放射器を携帯している者もいる。

　奥には物々しい戦車まで。

「我が兵は、あの切除器官ラスタライザとかいうバケモノを目撃しているからな」

　墓所の入り口に続く坂道を進みながら、バルムンク。

「アレがいつ再び現れるかもしれん。幸か不幸か聖霊族が消えたことで警戒に人手を割けるようになった。この周囲の警備には力を入れている」

「それでバルムンク殿、例の石像は？」

「ジャンヌ殿に話したとおりだ。墓所の内部にそのまま隠してある。部下も数名見ているが、遺跡に供えられていた像としか言ってない」

「承知しました」

　バルムンクとジャンヌの二人を先頭に。

　その後ろにカイと花琳フアリン、サキとアシュラン、最後尾にはユールン人類反旗軍レジストの傭よう兵へい四人も同行している。

　──巨大なピラミッドの内部へ。

　開きっぱなしの機械扉をくぐった先は薄暗く、ひやりと冷たい。

　太陽の光と断絶されたこの遺跡は、虫一匹さえ入りこまない異様な寒気に満ちていた。

「お前たちは入り口ここで待機だ。何かあればすぐに知らせろ」

「はっ！」

　ユールン連邦の傭よう兵へい四人をこの場に残し、バルムンクが颯さつ爽そうと先へ進んでいく。

　壁に取り付けられた照明を点つけながら。

「いずれ専門の調査部隊を用意して遺こ跡こを解析したいところだがな。それはともかく、このすぐ先だジャンヌ殿」

　バルムンクが指さすまでもない。

　人類反旗軍レジストの取りつけた照明の先に、その石像はあまりに無造作に残っていた。

　事情を知らぬ者は遺こ跡この供え物と思うだろうが、これが元は蛮神族の英雄であったことをカイたちは知っている。

　──主しゆ天てんアルフレイヤ。

　切除器官ラスタライザに取とり憑つかれて正気を失い、最さい期ごには、己の愚行を悔いて消えていった。

「話には聞いていたが、まさか本当に残ってたとは……」

　ジャンヌの手が石像へ。

　そっと六枚翼に触れるが、もちろん石像は動かない。

「私たちが一度目に石コ像レを見たのは、この場で無座標界ゼロとかいう奇妙な空間に迷いこんだ時だったな。その途端に切除器官ラスタライザが追いかけてきたが……」

　石像に触れたジャンヌがまわりを見まわした。

　今も切除器官ラスタライザが近くにいるかも？

　そう思っての警戒だろう。カイもこの内部に入った時から常に気配を窺うかがってはいるが、周囲は物音一つない。

「こんな石の姿で。もう生きてないと思っていいのかどうか……カイ、このなかで切除器官ラスタライザを複数回見てるのはお前だけだろう。何か思いあたることは？」

「…………」

　ジャンヌに促され、カイも天使像に触れてみた。

　ひんやりと冷たい。表面の感触はわずかにザラついた石そのもの。

　こんな姿になって生きているわけがない──ジャンヌのその発言は確かに妥当かもしれないが。

「俺は、まだ死んでるわけじゃないと思う。たとえ生命活動は停止しててもだ」

「え？」

「ジャンヌも覚えてるだろ。俺たちが石化した主天コイツを見つけた途端に、切除器官ラスタライザが追いかけてきたこと」

　石化した大天使アルフレイヤにはまだ何か意味がある。そうでなければ切除器官ラスタライザがああも執しつ拗ように追いかけてくるはずがない。

　さらにもう一つ。

　この石化現象によく似たモノに、自カ分イは心当たりがあった。

「ジャンヌ、この石化した姿が似てると思わないか」

「……というと」

「大始祖アスラソラカだよ。そっくりだ」

「なっ!?」

　ジャンヌだけではない。

　隣に立つ花琳フアリンやバルムンク、サキにアシュランまでもが一斉にふり向いた。




〝石の女神像〟

〝石のローブによって目元を覆い隠した女神像が、ハインマリルの上空に忽こつ然ぜんと──〟




「俺も半信半疑だった。主天アルフレイヤの石化した姿はうろ覚えだったし。何よりアスラソラカが世界種だって知ってからの推測なんだけど」

「カイ、それはどういう意味だ？」

「考えてみたんだ。主天アルフレイヤとアスラソラカの石化が同じ術式だとしたら？　って」

　思いつくためのヒントはあった。

　ＩＣチップに託された預言者シドの懺ざん悔げに、自カ分イの仮定を導きだすヒントが含まれていたからだ。




〝切除器官ラスタライザの面影は、どこかリンネに似ているように見えた〟

〝本来ならリンネと同じ種族だったものが、私が未来を壊してしまったせいで歪ゆがんでしまったものなのでは？〟




　世界種が変貌したのが切除器官ラスタライザでは？

　これが預言者シドの仮説だ。突拍子もないように思えるが、それを示唆する状況証拠はいくつもある。


　一、無座標界ゼロに捕らわれたリンネと、リンネを見張っていた切除器官ラスタライザ。

　　　（切除器官ラスタライザはリンネを知っていた）

　二、どちらも「複数の種族がごちゃ混ぜ」という点で共通している。

　三、切除器官ラスタライザも悪魔や天使の法術を使える。

　四、無限に再生する切除器官ラスタライザに、世界種の世界座標の[image: ]コードホルダーだけは有効だった。



　陰と陽のごとく。

　対極に位置しながらも切り離せない。両者はもともと同じ種族で、同じ力を宿した存在だったように思えてくるのだ。

「俺の予想はこうだ。世界種と切除器官ラスタライザが同じ力を使える前提で──アスラソラカは自分で自分を石化させていた。自分の気配をギリギリまで押さえこむために」

　世界種であることを隠した。

　その企たくらみは成功した。同じ世界種のリンネさえ、アスラソラカに違和感を感じながらも最後まで同族だとは見抜けなかったのだから。

「だから、それを逆手にとれば主天アルフレイヤを解放することができるかもしれない」

「え？」

　ジャンヌが瞬まばたき。

　ぽかんと呆あつ気けにとられた様子で。

「カイ、今なんと？」

「……バルムンク指揮官」

　対して、カイが見上げた先は大柄な指揮官だった。

「一つ聞きたいことがあるんだ」

「なんだ改まって」

「アンタ個人の意見でいい。あの時の死火山で、大始祖たちの介入がなかったらどうなってたと思う？」

「……どういう意味だ。奴やつらの介入がなかったらだと？」

　こちらを見つめ返し、バルムンクが眉根を寄せた。

　しばしの沈黙を隔てて。

「大始祖がいなければ、四種族の封印もなかっただろう？」

「その先も教えてほしい」

「む？」

「アンタは六リク元ゲン鏡キヨウ光コとずっと一緒だった。アンタならもしかして、聖霊族とも戦い以外の未来を見つけることができたんじゃないかな」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っっ!?」

　獅し子し王おうの名で知られる男の声が、ひっくり返った。

「な、何を突然言いだす!?　俺と六元鏡光アイツは宿命の天敵だぞ！」

「でも共同戦線は守れてた」

「それはそうだが……ぐっ!?」

　バルムンクが歯を食いしばって押し黙る。

　腕組みして背筋に力を入れる。その格好で天井を見上げる指揮官が真っ先にしたのは、自分の背後をふり返ることだった。

　部下がいないかどうか。

　何度も何度もふり返って、部下に聞かれないことを用心深く確かめてから。

「…………わからん」

　血を吐くような面持ちで、そう答えた。

「俺は読心術者ではない。他種族の、それもあんなとぼけた輩やからの意図などわからぬ……が。俺が幾度かアイツに助けられたのは事実だ」

　そう。

　これはカイも驚いた事実だが、六リク元ゲン鏡キヨウ光コは人間バルムンクの命を守ろうとしたのだ。

　幻獣族の英雄ラースイーエに挑む直前。バルムンクに毒を盛って行動不能にさせることで、人間バルムンクが幻獣族と戦えないように。




〝鈴すず蘭らんの毒で動けなくしただけ〟

〝この人間バルムンクを預けた。頭は悪いが、いま死なせるのは勿もつ体たいない〟




　死なせるには惜しいと。

　聖霊族が、敵種族である人間を守ろうとしたのだ。

　そして人間バルムンクは生き残り。

　六元鏡光は聖霊族とともに封印された。バルムンクにとって決して満足のいく「決着」ではなかっただろう。

「……俺にはわからん。最後まで、アイツは不可思議な奴やつだった」

　くり返す。

　自らに言い聞かせているのかもしれない。そんな空白の時を隔てた後に。

「一つわかったのは、聖霊族がまったく話の合わぬ怪物ではなかったということだ。何かしらの道を模索できた可能性はあったのかもしれん……今となっては後の祭りだが」

「後の祭りなんかじゃない」

「……なに？」

「俺もそうさバルムンク指揮官」

　後悔。

　それも悪夢として夢見るほどに。

　──助けられなかった。けれどこれは仕方のない事なのだ。

　──人間の平穏には代えられない。

　自分に無理やり言い聞かせて、これが理想の決着だったと思いこむ。

　そんなのはご免だ。

「ここで終わりって、そこで諦めたくないんだよ！」

　亜竜爪ドレイクネイルを握る。

　言葉はいらない──

　所持者カイの意思を映しだすように、重厚な黒の銃剣が、瞬またたくうちに光を放つ透きとおった陽光色の刃やいばへと生まれ変わっていく。

　世界座標の[image: ]コードホルダー。

　その切っ先を天使像へと突きつけた。

「カイ!?　いったい何を？」

「まだ蛮神族コイツが残ってる。さっきジャンヌに言っただろ。切除器官ラスタライザの石化がアスラソラカの石化と同じ力なら──」

　世界種と切除器官ラスタライザは同一存在。

　ならば世界種リンネの力を宿した世界座標の[image: ]コードホルダーで、切除器官ラスタライザの力に対抗できるはずなのだ。

　この石化だって斬りはらえる。

「蛮神族コイツを解放する！」

　刃が、煌きらめいた。

　石の表面数ミリを断つように世界座標の[image: ]コードホルダーが振り下ろされる。キンッと乾いた音を立てて石の破片が飛び散って。




　雪のように白い光の粒子が、石像の裂け目から噴きだした。




　墓所の広間が、真昼のような眩まぶしさへ。

「おぉぉ!?　ま、眩しっ……!?」

「カイ!?　アンタちょっといったい何を!?」

　強烈な光にまぶたを灼やかれたサキとアシュランが悲鳴を上げて、ジャンヌや花琳フアリンも光に圧おされて後ずさる。

　弱まる光。

　噴出する輝きが和らいでいく中で、大天使はいまだ石の姿のままだった。

「……すぐには再生しないか。都合よくはいかないな」

　もう一回。

　さらに世界座標の[image: ]コードホルダーを振り上げようとカイが力を込めようとした、その寸前に。

　足下の床が跳ね上がった。

　──極大の衝撃波。

　黒のピラミッドそのものを揺らす膨大な爆発と衝撃が、カイを含むその場の者すべてを壁に叩たたきつける。

「くっ……何だ！　天使の石像か？」

「ご無事ですかジャンヌ様。今のは外部からの衝撃です。まるで大砲の直撃を受けたような破壊力でしたが」

　ジャンヌを支える花琳フアリンが、入り口の方角を睨にらみつける。

「バルムンク殿、今のは」

「わからん。外には俺の部下たちが控えている、いったい何があった！」

　膝立ちのバルムンクが慌てて身を起こす。ついてこいと全速力で入り口へ走りだすのを追って、カイも通路を駆けだした。

　眩まぶしい日差し。

　開きっぱなしの機械扉を飛びだして外へ。その先の大空で。

「……何だアイツは……」

　カイは──

　あの大始祖との遭遇にも匹敵する、息すら詰まる衝撃を体感した。




『蛮神族アルフレイヤの力を感じる。そうか、墓所に隠していたとは』




　黄金色の鳥。

　竜に匹敵するであろう巨体が、神々しき光を従えて蒼そう穹きゆうを舞っていた。

　……あの黄金色の翼。

　……俺たちが途中で拾った羽根の主か!?

　極彩色の頭部と嘴クチバシ、そして黄金の羽根をした巨大な鳥。

　大いなる楽園の使者──

　古い信仰で『極楽鳥ゴツドバード』と称される神話の存在が、今、地上の人類反旗軍レジストを含む人間を見下ろしていた。

『妾わらわは、大いなる神の御み使つかいなり』

　地上の傭よう兵へいたちを見下ろして。

　そして墓所の入り口に立つカイへと、視線を移して。

『滅せよ』

　極楽鳥ゴツドバードはそう宣言した。

『天使アルフレイヤ、この世界に蛮神族そなたはいらぬ』





[image: ]
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　びりびり、と。

　大気が激しく波打つたびに、耳の奥で鼓膜が痛む。

　それは自カ分イだけではない。

　墓所の入り口に立つジャンヌや花琳フアリン、バルムンク、サキやアシュラン。地上に立っているユールン人類反旗軍レジストの兵も同じ現象を体感しているはず。

　……声なんてもんじゃない。

　……巨大なエネルギーを耳に直接叩たたきつけられたみたいな感覚だ。

　首の後ろが寒気に粟あわ立だっている。

　大空に突如として現れた、この神々しき巨鳥の重圧によって。

『────』

　黄金色の極楽鳥ゴツドバード。

　幻獣族ではない。

　これほどまでに巨大な獣は幻獣族しか考えられないが、幻獣族は強大無比の巨体と引き換えに法力器官が退化した。

　その名残が竜の息吹いぶきで、せいぜい亜竜ドレイクのように炎を噴きだすのみ。

　だがこの鳥はどうだ？

　黄金色に輝く羽根の一つ一つから、明らかに法力の放射であろう光の粒子があふれ出ているではないか。

『アルフレイヤの力が戻りつつあるのを感じる』

　極楽鳥ゴツドバードが目を向けたのはカイたちの背後──墓所の入り口から通じる内部を見透かすように睨にらみつけて。

『光帝イフに進言。既に主しゆ天てんアルフレイヤが再生しつつある。白の墓所に封印するだけの時間はない。如い何かに？』

「……大始祖？」

　極楽鳥ゴツドバードの発したその名に、カイは弾はじかれたように我に返った。

　神の御み使つかいを称する獣。

　……いま光こう帝ていイフって言ったのか？

　……まさか御使いってのはそういうことなのか。預言神の遣い！

　光こう帝ていイフ、運命竜ミスカルシェロ、祈り子アスラソラカ。

　その三体の大始祖が遣わせた。

「蛮神族の英雄アルフレイヤが封印されてないことに気づいてたのか……」

　だから羽根が落ちていた。

　何らかの手がかりからこの周囲を怪しいと睨にらみ、飛び回っていたのだろう。

『──承知』

　極楽鳥ゴツドバードが翼を羽ばたかせた。

『この墓所もろとも裁きを執行する』

　それが何を意味するのか。

　傭よう兵へいたちが頭上の異変に気づいた時には、既に『天の裁き』は顕現していた。




　──神話再現『Xeyubelゆるされない hidそら』




　神々しき御み使つかいのさらに頭上から。

　空に巨大な円環が描かれて、そこから落ちてきたものは真まっ青さおに燃え輝く巨大な隕いん石せき。それが漆黒のピラミッドへと一直線に落下する。

　まずい。

「全員屈かがめ！　吹き飛ばされるぞ！」

　喉が壊れるほどの強さでもって、カイは叫んだ。

　そして。

　──衝撃。

　その場の誰もが意識を失った。

　燃える隕石に押し潰されて墓所の外壁が大きく拉ひしやげる。その轟ごう音おんと衝撃は、もはやヒトの肉体が耐えられる限界を超えていた。

　…………

　………………

　……………………俺……は……。

　ぱらぱら、と。

　頬ほおに降ってくる破片の痛みで目が覚めた時、カイは世界座標の[image: ]コードホルダーを握りしめたまま墓所の入り口に倒れていた。

「ぐ……ジャンヌは無事か!?　バルムンク指揮官は!?」

　よろめきながらも身を起こす。

　照明が激しく点滅をくり返すなか、花琳フアリンとジャンヌの声が響いてきた。

「ジャンヌ様、おけがは」

「……私は問題ない。だが……どれだけ意識を失っていた？」

　花琳フアリンに抱き起こされて、額を抑えながらジャンヌが起き上がる。

　その隣にはバルムンク。サキとアシュランは衝撃で奥に吹き飛んだらしく、通路の角から二人の足音が遅れて聞こえてくる。

『墓所の守護まもりが災いしたか。アルフレイヤの破壊までは至らぬ』

　舞い上がる粉ふん塵じんを、極楽鳥ゴツドバードがその翼で吹き飛ばした。

　墓所の壁に大穴が開いても内部までは貫いていない。四種族を封印するための内部構造がすさまじく強固だからだろう。

『だが外壁は滅した。次で──』

「貴様っっっ！　いったい何者だ、何をしてくれる！」

　バルムンクの咆ほう哮こうがこだました。

　目を血走らせた指揮官が指さす先には、地に倒れた傭よう兵へいたち。

「預言神とやらの遣いか!?　墓所を破壊だと!?　ちょっと待て、貴様の攻撃で俺の部下がどれだけ傷ついたと思っている！」

　隕いん石せきの直撃ではない。

　隕石が墓所の外壁を破壊したことで、何十万という膨大な石の破片が豪雨のように地上に降りそそいだのだ。

　ほとんどが雹ひようのような数センチ規模サイズ。

　だがあれほどの破壊エネルギーによって加速すれば、小さな破片も機関銃の一斉射撃のようなもの。散乱具合によっては大惨事になっていただろう。

　……そう、俺たちだって。

　……隕石が直撃しなかったのは運が良かっただけだ。

　隕石の狙いはピラミッド斜面の壁で、カイたちの立つ正面扉から逸それた位置に落下した。だから生還できただけ。

「みな無事か!?」

　地上の傭兵たちへ、バルムンクが声を張りあげた。

「そして怪鳥！　貴様が預言神の遣いというのならヒトの味方だろうが。状況を考えろ。ここにどれだけの者がいると思っている！」

『…………』

「おい、聞いているのか!?　人語は──』

『蛮神族を匿かくまった罪は重い』

　極楽鳥ゴツドバードが、半壊した墓所をじっと見下ろす。

『ゆえに妾わらわは天空の裁きを下すまで』

「だ、だから状況を見ろと言っている！　このピラミッドは調査が完了しておらん。そもそも俺や俺の部下たちもまだ撤退が──」

『猶予はない』

　降りそそぐ否定。

　神の御み使つかいを称する獣の一声が、バルムンクの言葉を半ばで切り裂いた。

『すぐに天使は蘇そ生せいするだろう。それに先んじて破壊を実行する』

「貴様っ!?」

『大始祖の言葉はすべてに優先する』




　人間の被害などどうでもいい。




　蛮神族の英雄アルフレイヤの復活を前に、大始祖が本性を曝さらけだした瞬間だった。

　人間の平穏は結果に過ぎない。

　大始祖はただ、自分たちを脅かす力をもつ四種族を排除するために人間に手を貸していただけ。

「……化けの皮を自分から剥はがしたわけか」

　世界座標の[image: ]コードホルダーを握りしめ、カイは吼ほえた。

「四種族は封印して残りも石像アルフレイヤ一体。もう本性を剥むきだしにしたって構わないってわけだ。……ジャンヌ！」

「っ」

「石像コイツを墓所の奥へ運ぶんだ。あと数発食らっても墓こ所こはまだ崩壊しない！」

　主しゆ天てんアルフレイヤの石像を指さして。

「もうわかっただろ。預言神なんてのは偽りの神でしかない。こいつらの都合の良いようにしたってダメなんだよ！」

「────」

「ジャンヌ！」

「……わかった」

　迷いを振りきるかのように、ジャンヌが唇を噛かみしめた。

　彼女とて心中の葛藤はあったはず。

　預言神というモノを心の底から信じられなくても、人間の平穏のために受け入れなくてはならない葛藤──

　それが過あやまちだったと決断したのだ。

「サキ、アシュラン！　この石像をもっと深い位置まで運びこむ。いくぞ！」

「……この石像を俺らだけで運ぶんですか!?」

「めちゃくちゃ重おもっ！　ねえアシュラン、もっと上に持ち上げてってば！」

　アルフレイヤの石像を抱え上げるサキとアシュラン。

　その二人を先導して、ジャンヌと花琳フアリンが通路の奥へと走っていく。

「お前ら、何をぼけっとしている！」

　バルムンクが吼ほえた。

　墓所の坂道を駆け下りながら、極楽鳥ゴツドバードを見上げる部下たちへ怒号を浴びせて。

「負傷者の救助および迎撃を急げ！　あの巨鳥が何であろうと構うな。少なくとも俺は、俺の部下を傷つけるバケモノを信仰する気はない！」

『妾わらわは、猛き天そらの化身がゆえに』

　御み使つかいは、そんな人間バルムンクの叫びなど意に介さない。

『裁きを継続する』

　雲が、渦を巻いて収束していく。

　この世で最も神々しき巨鳥の力が、巨大な法術円環として具現化し──

『滅せよ蛮神族てんし』

　青く燃える隕いん石せきが、再び地上めがけて降ってきた。
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　黒の墓所・内部──

　冷たく淀よどんだ空気のなか。複数の足音と荒々しい息づかいがこだまする。

「ジャンヌ様こちらです」

「気をつけろ花琳。この墓所の奥は未探索のままだ、まだ切除器官ラスタライザが潜んでいるかも。それに──」

　先頭の花琳を止めて、ジャンヌは薄暗い通路をふり返った。

「サキ上級兵、アシュラン上級兵。まだ運べるか？」

「……な、何とか」

「……控えめにいって超重いですが……だからアシュラン、足止めないでってば」

「薄暗くて見晴らし悪いんだよ」

　石像を二人がかりで運ぶ部下たち。

　天使の巨きよ躯く──バルムンクにも並ぶ体格である主しゆ天てんアルフレイヤが全身石になっているのだ。質量百キロどころではあるまい。

「やはり私も手伝おう」

「い、いえいえいえジャンヌ様!?　こんなの俺ら下っ端の仕事ですから。ジャンヌ様のお手を煩わせるわけにいかないですって！」

「そ、そうですよ！　どうか先に行っててください！」

　サキとアシュランが大慌て。

　恐縮して首を横にふる二人。見慣れた部下の反応のはずが、その光景に、ジャンヌの脳裏にふとカイとの会話やりとりが巡っていった。

　彼カイがいた世界の、「もう一人の自分ジヤンヌ」について──




〝人間が五種族大戦に勝った後は、四種族を封印する墓所ってのができた〟

〝私はどんな感じだったの。私は指揮官かしら？〟

〝まさか〟




　彼カイは言っていた。

　もう一つの歴史では自分ジヤンヌはただの一般兵。カイはもちろんサキやアシュランとも同じ仲間であると。

「────」

　今の自分に関係ないはずだ。

　それがなぜ、こんなタイミングで想起してしまったのか。

　……違う。「今」だからこそ思いだしたの？

　……ずっと前に彼カイが言ってた嘘うそみたいな未来が、この世界で本当に実現したから。

　五種族大戦はヒトの勝利で終わったんだ、と。

　出会った時からカイは一貫して言い続けてきた。この世界のジャンヌには到底信じることはできなかったが、まさに彼カイが言った歴史が実現している。

「……同じ立場の仲間。少しわかった気がする」

「ジャンヌ様、何か？」

「どうしたんです急に黙っちゃって」

「……やはり私も手伝おう。君たちだけに任せている場合ではない」

「はいっ!?　い、いえいえ俺ら部下だけで十分ですし！」

「この状況に部下も指揮官もない。必要なのは人手だ」

　石像の翼に手をかける。

　三人がかりでも手が千切れかねない重さの天使を見下ろし、さらに花琳フアリンを呼びよせる。

「花琳、悪いが手を──」




　──二度目の隕いん石せきが、墓所の外壁を貫いた。




　破壊エネルギーが、墓所の深部にまで到達。

「ぐっ!?」

　視界が暗転した。

　ユールン人類反旗軍レジストがつけていた照明が消えて真っ暗闇へ。壁に手をつくこともできず、ジャンヌは天使像を放りだして床に倒れこんでいた。

「あいてっ？」

「ちょ、ちょっとアシュランどこ触ってんの、破は廉れん恥ち！」

「真っ暗で見えねぇからわかるわけねぇだろ!?」

「見えなくたってお尻くらいわかるでしょ！　ってなに言わせるのよバカバカ！」

「──お前たち少し黙れ」

　花琳フアリンの一声。

　数十センチ先も見えない黒塗りの世界で、『……はい』という何とも弱々しい二人からの返事が聞こえてくる。

「さてジャンヌ様、ご無事ですか」

「問題ない。ただ明かりが消えたせいで、目が慣れるまで動けそうにないな。今の衝撃は外にいるあの巨鳥か……」

「まず間違いなく。まだ多少は保もつでしょうが、あと数発あの攻撃を受ければここも崩れるかもしれません」

　崩壊に巻きこまれる。

　この暗闇のなかでは生き埋めになるのが確実だ。

「よって重要な二択です」

　暗闇のなか、おぼろげに響く花琳の声。

「さらに墓所の奥深くに潜るか。石像をここに置いて方向転換し外に逃げるか。どちらも危険はありますが」

　現在地このばはいつ天井が崩壊するかわからない。

　さらに奥に避難しても生き埋めの危険は高まるだけ。かといってピラミッドの外に出ても極楽鳥ゴツドバードの法術で狙い撃ちされるだろう。

「……苦渋の選択だな」

　あらゆる状況を脳内で想定していく。生存の可能性が高いのは外に引き返すことか？　それともより深部に潜ることか？

　ピタッ。

　暗闇のなか誰かがジャンヌの足首に触れてきた。さらに触れたとみるや、足首を凄すさまじい力で掴つかんでくる。

　誰だ。

「アシュランか？　倒れているのなら手を貸すが」

「へ？　い、いや俺なにもしてませんが」

　斜め前方から聞こえてくる声。

「ではサキ？」

「え？　アタシはここですし」

　その声も斜め前方から。

　花琳フアリンはやや後方にいたはず。ならば自分ジヤンヌの足首を掴つかんでいるのは──

「…………そこの人間……」

　ふわりと光が灯ともった。

　ジャンヌの足下に生まれた朧おぼろ気げな光がゆっくりと広がって、無明の闇を弱々しくもかき消していく。

　光が、床に横たわる大天使を浮かびあがらせた。

「……お前だ。銀髪の指揮官……」

「アルフレイヤ!?」

　石化が解けつつある。

　蒼あおと白の天衣を羽織った上半身は石化が解けて、かろうじて動く右腕で懸命にジャンヌの足首を掴んでいたのだ。

「……レーレーンの法力を感じる」

「っ！」

　主天アルフレイヤがジャンヌに縋すがった理由は──

　今までずっと行動を共にしていた蛮神族エルフの力が残っていたから。

　だが何と言えばいい？

　レーレーンを含む蛮神族は封印された。その事実を告げれば、この大天使は激げつ昂こうするに違いない。

「……その、レーレーンは」

「私を……あの人間のもとまで連れて行け……」

「え？」

　思わず問い返してしまった。

　蛮神族のことを訊きいてくると思いきや、真っ先に出た言葉が「あの人間のもとまで」とはどういうことだ。

　蛮神族の英雄が気にかけるほどの人間？

　そんな者がいるとして、自分ジヤンヌが思いつくのは一人しかいない。

「……カイか？」

「私はまだ動けぬ。ゆえに……其方そなたに頼むほかない」

　主しゆ天てんアルフレイヤの声に力がこもった。

　下半身と翼の石化はまだ解けていない。一歩たりとも動けずとも、ジャンヌを見上げる大天使の瞳は煌こう々こうと輝いていた。

「急げ。このままではすべて外の怪物に焼きつくされるぞ！」





　　　　２






　雲が押し流されていく。

　極楽鳥ゴツドバードから放出される膨大な法力が波となり、蒼そう穹きゆうの雲を蹴散らしながら拡ひろがりつつあった。

　……雲が押し流されて片っ端から千切れ飛んでいく。

　……まるで台風の前兆みたいに。

　自然災害級。

　ただ空にいるだけで、こうも広範囲かつ尋常ならざる現象を起こすのか。

「救護を急げ！　こいつを車に乗せて止血だ！」

　倒れた部下の一人を抱え上げるのはバルムンクだ。

　もう片方の手で通信機を握りしめて。

「本部通信室、聞こえるか。こちら遠征部隊。黒のピラミッド警戒中に正体不明の怪物と遭遇した。今すぐ応援部隊を寄こせ！──そしてカイ、何をしている!?」

「三発目を止める」

　地上の傭よう兵へいたちが見上げる高さ。

　黒のピラミッドのほぼ中腹。巨大な石の立方体が積み重なった階段を、カイは一直線に駆けていた。

　墓所の正面から側面へ。

「次にあの隕いん石せきが落ちたら、今度こそ外壁を貫いて内部が崩壊する。ジャンヌたちのいる場所が崩落したら一大事だ」

「なっ!?　バカな真ま似ねはよせ、お前があの隕石に潰されるぞ！」

　唸うなる風音が、バルムンクの声をかき消した。

　カイの見上げる遙はるか頭上で。

　──『Xeyubelゆるされない hidそら』。

　三発目となる巨大な隕石が、墓所そのものを消滅させるために落ちてくる。

　既に外壁は粉々だ。

　この三発目で内殻が潰れればピラミッドそのものが崩壊するだろう。内部にいる人間ジヤンヌたちも巻きこまれる。

「わかってたさ。ソレが大始祖おまえらの本性だってことくらい……！」

　飛来する隕石。

　その超質量の法術めがけ、カイは、右手に握る陽光色の剣を突き上げた。

　……頼むリンネ。

　……一緒に戦ってくれ。

　世界種リンネの世界座標の[image: ]コードホルダー。

「斬り飛ばせっ！」

　煌きらめく剣けん閃せんが、燃える隕いん石せきを断ち切った。

　世界座標の[image: ]コードホルダーの切っ先が星を砕き、無数の欠片かけらとなった隕石の残骸がピラミッドの周囲に降りそそぐ。

「あいにく二度目だ。隕石なら、冥帝ヴアネツサが似た法術を見せたことがある！」

『その力!?』

　極楽鳥ゴツドバードが、その翼を戦おののかせた。

『世界座標の[image: ]コードホルダー。アスラソラカとは別の力……なんと嘆かわしき。妾わらわの裁きを拒むか』

「ここまで好き勝手されたんだ。当然だ」

　陽光色の刃やいばを空へと向ける。

　極楽鳥ゴツドバードは遙はるか上空。翼をもつ相手はカイにとっての天敵だ。世界種の剣といえど触れられなければ意味はない。

　……ここじゃ時間稼ぎが精一杯だ。

　……どうにかアイツを地面に叩たたき落とさなきゃ、俺は一切手出しできない。

　極楽鳥ゴツドバードもそれを理解している。

　墓所への攻撃をいくぶん世界座標の[image: ]コードホルダーで防がれようと、あの刃が自分に届くことはないと確信しているはず。

「──砲撃用意！」

　バルムンクの咆ほう哮こうが割って入った。

　カイと極楽鳥ゴツドバードの両者がふり返る。バルムンクの背後に集結する傭よう兵へいたちが擲弾発射器グレネードランチヤーを構える姿。その砲口が空へと向けられる。

「撃ち落とせ！」

　真まっ青さおな空に、火薬の花が咲いた。

　敵を焼きはらう焼しよう夷い弾だんが何十発と炸さく裂れつし、極楽鳥ゴツドバードの巨体をも呑のみこむ炎となって空を染め上げる。

『それで妾に爪を立てた気か？』

　爆炎が消し飛んだ。

　火の粉に彩られた極楽鳥ゴツドバードはさらに輝かしく、わずかな煤すすさえついていない。

「……そんな!?　対聖霊族の焼夷弾が!?」

「怯ひるむな！」

　部下の悲鳴のなかバルムンクがさらに声を張り上げる。

　どよめく部下たちへ。

「奴やつの羽根がすさまじく強きよう靱じんなのは予測できた。イオ人類反旗軍レジストから対幻獣族の徹甲弾を取り寄せてある。速やかに切り替えろ！」

『無為なり』

　巨鳥の声に混じる呆あきれの感情。

　狙いを、墓所から地上へ。

『天の裁きと知るがいい。この大地を焦がす炎を』

「──お前が天の代行者だと？　滑稽だな、天は誰の味方でもない」

　声は、黒のピラミッドから。

　カイのすぐ後方、正面扉から高らかに響きわたった。

「一つ教示してやろう。天は、天を見誤る者にこそ裁きを下すのだ」




　──楽聖マニフイカト『天の震雷』




　至いと高たかきところから降りそそぐ雷撃。

　一本の巨大な雷の柱が何百という光の糸に分裂し、極楽鳥ゴツドバードを雷光色に染め上げた。

　瞬まばたきも許さない神速で。

　何百という雷撃が、前後左右、あらゆる上空全方位から極楽鳥ゴツドバードの全身に食らいついていく。

『ッッッッッ!?』

　翼を灼やかれ、巨鳥がぐらりとよろめいた。

　激しい負傷によって飛ひ翔しようを維持することができず、そのまま墜落するように墓所の目の前に落下する。

『……主しゆ天てんアルフレイヤ、貴様の再生が許されると思うか！』

「許しを求める気などない」

　主天アルフレイヤ──

　白銀色の指揮棒タクトを握る大天使が、石のままの両足を引きずって墓所の正面扉に立っていたのだ。

　自力で立つことがままならず、人間アシユランに肩を借りて。

「私が許しを請うのは天ただ一つ。どこの誰とも知れぬ貴様ではない」

『黙れ！　妾わらわを穢けがれた地に降ろした大罪。百に引き裂いても余りあるぞ！』

　極楽鳥ゴツドバードが翼を打ち下ろした。

　地についた巨体が浮かび、勢いよく空へと舞い上がろうとする。

『アルフレイヤ、この場で墓所もろとも──』

「どこを見てるんだ」

『っ!?』

「地上の俺に見向きもしない。人間を舐なめすぎだ」

　黒のピラミッドから一直線に駆け下りて、浮かび上がった極楽鳥ゴツドバードめがけカイは全力で地を蹴った。

　──一いつ閃せん。

　世界座標の[image: ]コードホルダーが黄金色の片翼を切り裂いた。ぼっ、と燃えるような音を立てて何百という羽根が舞い上がる。

『妾わらわの翼をッッ!?』

「逃がすと思うか！」

『……すべては大いなる意思の通りに』

　火花が弾はじける音。

　カイの斬った翼から舞い上がった無数の羽根が、赤い光を灯ともして膨れあがった。

　何だ？

　一つ理解できたのは、その光が強烈な法力であるということ。

「いかん!?　カイ、さがれ！」

　バルムンクが声を張りあげた。

　歴戦の傭よう兵へいの脳裏に、これと似た光景がよぎったのだ。

[image: ]

　聖霊族の罠わな。追いつめられたと見せかけて本体から分身を切り離し、その分身を爆発させて敵を道連れにする。

「その羽根が奴やつの分身だとすれば、何か企たくらんでいるぞ！」

「……ぐっ!?」

　全力で跳び下がる。

　そんなカイの眼前で、極楽鳥ゴツドバードから切り離された無数の羽根がはじけ飛んだ。

　──連鎖する大爆発。

　地面をえぐり取る破壊力が破裂して、地面に巨大なクレーターを形成する。

　濛もう々もうとたちこめる煤すすと土つち埃ぼこり。

　一切の視界が閉ざされたなか、カイやバルムンク、地上の傭よう兵へいたちすべてが息を呑のんで見つめるなか。

「……いつの間に」

　黄金色の巨鳥は空の彼方かなたへと飛ひ翔しようしていた。

　東の空へ。

　その神々しい姿は、陽ひに同化するように消えていった。





　　　　３






　半壊した黒のピラミッド。

　カラカラ……

　カラカラ、と。

　砕けて砂さ礫れきとなった外壁の石が、吹き上がる風に巻かれてピラミッドの斜面を転がり落ちていく。

「負傷者の手当を急げ。応援部隊が到着するまでに消毒と止血を徹底させろ。残りの者で見張りを継続する！」

「バルムンク指揮官」

　軍用テントを行き来する獅し子し王おうに、カイは後ろから声をかけた。

　黒のピラミッドを指さして歩きだす。

「ひとまず俺から話は終わりました。……蛮神族の英雄アルフレイヤ、なんていうか思った以上に冷静だった。俺が初めてイオ連邦で戦った時とは別人みたいに」

「全部話したのか？」

「もちろん全部。蛮神族が封印されことも、他の種族も英雄ごとみんな封印されたことも。あと大始祖のことも」

「……奴アルフレイヤは何と言った？」

「たった一言だけ。『すべては私の過あやまちの所せ為いだ』って」

　ユールン人類反旗軍レジストの拠点から数百メートル先。

　ピラミッドの麓にはジャンヌと花琳フアリン、サキとアシュラン。それとバルムンクの部下たち数名が緊張した面持ちで立っている。

　そして──

　ピラミッドの一段目に、無言で座る大天使が待っていた。

「ユールン人類反旗軍レジストの指揮官バルムンクだ」

　立ち並ぶ部下たちを下がらせ、バルムンクが前に進みでる。

「この者たちからも訊きいただろうが、俺からも根本的な事項を確認しておきたい。貴様は敵か味方か？」

「その二択ならば確実に敵だろうな」

「…………」

「だが現実は、そこまで単純ではないらしい」

　主しゆ天てんアルフレイヤが顔を上げた。

　既に全身の石化は解けている。全盛期の力も取りもどしたに違いない。

「一年の不可侵協定があるのだろう？　私が消滅していた間に、エルフの大長老がそこの人間と交わした取り決めがあると聞いた」




〝人間は今後一年間この樹海に立ち入らない。そして私たちは人間の都市に立ち入らない。よろしいですね、人間の指揮官ジャンヌ〟




　一時間ほど前。

　カイが伝えた「すべての経緯」には、当然この協定も含まれる。

「付け足すのなら」

　アルフレイヤの表情に陰が落ちた。

「蛮神族われらの結末に対し、人間おまえたちに特別な憎悪を抱く気はない。エルフも天使もドワーフも妖精も……同胞の件は、すべて私の過あやまちにある」

「いまは争う気はない。そう理解していいか？」

「私から事を構えるつもりはない」

「十分だ。おい聞いたな。皆に伝えろ」

　バルムンクが頷うなずき、それを合図に部下たちがキャンプ地へと戻っていく。いまの会話は録音済み。それを皆に聞かせるためだろう。

「むしろ訊たずねたいのは私の方だ」

　大天使のまなざしがこちらを向いた。

「カイとやら」

「……なんで自分を復活させたのか？　って」

「そうだ。何を意図した」

　場の視線が集中する。

　主しゆ天てんアルフレイヤだけではない。目の前にいるジャンヌやバルムンクも、それは当然に疑問視していたことのはず。

　必ず訊きかれる。

　そう確信できていたから、カイの返事は速やかだった。

「俺だけの意思じゃない。キッカケはレーレーンだと思ってる」

「……なに？」

「レーレーンが言ってたんだ。俺だけの秘密でって──」

　一年間の休戦協定。

　その一年が終わった後に、人間と蛮神族はどうなるのかという問いに。




〝この先、命をかけた争いをしたいとも思わんよ〟

〝主ぬしとも。それにジャンヌとも〟




「彼女レーレーンがそんなことを……!?」

　声を上げたのは大天使ではなく、名を出されたジャンヌだった。

「カイ、それは……」

「死火山に向かう前だよ。俺とジャンヌが別行動した時があったろ。その時にレーレーンが伝えてきたんだ」

　蛮神族は総じて気き位ぐらいが高い。

　エルフもそう。

　出会った時のレーレーンは、人間カイたちを下等種族としか思っていなかったに違いない。

　……生半可な覚悟じゃ口にできなかったはずなんだ。

　……エルフの郷さとで出会った時のレーレーンからは想像もできない。

　そんなエルフの巫み女こが考えを改めた。

　改めただけではない。自カ分イにそう打ち明けるまでになったのだ。

　戦いをやめたい、と。

「そういう背景があったんだ。エルフの巫女が本気だと俺は思ったから、アンタに伝えた。そこから先はアンタ次第だ」

「私がどう応えるか、試すつもりで復活させたと？」

「レーレーンは、アンタを随分と信頼してた」

「はっ！」

　主しゆ天てんアルフレイヤが噴きだした。

　人間カイたちの前で、無防備なほど大きく頭上を仰ぎ見て。

「皮肉だな。真意を問うつもりが、試されているのは私であったか……そうかレーレーン。其方そなたがそんな事を…………」

　そして沈黙。

　瞬まばたきを惜しんで蒼そう穹きゆうを見上げたまま。

「人間の指揮官、ジャンヌといったな」

「私に何か」

「エルフの大長老と交わした休戦協定は一年だったな。それで十分か？」

「……どういう意味だ」

　ジャンヌが訝いぶかしげに目を細める。

「一年を提示したのは蛮神族おまえたちで、人間側わたしから持ちかけた数字ではない」

「では私から提示し直そう」

　天使の視線がジャンヌへ。

　その両隣に立っているカイ、バルムンクの顔を見わたして。

「百年の停戦」

　厳かな口ぶりで宣言した。

「その間に正しく不可侵を遵守するならば、さらにもう百年を延ばす」

「……何だと？」

「条件は一つ。知恵を借りたい」

　羽根が舞った。

　白く無む垢くなる羽根が何十枚と宙を舞うと共に、主天アルフレイヤが墓所の石段から地に降り立った。

「封印された蛮神族の解放。それを以もつてヒトへの不戦を約束する」
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　空が漆黒に染まっていく。

　黒の墓所が夜空に溶けるように同化していくのを、カイは、ユールン人類反旗軍レジストのキャンプ地から無言で見守っていた。

　正確には、見張っていた。

　……正史でも黒の墓所を見張ってたっけ。

　……遠い昔のことみたいだ。

　正史では、封印された四種族が脱出しないように見守っていた。

　それが今──

　封印された四種族の解放を目指すだなんて、当時の自分に言えばどんな表情をしただろう。

「ああでも、前から変わり者扱いされてたから変わんないか」

　双眼鏡を手にしたまま苦笑い。

「おーいカイ、そっちどうだ？　異常は何もねえよな、何もねえと言ってくれ」

「何もない。何かいたら俺以外の見張りも気づくだろうし」

　後ろからやってきたアシュランへ、双眼鏡を投げわたす。

「昼間の極楽鳥ゴツドバードは現れる気配がない」

「……そりゃ何より。でなきゃこっちもロクに仮眠もできやしねぇからな。ああそうだ、テントの設営終わったぜ」

　ずらりと並ぶ軍用テント。

　星明かりしかない大自然の夜では、テントの内側から漏れる光も貴重な光源だ。ただし、そこに寝かされているのは昼間の負傷者たち。

「向こうのでかいテントと、あと指揮官本部のテントも片っ端から医療テントだってさ。俺ら無事な兵は残りの空きテントで小分けになって仮眠だとよ」

「聞いてる。アシュランのテントは？」

「……俺は一番奥のだよ。はぁ……」

「どうしたのさ？」

「サキと花琳フアリン様なんだよ。同じテントが。同じウルザ人類反旗軍レジストだってことで」

　アシュランが重々しく溜ため息いき。

　それも心の底から憂鬱そうな口ぶりで。

「サキは寝相が悪くて隣だと蹴られるし、花琳様と同じテントとか緊張で眠れやしねぇよ。粗相があったらナイフで刺されないかな」

「なぁに好き勝手言ってんのよ！」

「あ痛いたっ？」

　サキの投げた携行枕が、アシュランの後頭部に直撃。

「アンタこそね。言っとくけど夜中に寝たフリして触ったりしてこないでね。怪しいことしてきたら蹴飛ばすわよ？」

「何もしなくったってお前の寝相が悪くて蹴飛ばされるのが俺なんだが？」

「花琳フアリン様に言いつけるから！」

「だから何をだよ!?」

「……二人とも元気だな」

　サキとアシュランに背を向けて、カイも自分のテントへ。

　見張り用のテント。

　カイ自身の希望で、このキャンプ地から墓所を見渡すための最前列の位置だ。いつ何が起きても最速で対応するために。

　……墓所の前には主天アルフレイヤがいる。

　……蛮神族の英雄が夜通し見張ってくれるっていうのは心強いな。

　天使は睡眠をほとんど要しない。
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　同じ蛮神族でもエルフのレーレーンは人間カイたちにあわせて寝ていたが、あれも本来はエルフらしからぬ習慣だったのだろう。

「ここからだ。大始祖のいる白の墓所をどうにかするにしたって、本当にここからが大変だろうし……」

　深呼吸してテントの中へ。

　隅っこに荷物を置いて、テントの支柱に亜竜爪ドレイクネイルを立てかける。

「あれ？」

　自分の寝袋の他にもう一つ寝袋が置いてあるのを見て、カイはきょとんと首を傾かしげた。自分以外にもこのテントを使う予定だろうか。

「アシュランか？　でもサキと花琳フアリンが一緒だって言ってたし。誰だろ」

「私よ」

「……はい？」

「テントが足りないのよ。負傷者を大きなテントに寝かせてるし。緊急事態に指揮官だけ特別な寝床を何て言ってられないでしょ」

　顔を覗のぞかせるジャンヌ。

　呆あつ気けにとられたカイの前を横切ってテントの奥へ。甲かつ冑ちゆうを脱いだ薄着姿で「ふぅ」と吐息をもらす仕草が妙に艶なまめかしい。

「あらどうしたのカイ？」

「……いや、その……いま何て言えばいいのかすごく悩んでた」

「女の子をじろじろ見るのは配慮デリカシーに欠けるわよ？」

「じゃあええと、どうしてココなんだ」

「テントが足りないのよ」

「聞き方が悪かった。テントが足りないにしても、その……ジャンヌは女子だろ。花琳と一緒なのが最適じゃないか？　だって護衛だし」

「ダメよ。だって私、まだ男の指揮官として過ごしてるのよ」

　当の本人はいたって真剣な口ぶりで。

「花琳だって年頃の女性でしょ。それが男の指揮官わたしと同じテントにしたら、部下たちから変な噂うわさが立って信用を失っちゃうわ」

「……そういうものかな？」

　同じ理由でサキとも一緒になれない。

　アシュランと同じテントになると、今度はジャンヌの男装がバレてしまう。消去法で、ジャンヌの素性を知っているカイと一緒以外にない。

「今さらだけど、よく隠し通してきたなぁ」

「私だって年々大変になってきてるわよ。……これでもちょっとずつ女の子らしくなってきてるんだから」

　さっ、と束ねた髪をほどいてみせる。

　サラサラと背中に流れるジャンヌの銀髪は鈍く輝いて、滑らかな髪質も男カイの硬い髪とは似ても似つかない。

「……胸が薄くて男物のシャツで何とかなってるのは、複雑だけど」

「ん？」

「な、何でも無いわよ！　独り言！」

　あまりに小声で聞こえなかった。

　聞き返してもジャンヌが恥ずかしげに顔を背けてしまう。

「とにかくそういう訳なの。私が男装で過ごすうちは寝る場所も工夫しなきゃ」

「わかった。で、これは俺の単純な疑問なんだけど……」

「ダメよ」

「まだ何も言ってないし!?」

「言わなくても表か情おでわかるわ」

　床に座るジャンヌが、ビシッとこちらを指さした。

「『そろそろジャンヌの素性も明かしてよくないか？』って、そう言いたげな表か情おだったわ。悪魔から王都ウルザークを取り返したわけだし。私が女だからって部下からの信頼が今さら揺らぐこともないって理由でしょ」

「……ご名答。でもなんでダメ？」

「それは然しかるべき時、然るべき場所で行うべきよ。王都ウルザークで。理想を言えば私が指揮官を引退する時がいいわね」

　脱いだ甲かつ冑ちゆうに手を伸ばす。

　滑らかな金属の表面を指先でなぞるようにして、ジャンヌは小さく苦笑した。

「……もうちょっと先になりそうだけど」

　ジャンヌが微苦笑。

　と思いきや、カイの前でころんとうつ伏せに横たわって、意味深なまなざしでこちらを見上げてくる。

「？」

「マッサージしてほしいなっていうおねだりの目よ。今日も一日、重たい鎧よろいを着てたから肩も背中も痛くてしょうがないわ」

「……年寄りみたいだな」

「カイって配慮デリカシーに欠けるってよく言われるでしょ。私以外にも」

「────」

　言われていた気もする。

　正史の、それもジャンヌやサキから頻繁にだ。

「俺に落ち度はないはずなんだけど……」

「言われてたでしょ？」

「こっちでも言われると思わなかった。……はいはい」

　ジャンヌの背中を指圧。

　とはいえ年頃の女子にこんな堂々と触れるのなんて、慣れているわけがない。

　しっかり筋肉はついているのに驚くくらい柔らかい──そんな肌の感触はカイにとって未知も同然の感覚だ。

「い、いたっ。もうちょっと優しくしてってば」

　ジャンヌが小さく悲鳴。

「もう。背骨が折れるかと思っちゃったわ」

「……骨折と出血の応急処置なら得意なんだけど。マッサージの知識はないんだ」

「ふぅん？」

　横たわるジャンヌが可お笑かしそうな表情で。

「意外ね。カイにもできないことがあったなんて」

「マッサージの専門知識なんてあるわけないだろ？」

「ええ。でも私の目には、あなたが何でもできて何でも知ってる万能に見えてたの」

「俺が？」

「そうよ。私たちウルザ人類反旗軍レジストはずっと悪魔族に苦しめられていた。そこに突然現れたあなたは亜竜爪ドレイクネイルっていう未知の武器を持っていて、私たちも知らない悪魔族の知識を披露して、そして冥帝ヴアネツサを倒して王都を取り返した」

「…………」

「最初はどうやって倒したんだろうって半信半疑だったけど、それはすぐに解決したわ。イオ連邦で蛮神族の英雄アルフレイヤと戦った時。カイが死に物狂いで戦ってる姿を見て、『ああ、冥帝ヴアネツサと戦ってた時もきっとこうだったのね……』って」

　この世界の人類反旗軍レジストと何ら変わらない。

　ただただ無我夢中で挑むだけ。

「逆に嬉うれしかったわ。これなら人類反旗軍わたしたちも同じことができるはずだって思えたから」

「……それは何より」

「花琳フアリンがね、珍しく冗談を言ってたわ」

　横たわる少女が、くすっと噴きだした。

「『ジャンヌ様が奴カイと結婚すると言っても、私は反対しません』って」

「はいっ!?」

「あいたっ。もう、また強くしすぎ。もっと優しく圧おしてちょうだい」

「……動揺させたのはどっちだよ」

　自分のせいじゃない。

　あまりに突拍子もないジャンヌの発言のせいで、思わずマッサージの手に力がこもってしまっただけだから。

「花琳フアリンがあんなこと言うの初めてよ。いつも私に余計な男がつかないように目を光らせてるのにね。『私が認める男でなければ許しません』って」

「……筋金入りの護衛だな」

「動揺してくれて嬉うれしいわ。これで顔色一つ変えずに『ふーん』で済ませられたらさすがに悲しかったし。私ってそんなに魅力ないのかなって。あと、ちゃんとカイも男の子らしい反応するのねって」

「何それ……」

　何とも返事に困る。

　怪しげで意味深な笑みのジャンヌを見下ろして、カイは「マッサージはおしまい」と肩をすくめてみせた。

「もういいだろ。あんまり起きてると仮眠の時間がなくなるし」

「あ、待ってカイ」

　テント内の照明を消そうとして。

　そんなカイの手に、起き上がったジャンヌの指先が触れた。振りかえる。そのすぐ前に、姿勢を正して座るジャンヌがいた。

「……一つだけ、ちゃんと顔と顔を合わせて謝っておきたかったの」

　何を？

　そう訊たずねるのを待たずに、銀髪の少女は言葉を続けた。

「私は今朝あの極楽鳥ゴツドバードを見るまで、四種族っていう敵がいなくなってほっとしていたわ。預言神の思う通りだとしても。……カイは怒るでしょうけど、リンネやレーレーンの犠牲を承知で、もう人間の犠牲を出さない道を選ぶ以外になかったから」

　終わった気でいた。

　いや、終わったのだと自身に言い聞かせていたのだろう。永い永い戦いから、ようやくヒトが解放されたのだと信じたい一心で。




〝カイ、あなたの気持ちもわかるけど……〟

〝もう数日後には北ウルザに戻るわ。預言神のことは気になるけど今はウルザ連邦の復興が優先すべきことでしょう？〟




　四種族が封印された。人間の平和を手に入れた。

　──その認識が誤りだった。

　大始祖の本性を、ジャンヌは、極楽鳥ゴツドバードを通じて垣かい間ま見みた。

「結局カイの言うとおりだったわ。預言神……いいえ、もう神さまなんて呼びたくないし、大始祖って言い方よね。とにかく大始祖は嘘うそをついていた。ただただ四種族を潰したくて、私はその手先に使われただけ……」

「ジャンヌだけじゃない」

　彼女の言葉を切るように、カイは言葉を滑りこませた。

「そんなこと言ったら俺だって後悔はいくらでもある」

　誰が過あやまちをおかしたか。

　機き鋼こう種しゆマザー・Ｂが名指ししたのはジャンヌではなかった。

　自カ分イだ。




〝足りなかったのは何だと思う？〟

〝あの死火山の頂で「俺に従え」と命じれば、幻獣族以外のすべてがお前に従っていたはずさぁ。大始祖がつけいる隙は無かった〟




　世界種リンネに慕われて。

　蛮神族レーレーンに少なからぬ信頼を寄せられて。

　悪魔族ハインマリルや、聖霊族の六リク元ゲン鏡キヨウ光コからも多少の関心は寄せられていた。それは自カ分イもそう感じる。

　……欠けていたのは俺だ。

　……大始祖に抗あらがうのが一手遅れた。それが取り返しのつかない結果になったんだ。

「ジャンヌじゃない」

　くり返す。

「むしろ俺一人の所せ為いだったのかもしれない。俺があの時……」

「それはソレで癪しやくに障さわるわ」

「え？」

　予想外のジャンヌの返事に、反射的に聞き返していた。

「癪に障るって、何が？」

「だってそうよ。俺一人の責任だなんて、それ『ジャンヌおまえはいてもいなくても関係ない』って意味でしょ。あの場にいて当事者扱いされないのは嫌よ」

「……じゃあジャンヌの責任？」

「それも嫌」

「どっちだよ!?」

「責任者探しはやめましょうってこと。はいここまで」

　ジャンヌが手を叩たたいてみせた。

　部下の喧けん嘩かを仲裁するかのように。一つ違うのは、今の彼女はイタズラっぽく笑んでいるということだ。

「大始祖は敵だった。主しゆ天てんアルフレイヤとは交渉できて、大始祖に挑む一環として蛮神族の解放を支援する。今日からそれだけを見ましょう」

「……大らかだなぁ」

　なんとも人類反旗軍レジストの指揮官らしくない。

　けれど、こっちの方がジャンヌ本来の気質なのだろう。ずっと前から──

　世界輪りん廻ねが起きた当日。

　自カ分イとジャンヌとが非番で待ち合わせをしていた時も、そうだった。




〝カイ、おまたせ〟

〝ジャンヌにしちゃ時間どおりだな。あと一時間は待つと思ったけど〟




　大らかなのは共通。

　どちらの世界のジャンヌも、根本的な部分は変わっていない。

「……大らかなのも当然か」

　ぼそりと独り言。

「俺の知ってるジャンヌは、待ち合わせに一時間は平気で遅れる奴やつだったし」

「何ですって!?」

「あ……聞こえてた……」

「カイ、それは聞き逃せないわよ。私が!?」

　淡い笑顔から一転。

　目の前の少女が目をつりあげた。

「指揮官として時間厳守で生きてきた私が、時間にだらしないなんてありえない！　私は子供の頃からお父様にそれはそれは厳しく躾しつけられて──」

「墓所の調査で三時間遅刻したこともある」

「嘘うそよ!?」

「本当だって。雨の日にジャンヌが寝坊で遅刻したせいで、俺とアシュランが荒野でずぶ濡ぬれになった」

「嘘よ嘘、そんなの絶対信じないわ！　やっぱりカイの話は信じない！」

「ジャンヌ声が大きい。女だってバレるぞ」

「くぅぅぅぅっっっ!?」

　歯を食いしばって、少女が顔を真まっ赤かにして声を押しつぶす。

　と思いきや。

「やっぱり配慮デリカシーが足りないわ！」

　実に悔しそうな表情で、ジャンヌがこちらを指さした。

「……花琳フアリンに言いつけてやるわ。夜中にカイが破は廉れん恥ちなことをしてきたって！　寝ている私に近づいて下着を盗もうと荷物を漁あさってきて──」

「それは真っ赤な嘘うそだろ!?」

「私のだって絶対に嘘よ！」

　しまった。

　ジャンヌはこっちでも負けず嫌いだった。そんなことを思いだしてカイは溜ため息いきをついたのだった。
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　　　　１






〝妾わらわは、大いなる神の御み使つかいなり〟

〝裁きを執行する〟




　黒の墓所が破壊され、瓦が礫れきがユールン人類反旗軍レジストに降りそそぐ。

　黄金色の巨鳥『極楽鳥ゴツドバード』。この戦闘を記録した映像が、南ユールンから世界各地の人類反旗軍レジストに送られた。

　その翌朝──

「どうだミン殿。何かわかったか？」

『た、確かに幻獣族のようにも見えますが……バルムンク殿の映像にあった巨鳥は我が連邦でも見たことがありません。完全な新種だと思われます！』

　緊張を滲にじませた少女の声が、ユールン人類反旗軍レジストの通信室に響きわたった。

　連絡先は、西シユルツの指揮官ミン。

　昨晩のうちに極楽鳥ゴツドバードの映像をバルムンクが送信し、今朝まで夜通しでの調査を依頼していたものだ。

『……こんな怪物がまだいるなんて』

「俺も同じ心境だ。むしろ幻獣族ならまだ可愛かわいい。カイの話を聞くに、それ以上に面倒くさい輩やからのようだからな」

　苦々しい顔つきで応じる指揮官バルムンク。

　その隣では──

　別の通信機を使って、ジャンヌが別の指揮官に連絡を繋つなげたところだった。

『映像は確認した』

　ぶっきらぼうな口ぶり。

　機嫌が悪いのかと疑うような刺とげ々とげしさだが、これが彼の平常どおりの口調であることをジャンヌはよく知っている。

「ご無沙汰していますダンテ殿」

『……ふん。久しぶりに連絡を寄こしてきたと思ったら面倒事か』

「映像をご覧頂けたようですね？」

『元より俺は、四種族を封印したという眉唾物の情報は信じていなかった。その噂うわさを流した預言神とかいう輩やからもな。さりとて驚きはしない』

　東の指揮官ダンテ・ゲルフ・アリギエーリ。

　旧王家の血を引いており、自らを指揮官ではなく『皇帝』と称する。

　その気き位ぐらいが仇あだとなって一度はエルフに捕らえられ、それを恥じて多少は性格も丸くなったという話だが。

「相変わらずですね」

『どういう意味だ？』

「いえ、ダンテ殿の警戒心が良い方向に転じたという意味です」

　真面目まじめな口調で答えながら、ジャンヌは苦笑を押し殺した。

「極楽鳥ゴツドバードと名づけた怪物は東へ飛ひ翔しようしていきました。そのままイオ連邦まで飛び続けるとは限りませんが、ご用心を」

『数日内に東ここへやってくる可能性はあるわけだな』

「はい。ですから急いで連絡しました」

『対応は参謀ツエフヴエンに言いつけてある。それより俺にとっての気がかりは──』

　ダンテの声が途切れた。

　背後の部下たちと小声で何かをやりとりしながら。

『蛮神族の天使が封印から逃れていた。そう聞いたが』

「昨日、バルムンク殿から報告した通りです」

『どうやって封印を逃れた？』

「私にもわかりません。ただ現に生きている。まずはそれが重要でしょう」

　ダンテに伝えた報告は、半分ウソだ。

　疑うたぐり深ぶかい彼のこと。主しゆ天てんアルフレイヤの石化から復活の経緯を正直に話そうものなら、まず嘘うそと思われてしまうに違いない。

　ならば──

　主天アルフレイヤは最初から生きていた。

　そして墓所の封印からも自力で逃れた。これだけ話を単純化した方がいい。

『奴アルフレイヤがお前に接近してきた理由は何だ？』

「端的に言って、いまイオ連邦と蛮神族とで結ばれている休戦協定の拡大です」

『拡大だと？』

　通話機の向こうで沈黙。

　だがすぐに、彼はジャンヌの言わんとすることに気づいたらしい。

『……まさか「力を貸せ」とでも言ってきたか？』

「そのまさかです。主天アルフレイヤの目的は、大始祖に捕らえられた蛮神族の解放です。一方で、私としても大始祖は近い将来の敵になると確信しました」

　大始祖は本性を現した。

　カイが警鐘を鳴らしていたように「五番目の封印」として人間が狙われる可能性が否定できなくなったのだ。

「ダンテ殿、次に封印されるのが人間だとしたらどうします？」

『…………』

「人間は法力を持ちませんから、大始祖の封印に抵抗できない可能性があります。ですが蛮神族ならば、時間をかければ対抗策も用意できるかも」

『……癪しやくに障さわるな』

　皇帝の異名をもつ男が、舌打ち。

『そうして共同戦線を持ちかけてきたわけか。蛮神族が』

「はい」

『何とも滑稽だな。自分たちを高貴といって憚はばからぬ種族の長が、人間に救いを求めるほど危機に瀕ひんしたというわけだ。だがジャンヌよ。蛮神族を解放できたとして、共同戦線とやらを奴やつらが守ると思うか？』

　何万体という蛮神族が復活する。

　主しゆ天てんアルフレイヤのいう「百年の休戦協定」が真まっ赤かなウソで、嬉き々きとして人間に襲いかかってくる可能性──

「裏切られる恐れは当然にあるでしょう」

『そうだ。そして蛮神族が裏切った時、真っ先に攻めこまれるのは俺のイオ連邦だということもわかっての承諾か？』

「はい」

『…………』

「ダンテ殿、一つお答え頂きたい。いま東イオの人類反旗軍レジストと蛮神族は一年間の休戦協定を結んでいます」

『それがどうした』

「蛮神族がその誓いを破ったことがありますか？　一度でもあなたの前に姿を現したり、挑発するような真ま似ねをしましたか？」

『……無いな』

「そういうことです」




〝人間は今後一年間この樹海に立ち入らない。そして私たちは人間の都市に立ち入らない。よろしいですね、人間の指揮官ジャンヌ〟

〝休戦契約の証人は私たち自身。ここに立つ者すべてです〟




　最も高貴な血を自負する種族──

　ゆえにその契約も、もっとも固く結ばれる。

『奴アルフレイヤに伝えておけ。約束は守れと』

「覚えておきます」

　通信を切る。

　ふぅと大きく息を吐きだして、ジャンヌは背後の指揮官にふり向いた。

「こちらは終わりました。思った以上に──」

「面倒だったか？」

「いえ。思った以上にスルリと話がいきました。ダンテ指揮官、さすがに大事なところで冷静な判断をされる方ですよ。嫌みはありますが」

　バルムンクにそう応じ、肩をすくめてみせる。

「そろそろ向かいましょう。私たちも、互いの信頼のため蛮神族の英雄アルフレイヤともう一度詳しく話し合う必要がありそうですから」





　　　　２






　汗ばむほど強烈な日ひ射ざし。

　燦さん々さんと照りつける太陽の下で、黒のピラミッドを仰ぎ見る。

「あ、いたいたカイ。そっちどう？」

「おいカイ、こんな感じでいいのかよ。適当に拾ってきたけど」

　前方から歩いてくるサキとアシュラン。

　二人が手にしているのは透明なビニール袋で、中に集められた黒い欠片かけらは墓所の外壁から剥はがれ落ちたものだ。

「十分だと思う。大きな瓦が礫れきはユールン人類反旗軍レジストに任せるから」

　頷うなずくカイも、ちょうど黒い欠片を集めている最中だ。

　──破壊痕から極楽鳥ゴツドバードの術を解析したい。

　そう言ったのは人間の誰でもない。

　他ならぬ主しゆ天てんアルフレイヤだ。

　蛮神族を解放するために、まずは大始祖の力の解析から始めるのだと。

「で？　肝心の天使はどこいったんだ？」

「墓所の中を調べてる。このピラミッドが、蛮神族が封印された白の墓所と同じ構造なら、封印のカラクリもわかるかもしれないって」

「はー……徹底してるわね」

　サキがなかば感心したような面持ちで。

「アタシらが墓所を見ても何一つわかんないけど、蛮神族にはわかるのかしら。……あ、でもそろそろ会談の時間よ」

　ヒトと蛮神族による史上初の会談だ。

　主しゆ天てんアルフレイヤが提示した「人間側の協力」と、見返りである「百年の休戦協定」で、四連邦の指揮官はそれを承認することにした。

　その締結がじき行われる。

「カイ、アタシら天使を呼んでこないと……」

「ああ。もう時間だから呼びだしに行くか」

　墓所の坂道を上っていく。

　サキとアシュランが銃を携行しているのは極楽鳥ゴツドバードへの警戒だ。東の空に飛びさった後、あの怪物はまだ現れていない。

　……アルフレイヤの完全復活で、もう手出しできないと諦めたのか？

　……いや。そんな軽い敵意には見えなかった。

　蛮神族を根こそぎ消し去るという強烈な敵意が、あの程度で鎮まるはずがない。

　極楽鳥ゴツドバードはまた確実に現れる。

　さらに激しい戦闘になるだろう。ユールン人類反旗軍レジストの傭よう兵へいも険しい顔つきで警備に当たっている。

　──墓所内部。

　入り口を進んでいって。

「これは？」

　一メートル先も見えない暗闇の通路のはずが。

　カイたちの前に、純白の光に満ちた神聖感あふれる空間が広がっていた。

「おいおい何だこれ!?」

「え？　な、何よここ？　何があったの!?」

「……凄すごいな」

　天井からふりそそぐ光。

　まるで太陽のように輝く放射体を見上げ、カイは眩まぶしさに目を細めた。

「照明なしじゃ歩くこともできない真っ暗闇だったのに、真昼みたいに明るい。アンタの法具なのか？」

「ただの照明器具あかりだ。法具という程ではない」

　隔壁に囲まれた通路の奥で。

　壁に手をついていた大天使が、ゆっくりとふり向いた。

「あの極楽鳥ゴツドバードとやらが大始祖の眷けん属ぞくだと。お前はそう言っていたな」

「……何かわかったのか？」

「とてつもない建造物オモチヤだな。こんな巨大な法具を造ることができる存在が、蛮神族われら以外にいるとは思わなかった」

　法具？

　大天使が発した単語に、カイの背筋に冷たいものがよぎっていった。

「待ってくれ。この墓所そのものが……!?」

「見た方が早い」

　主しゆ天てんアルフレイヤが、壁についていた手を離した。

　ぽっかりと空いた穴。

　黒い内壁が剥はがれ落ち、その奥には奇妙な点滅をくり返す「何か」が埋めこまれていた。綺き麗れいな宝石のように見えるが──

「蛮神族われらが用いる法具の核コアによく似ている。普通なら一つの法具で一つの核コアだが、墓こ所こにはそれが何十万個と埋めこまれているらしい」

　天井を見上げる大天使。

「この広間を闇で覆っていたのもカラクリを隠すためだろうな」

「……ここの暗闇は自然のじゃなかったのか」

「そうだ。ただしこの建造物は、蛮神族われらの扱う法具とは違う。蛮神族われらは法力を外に発する器官を持たないから、法力の『出力器』として法具を使う。墓コ所レは違う。おそらく法力の『増幅器』および『転換器』だ」

　そう言われて。

　カイは、後ろのアシュランと顔を見合わせた。

「どういう意味かわかるか？」

「お前がわかんねーなら俺らがわかるわけねぇだろ。……おい蛮神族さんよ、俺ら法具は詳しくねぇから、効果よりも目的を聞かせてくれや。その増幅器ってのと転換器ってのは何をするためだ？」

「増幅器は『捕らえるため』。転換器は『逃さないため』。この二つだ」

　コツッ。

　主天アルフレイヤが自らの拳で壁を小突いた。

「この墓所を通して大始祖の法力を増幅させる。これで四種族の英雄を捕らえる大法力を実現した。だが重要なのはむしろ後者。捕らえた四種族エモノを閉じこめて逃さない『転換器』としての性質だ」

　アルフレイヤが指さす先は天井だった。

　光を出し続ける球体。だがよく観察すれば、その光が常に天井へと吸い込まれていっているではないか。

「法力を吸収して『闇』へと転換させる。閉じこめた四種族が内部でいくら暴れようと、その力を転換して暗闇が強さを増すだけ──そんなカラクリだ」

「えっ!?　じゃ、じゃあアンタここにいちゃまずいんじゃないの!?　力が吸い取られちゃうんでしょ？」

「既に大半の機能を失っている。問題あるまい」

　壊れた神の玩具おもちや。

　だから極楽鳥ゴツドバードも躊ちゆう躇ちよなく、この墓所を消滅させにかかったのだろう。

「……すごいな」

　ぽつりと、なかば呆あきれた心地でカイはそう呟つぶやいた。

　感嘆するしかない。

　墓所の構造はまったくの未解析技術ブラツクボツクスだった。人間の学者が何十年かけても分析できなかった代しろ物ものを、一目で看破してみせるとは。

　……冥帝ヴアネツサや[image: ]皇ラースイーエは闘志を漲みなぎらせた「戦士」だけど。

　……いま間近で見てハッキリしたよ。この天使はむしろ「研究者」だ。




〝この世界に蛮神族はいらぬ〟




　極楽鳥ゴツドバードがこうも警戒していたわけだ。

　主しゆ天てんアルフレイヤの深い叡えい智ちと洞察力は、大始祖の計画を根本からひっくり返す可能性がある。

　この天使は、大始祖の天敵になりえるのだ。

「最初はお前たちの話にも疑念があった。四種族が封印されたなど容易に信じられるわけがない。だが現に同胞たちの力を一切感じない。いったいどんなカラクリかと思っていた……が……」

　大天使アルフレイヤの肩がわずかに戦おののいた。

　抑えきれぬ激げつ昂こう。

　それは大始祖への怒りか、あるいはこの事態を止められなかった自身への叱しつ咤たか。

「まさか、これほどまでの規模で仕組まれていたものであったか」

「対抗手段は思いつくか？」

「時間がいる。必要と思われる法具もここには無い」

　主天アルフレイヤが持ち合わせている法具は、おそらく戦闘特化。

　墓所の力に抵抗するには別の法具がいる。それが収められているのは天使の住まう天使宮殿だろう。

「私は、イオ連邦に一度戻ろうと思っている」

　カイとサキ、そしてアシュランを順に見まわす大天使アルフレイヤ。

「白の墓所に近づけば私まで封印される可能性が高い。対策にはそれなりの準備がいる。何よりも……カイ、お前の話を信じないわけではないが、私は自分でイオ連邦の様を確認したい」

「それは当然の心境だと思う。だけど……」

　何もないはずだ。

　レーレーンやハインマリル、冥めい帝ていヴァネッサまでもが墓所に吸い込まれていくのを自カ分イは目まの当たりにした。

　いま思いだしても寒気がする。

　あれは人間さえ身の毛がよだつ光景だった。

　……エルフの郷さとも天使宮殿も空っぽのはずなんだ。

　……主天アルフレイヤがそんな惨状を見たら、なおさら自責の念に駆られるに決まってる。

「お前の言わんとすることは想像がつく」

　そう口にする天使の声は、ぞっとする程に穏やかだった。

　惨状すべてを覚悟して──

　そして受けとめる責務を負った英雄のまなざし。

「私の役儀だ」

「……わかった。ただ、この後すぐに俺たちの指揮官とアンタとの会談がある。共同戦線の件を正式に取り交わしたい」

　カツッ。

　小さな小さな気配。

　石を誰かが蹴り飛ばすような音が、後ろから聞こえたのはその時だった。

「誰か来たかしら？　あ、もしかして待ちくたびれたジャンヌ様かも。アシュランちょっと見に行ってみて」

「おう」

　通路を曲がったアシュランが隔壁の向こう側へ。

　その数秒後。

「ん？　な、何だコイツ……あ痛いたっ！　おいやめろ痛いって！」

　悲鳴がこだました。

　続いて、取っ組み合いのような喧けん噪そうが。

「アシュラン!?」

　何があった？

　全力でアシュランの向かった先へ。

　角を折れた先でカイが見たものは、広間をぐるぐると逃げ回るアシュランと、その後ろを追いかける小人だった。

「──アルフレイヤしゃまを返して！　ここにいるのはわかってるんだから！」

「ななな何なんだこいつはよ!?」

「ニ、ニンゲンなんか怖くないんだからっ！　シルクは強いんだから！」

　シルクと名乗る小人。

　大きな金色の瞳に、蛍光色の緑を基調にしたグラデーションの髪が鮮やかだ。

　お伽とぎ話ばなしの魔法使いのような大きな帽子と裾の長いローブ。背丈は、カイのちょうど腰にあたるくらいだろうか。

　小さな木の枝を握っていて、それでアシュランの背中を突き回しているらしい。

「えっ!?　ちょ、ちょっとどういうことよカイ!?」

　アシュランを追いかけまわす小人を一目見て、サキが目をみひらいた。

「な、なんで!?」

「……わからない。俺も驚いて言葉が思いつかないよ」

　声が擦かすれてしまう。

　自分たちが眺めているのに気づかない小人をじっと凝視して、カイはこくんと息を呑のみこんだ。

「大妖精だ。蛮神族がなんでここに」

　樹上に暮らす『妖精』の一種だ。

　蛮神族として知られ、エルフやドワーフと共にエルフの郷さとに暮らしている。そこまでは当然の知識と言えるだろう。

　だが、なぜ地上に残っている。

　……主天アルフレイヤだけが例外のはずなんだ。四種族は一体残らず封印されたはず。

　……冥帝ヴアネツサや六リク元ゲン鏡キヨウ光コだって封印に逆らえなかったんだぞ!?

　カイ自身、目の前のことが信じられない。

「あ、あの……そこの大妖精ちょっと止まってくれ。俺たちは」

「ひゃんっ!?」

　後ろから呼びかけたカイの声に、大妖精が跳びはねた。

「ニンゲン!?　こ、こんなに大勢!?……あ、あわわわぁぁ、も、もうダメですぅ。ごめんなさいアルフレイヤしゃま。シルクはもうお終しまいですぅ……！」

「いや、その話を」

「うわぁぁぁぁぁぁんっ！」

「俺たちは敵じゃなくて、ええとその」




「……シルクお前か？」




　大妖精がぴたりと止まった。

　凍りついたように停止した大妖精の目が見つめるのはカイたち──ではなく、その後ろから現れた六枚翼の大天使。

「アルフレイヤしゃま!?」

　跳びはねる。

　あれほど怖がっていたカイたちの真横を颯さつ爽そうとすり抜けて、膝立ちになるアルフレイヤに抱きついた。

「アルフレイヤしゃま！　ご無事で！」

「シルク、どうして!?　皆が封印されたと私は聞いた。実際、同胞たちの力もまるで感じなくなったのだぞ」

「そ……そうです。みんないなくなっちゃって……」

　大妖精から嗚咽おえつがもれた。

　主しゆ天てんアルフレイヤを離すまいと懸命にしがみつきながら。

「で、でもシルクと、あとドワーフの何体かは残ってます！　エルフの郷さとに」

「……何だと！」

「三十体くらい。ホントにちょっとだけ残ってるんです。みんな困ってたけど、アルフレイヤしゃまの力が急に感じられたから」

「……ここまでやってきたのか」

「は、はいぃ。風乗りの移動術が使えるのがシルクだけだったから……」

「そうか」

　噛かみしめるようにたった一言、大天使はそう口にした。

「カイ──」

「わからない。俺もいま必死に理由を考えてるんだけど……」

　大始祖の封印には抗あらがえない。

　まず冥めい帝ていヴァネッサや六リク元ゲン鏡キヨウ光コなどの英雄が封印された。そして世界種アスラソラカの力で、その種族すべてに封印が適用された。




〝どうやって一匹残らず墓所に封印したと思います？〟

〝英雄に「徴しるし」を刻印すること。そうすれば世界種たる私の力で、その運命を種族全体に上書きできる〟




　アスラソラカはそう言っていた。

　そしてその通りに、多くの人間が見ている前で封印が──

「……待てよ」

　英雄の封印が、その種族を封印する条件になる？

　悪魔族は冥めい帝ていヴァネッサ。

　聖霊族は霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　幻獣族は[image: ]が皇おうラースイーエ。

　だが蛮神族は違う。

　主しゆ天てんアルフレイヤが死火山にいなかったことから、封印の鍵となったのはエルフの巫み女こレーレーンだった。

　……そうだ違った。レーレーンはエルフの上位だけど英雄じゃない。

　……だからなのか!?

　英雄の封印を条件とした術ゆえに、蛮神族の封印だけは不完全だった。

　確かめることはできないが──

「アルフレイヤ悪かった。俺が見落としていた。あの封印は、蛮神族だけは不完全だった可能性がある」

「なに？」

「詳しくはジャンヌも交えて話す。一つ俺から言えることがあるのは、アンタの前にいる大妖精は紛まぎれもなく本物だ。夢なんかじゃない」

「────それだけで十分だ」

　蛮神族の英雄が、自分にしがみつく妖精を抱きしめる。

「シルク」

「は、はい」

「……よくぞ残っていてくれた。よくぞ私を辿たどってきてくれた。エルフの森を抜けだして、さぞ不安であったことだろう」

「──────────っ」

　堰せきが切れた。

　今まで必死に堪こらえてきたであろう不安を思いだして、大妖精シルクが声にならない声で泣きじゃくる。

　そんな弱々しき同胞を、天使は力強く抱きしめた。

「この世で最も聖なるは天に無く。シルクよ、地上を歩くお前こそが至上の聖だ」





　　　　３






　蛮神族の「生き残り」状況──




　天使とエルフは全滅。

　封印から逃れたのは妖精が十五体に、ドワーフが十八体。

　大妖精シルクが主天アルフレイヤを探しにやってきたため、エルフの郷さとには残り三十二体の蛮神族が隠れ住んでいる。

「目的はこの上なく明確だ」

　主天アルフレイヤの目に灯ともる意思の光。

「白の墓所を破壊し、すべての同胞たちを解放する」

「っ！　そ、そうですアルフレイヤしゃま！」

「ただし容易ではあるまい。白の墓所が起動している限り、無策で向かっても私やシルクが封印される危険がある。御み使つかいという極楽鳥ゴツドバードを取り逃した以上、私が復活したことも大始祖は既に知っているはず」

　ユールン人類反旗軍レジストキャンプ地。

　大テントに響く蛮神族の声は、それぞれ主しゆ天てんアルフレイヤと大妖精シルクのもの。

「まず大始祖の全てを知りたい。そもそも奴らはいったい何だ？」

　主天アルフレイヤが視線を横へ。

　テント内の巨大モニターには、昨日の極楽鳥ゴツドバードとの戦闘映像がもう何十回と再生し続けられている。

「人間おまえたちは、あの大始祖と古くから共存していたのか？」

「とんでもない。私が出会ったのはつい数週間前だ」

　天使の問いに、ジャンヌが首を横にふってみせた。

「預言神を名乗った祈いのり子ごアスラソラカに呼びかけられた。四種族と戦うために預言を授けるという名目でだ。今となっては、指揮官わたしを使って四種族を封印するための甘言だったわけだが」

「人間おまえを選んだ、そのワケは？」

「……大始祖じぶんたちを四種族から隠し通すためだったと思う。情けない話だが、私だってアレの言葉を受け入れていた部分はある」

　ジャンヌが苦々しく唇を歪ゆがませる。

　利用された。

　主天アルフレイヤとのやり取りで、その悔しさが再び込み上げたのだろう。




〝ジャンヌ。あなたがシドに代わる、この世界の英雄となるのです〟

〝部下を率いて戦いなさい。四種族の英雄、そして切除器官ラスタライザなるモノを倒すのです〟




　大始祖アスラソラカは見抜いていた。

　ジャンヌという少女が胸に抱える強い使命感。それをごく自然に奮起するように促して、四種族の英雄を倒せと唆そそのかした。

　大始祖に付き従っていた「二人のシド」は消息不明だが、ジャンヌが大始祖の配下になっていた未来も十分にありえた。

　……ジャンヌが、この世界で三人目のシドになってたかもしれない。

　……テレジアとアーカイン。あの二人と同じように。

　考えるだけで背筋にぞっと寒気が走る。

「やはり腑ふに落ちんな」

　一方で。

　大天使はいまだ険しい表情を崩していない。

「人間を利用することで大始祖じぶんたちの存在を隠す。それは不可能だ。あれだけの力を何百年も我々が見過ごすわけがない。そうだなシルク？」

「は、はいですアルフレイヤしゃま！」

　ウンウンと首をふる大妖精。

「みんな気づきます。幻獣族は嗅は覚ながすごいし、悪魔族も法力の流れに敏感ですし……」

「そうだ。極楽鳥ゴツドバードほど巨大な存在に誰も気づかなかった。数百年もだ。大始祖の最大の謎はそこにある」

　苦々しい口ぶりの天使。

「奴らはいつ何処で生まれて何処に潜んでいた？　奴やつらは自らの情報を徹底的に遮断している。裏返せば、弱みとなる秘密があると自白しているようなもの」

「──無闇に考えこんでも仕方あるまい」

　バルムンクが指を打ち鳴らす。

「おい世界地図だ！　四連邦が載ってる大陸地図を今すぐ寄こせ！」

　傭よう兵へいが運んできた巨大地図をテーブルに広げた途端、主しゆ天てんアルフレイヤが小さく感嘆の息を吐きだした。

「これは……驚いた。今まで見てきた人間の道具でもっとも興味深い」

「世界地図コレがか？」

「蛮神族われらが知っているのは東イオとその海域だ。その先に進入すれば他種族に迎撃される。悪魔族や聖霊族、幻獣族も同じはずだ。人間おまえたちはどうやってこれを完成させた？」

「先人の集合知だ。俺の手柄ではない」

「…………」

　世界地図を食い入るように見つめるアルフレイヤ。

　大妖精シルクもその肩に飛び乗って、息も忘れて地図を見つめている。蛮神族にとって、この世界の全容はよほど興味深いものなのだろう。

　──人間ゆえに。

　大陸のあらゆる辺境に散り散りで逃げ隠れてきた人間だからこそ知りえた、世界の全容かたちがここにある。

「人間よ。この世界地図とやら、エルフの郷さとにある蛮神族われらの宝物庫まるごとと霊薬百瓶、それに百年に一度花をつける神樹の花弁三枚と物々交換を──」

「アルフレイヤしゃま」

「……失敬。すまないシルク、私の悪い癖が出た」

　肩の妖精に睨にらまれて、蛮神族の英雄が顔を背ける。

　そのまま世界地図を指さして。

「一つ気になっていたことがある。今の我々は南ユールンにいる。極楽鳥ゴツドバードが大始祖の眷けん属ぞくなら、奴やつが逃げるのは白の墓所のある西シユルツが自然だったはず。しかし奴が逃げていったのは東イオ。つまり蛮神族われわれの地だ」

「でもアルフレイヤしゃま？　シルクたち怪しい鳥なんて見てません」

「そうだ。奴の塒ねぐらが東イオにあるとは思えない。何百年もの間、奴の潜伏を蛮神族われわれが気づかぬはずがないからな」

　極楽鳥ゴツドバードはイオ連邦の方へと逃げた。

　その方向に何かがある？

「……それ、俺も気になってたんだ」

　世界地図を前に、カイはわずかに身を乗りだした。

「大始祖が数百年潜んでいた場所があるとして。それがイオ連邦にあるなら蛮神族が見つけていたはず。イオ人類反旗軍レジストだって目を光らせてる」

　あれほど神々しい鳥が容易に姿を隠せるわけがない。

　……人間にも蛮神族にも見つからない聖域。

　……そんな秘境みたいな場所が、イオ連邦のどこかにあるっていうのか？

　たとえば地底は？

　四種族から逃げのびた人間が選んだのが地下都市だ。地下鉄を住区に改造することで、人類特区ヒユーマンシテイと呼ばれる拠点が世界各地で発達した。

　機き鋼こう種しゆもそれに似ている。

　世界輪りん廻ねが生みだした新種族は、どの種族の領土でもない「無主地」と呼ばれる地の底に隠れていた。

　……極楽鳥ゴツドバードも地底に逃げた？

　……いや考えにくいか。アイツは天の裁きを下すって言ってたじゃないか。

　地上を毛嫌いする獣。

　地に触れただけで激げつ昂こうする極楽鳥ゴツドバードが、地底に隠れていたとは思えない。

「──可能性があるなら」

　脳裏をよぎった小さな閃ひらめき。

　世界地図に描かれているのは四つの連邦。それぞれ国境で区切られているが、無主地だけは灰色で塗りつぶされている。

　それを穴が空くほど凝視した。




〝ねえねえカイ？　アンタ前に気にしてたじゃん。あれどうだったの？〟

〝ここが無主地なのが不思議だって〟




　無主地が広すぎる。

　それが正史の五種族大戦時との違いで、引っかかりを覚えた。機き鋼こう種しゆが無主地に隠れていたことが判明したのは、そのすぐ後だ。

「もしかして……」

「カイ？」

「ジャンヌさ。俺、大事なことを見落としてたかもしれない」

　灰色に塗られた無主地を指さして。

「無主地が多いのは機鋼種の住処すみかになっていたから。俺はそう思いこんでた」

「え？　事実そうだっただろう？」

「前提として、何百年と大始祖が隠れていたのはこの無主地のどこかじゃないかなって思う。そうでなきゃアルフレイヤが言うように四種族に見つかるはず。──その上で、俺たちが考えるべきは『潜伏条件』だったんだ」

「条件？　大始祖が隠れるのに条件がいるのか？」

「機鋼種と関わりがあるんだよ」

　これは仮説だ。

　大前提として、極楽鳥ゴツドバードを含む大始祖たちが、四種族に見つからぬよう世界のどこかに何百年と隠れていたのは間違いない。

　ではどこに？

「……機鋼種と同じく無主地に隠れていたと？」

「ああ。ただし特別な場所だ。無主地だからといってどこでもいいわけじゃない。だって機鋼種に見つかって戦闘になったら厄介だろ。完璧に姿を隠すために、大始祖は機鋼種にも見つかっちゃいけない」

　四種族に見つからず──

　さらに機鋼種にも見つからない地であること──

　その条件に気づいた瞬間、自カ分イの中で情報の断片が音を立てて組み上がった。パズルのピースが組み合わさるように。

「整理すると大始祖の潜伏条件は二つ。一、無主地であること。二、同じく無主地に潜む機鋼種にも見つからないこと」

　この二つの条件に適合する場所はどこか？

　翻ひるがえせば、そこが大始祖の聖域であった可能性が高い。

「ジャンヌ、バルムンク指揮官も考えてくれ。地底を移動する機き鋼こう種しゆが絶対に近づかない場所ってどこだと思う？　ヒントは地面のない場所」

「え、どこと言われても……」

「ええい焦じらすな。俺は頭を使うのが苦手だ、答えを言えカイ！」




「──海の向こうだよ」




　その一言で。

　ジャンヌ、バルムンク指揮官が息を呑のむ気配が伝わってきた。

　二人も同時に察したのだろう。

「地面に潜っても海に行き当たったら止まるしかない。泳いで渡ろうにも鋼鉄の身体からだじゃ錆さびて動けなくなる。つまり海の向こうの『島』に隠れれば機鋼種にも見つからないはずなんだ。その上で……」

　大始祖が身を隠していた聖域はどこにあるのか。

　その答えが、極楽鳥ゴツドバードの飛び去った先にあるかもしれない。

　──極楽鳥ゴツドバードはイオ連邦の方角に飛んでいった。

　──だが蛮神族は極楽鳥ゴツドバードの住処すみかを見たことがない。

　──つまりイオ連邦に近い無主地で、かつ機鋼種のいない海の向こう。

　ここまで絞りこめる。

　その上で。

「アルフレイヤ。アンタにも訊ききたいことがある。たとえばこの島は？」

　カイが指を突きつけた先は、地図上にあるイオ連邦の南。

　無主地として灰色に塗られている島の中でも、もっとも大きな孤島だ。

「イオ連邦から近いし気候は安定してるはず。灼しやく熱ねつの砂漠でも永久氷土でもない。蛮神族が領地にするなら最適なのに、どうして領土にしなかった？」

「どうしてだと……？」

「天使は翼を持ってるから海を渡れるだろ」

　翼の有無──

　機鋼種が海を渡れずとも、蛮神族なら海を渡れるのだ。他種族の連邦に攻めこむより、ずっと手軽に領土を広げることができたはず。

「この孤島を領土にしない理由がない。こんなに大きいしエルフの住める森もあるだろ。どうして攻めこまなかった？」














「…………」

　大天使が押し黙る。

「答えにくい？」

「いや違う。考えたこともなかったのだ。人間おまえたちから怒りを買うかもしれないが、蛮神族われらは東の連邦だけで十分と考えていた。海の先にある島まで手に入れる必要性を感じなかった」

「考えたことがないってのは、『なんとなく行く気がしなかった』と？」

「そうだ」

「じゃあもう一つ教えてほしい」

　テーブルを挟んだ先の蛮神族二体。

　天使と妖精の目をじっと見据えて、カイは再び絶海の孤島を指さした。

「そういう暗示をかけるような法術は存在するか？」

「何っ!?」

「俺が知ってるのは夢魔サキユバスの幻惑系エンチヤントだ。あれは人間を洗脳する作用だったけど、もっと大がかりな術で他の種族にも効くような術式は考えられるか？　この島の存在を意識させないとか、その程度の洗脳ならできる？」




「……私を含む蛮神族すべてに、か」

　押し殺した声で呟つぶやいて、蛮神族の英雄が口を閉じた。

　直立不動で黙考。

　判断に時間がかかるか？　そう覚悟したカイたちの前で、主しゆ天てんアルフレイヤの返事は予想外に早かった。

「可能だ」

「そんな断言できるほどに？」

「実践例がある。世界に点在する墓所に、おそらくその術が仕掛けられていた。認識阻害の類だろう」

「……ああ、なるほどね」

　今度はカイが頷うなずく番だ。

　不自然だとは思っていたのだ。あれほど巨大で目立つ建造物に対して、この世界の四種族は驚くほどに無関心だった。




〝この馬鹿デカいピラミッドは、聖霊族きさまらの物ではないというのか!?〟

〝違う。聖霊族は人間の造った物だと思いこんでいた。鏡キヨウ光コも、今ここに来るまで墓所という名前も忘れていた〟




　無関心という名の認識阻害。

　特定の場所に近づかせない──そんな程度の効果でいい。海の向こうの島一つを術式で囲んでおけば、大始祖はそこに身を潜めることができる。

「アルフレイヤ、それを見破る術は？」

「本当に結界があるのなら近づけばわかる。あの墓所と同じカラクリならば接近を禁じるほど強い結界ではあるまい」

「大始祖の聖域が本当にあるのかどうか島に近づけばわかるってことか。それなら実際に確かめる価値も……」

「私が出向く」

　アルフレイヤが即座に断言してみせた。

「大始祖への対抗策が必要だ。奴やつらが数百年と隠れ潜んでいた聖域があるのなら、そこに奴らの秘密も隠されているはず」

「事が単純なのは吉報だ。やられっぱなしは癪しやくだからな」

　真っ先に動いたのはバルムンク。

「要は、極楽鳥ゴツドバードの塒ねぐらへ反撃に向かうのだろう？　イオ連邦の方角にある孤島が怪しいと。……おい、今すぐ東イオのダンテに連絡を取れ。こちらで車の用意をする。数日内に出発してイオ連邦に向かう」

「それは困る」

「む？」

　大天使アルフレイヤからの思いがけぬ一言に、バルムンクが眉間に皺しわを寄せた。部下たちをも勢いづけようとしてその出鼻を挫くじかれたのだ。

「どういう意味だ、俺の指示に問題があるというのか」

「遅すぎる」

　蛮神族の英雄が右手を掲げた。

　その指先に引っかけられているのは白銀色の鈴。天使の手元で揺れる鈴が、澄みきった歌声のような音を奏でていく。

「今すぐだ」




　──空が、吼ほえた。




　嵐のような轟ごう音おんとともに突風が吹き荒れる。

　この指揮官テントが地面から剥はがされそうなほどの風が渦巻いて、遙はるか彼方かなたから巨大な何かが近づいてくる気配が。

「な、何事だ!?」

「今朝のうちに呼びよせて待機させていた」

　テントの扉を開く大天使。

　燦さん々さんと輝く太陽の向こう側に、幻獣族の巨体さえ霞かすむであろう超巨大質量の「宮殿」が浮かんでいた。

　その圧倒的な迫力の光景に、カイの脳裏に一つの記憶がよぎっていく。

「……天使宮殿か」

　空に浮かぶ至高の宮。

　かつてエルフの大長老を救出するためにレーレーンに案内されて、他ならぬ主しゆ天てんアルフレイヤと戦った激戦の地でもある。

　蛮神族が封印されたことで操縦主を失い、エルフの森に落下していたはず。

　それが再び浮上したのか。

「覚悟のある者だけついてこい。ここから先は、自らを神と名乗って憚はばからぬ底知れぬ怪物たちの巣そう窟くつだ」

　屈強な背中でそう告げて。

　主天アルフレイヤは、大妖精を引き連れて歩きだした。





[image: ]
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　かつて、「黒死の七日間」と呼ばれる天使と悪魔の大戦争があった。

　悪魔の大群を率いた冥めい帝ていヴァネッサと、天軍を率いたアルフレイヤによる史上最大規模の戦いだ。

　イオ連邦の一部が死の大地となった代償に──

　アルフレイヤは、悪魔の軍勢を北へと押し返すことに成功した。その功績を称たたえられ、アルフレイヤは蛮神族の英雄となった。

　義と調和を重んじる、勇敢なる天使の長。それが……




〝十年ほど前のことでしょうか〟

〝エルフから見ても主天アルフレイヤ殿の変貌はあまりに急激でした。本人以外の要因が絡んでいる可能性が高い〟




　主しゆ天てんアルフレイヤは突如として変貌した。

　あの時に何が起きたのか。それを知るのはアルフレイヤただ一人。
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　──十年前。

「同胞シュラハドール、クレト、ナッシャーラの三体が戻ってこない？」

「はっ！」

「…………」

　天使宮殿ゲシュタル・ロア──

　連峰をわたる鳥よりも遙はるか上空から地上を見下ろしながら。

　舞い戻った部下からの報告に、主天アルフレイヤは唇を閉じて思考を巡らせていた。

　天使三体が消失？

　一体ならまだしも、地上の警備にあたっていた三体から同時に連絡が途絶えるというのは異常な事態と言えるだろう。

「要塞メルカヴァの位置はわかるか。今どこを飛んでいる？」

「そ、それが……要塞からの法力信号も途絶えてしまっていて……」

「何っ？」

　天使が棲すまう浮遊要塞は、全部で二十八。

　アルフレイヤが口にしたのはその天使三体が乗っていた要塞の名だ。ここ「天使宮殿ゲシユタル・ロア」と変わらない強力な自衛機能が備わっている。

　その信号が途絶えた？

　……壊れて地上に落下した？

　……だが悪魔の大法術でも容易には墜おちぬ代しろ物ものだぞ？

　ぽつり、ぽつりと疑惑の泡が浮かびあがってくる。

　アルフレイヤの脳裏を過よぎる不安が、徐々に違和感へと変わっていって。

「森に墜ちたとなればエルフや妖精たちが気づくはずだ。皆は何といっている？」

「い、いえ。ソレらしき物は見ていないと……」

「となれば森に墜ちたわけではないな」

　イオ連邦は多相の地だ。

　エルフの森や妖精の草原、広大な荒野や砂漠もある上に、人類特区ヒユーマンシテイと呼ばれる人間たちの隠れ都市が点在することも事実である。

「あるいは人間たちの仕業か」

「まさか!?　アルフレイヤ様、それはあり得ません。我が要塞を撃ち落とすなど、人間の兵器にできるわけが……」

「可能性の一つとして挙げたまでだ。私とて本気で思ってはいない」

　さらに黙考。

　だが手がかりが無い以上、この場で何を考えたところで真実には至るまい。

「要塞メルカヴァが最後に信号を発した地点は？」

「……東の沿岸付近です」

「私が向かう」

　有無を言わさず、背後の部下たちにそう告げた。

「他の者は待機だ。その付近を警備しているエルフや妖精、ドワーフには決して近づかず待避するよう伝えてほしい」
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　遭難地点はイオ連邦の東端。

　上空に留とどめた天使宮殿ゲシユタル・ロアから飛び降りた先の地上で、アルフレイヤは我が目を疑った。

　──バラバラに砕けた天使の要塞メルカヴァ。

　攻撃を受けた跡がない。人間の兵器による砲撃や、悪魔の大法術を受けたような破壊の痕跡がまるでないのだ。

　あえて言えば。

　要塞をつなぎ止めるパーツが、空中で自然分解したかのようではないか。

「どこだシュラハドール、クレト、ナッシャーラ」

　天使たちの姿はない。

　行方不明になっている三体を探して地上を歩いて行くうちに。

「……何だあれは」

　六翼の大天使は、数十年ぶりの身震いを禁じ得なかった。




　黒の巨岩建造物ピラミツド──




　天使宮殿さえ霞かすんで見える巨大建造物。

　荒野に黒点を打ったようにポツンと存在するそれは、あまりにも周囲の様相からかけ離れていた。

　……バカな。こんな物があるなど聞いたことがない。

　……ここ数百年、蛮神族われらが気づかなかったとでも言うのか。

　肩をふるわせる戦慄を感じながら。

　主しゆ天てんアルフレイヤは、そびえ立つ黒の巨岩建造物ピラミツドへと近づいていった。坂道を登って、黒の建造物の内部へ。

　──異様な闇。

　天使の目でもっても見渡せない通路を目にして、光を灯ともそうと思い立った矢先。

　ボッと。

　闇の向こうで小さな炎が浮かび上がった。続くように、低く嗤わらう獣の声が響いてくる。




〝夜の光めざして飛ぶ羽虫〟

〝この炎に誘われる天使おまえたちは、よく似ているかもねぇ〟

〝どちらも焼き尽くされるだけだというのに〟




　次々と生まれる炎。

　アルフレイヤを招き入れるように、炎の道が、闇の奥へと続いていく。

　炎に照らされて──

　行方不明になっていた三体の天使が、うつ伏せに倒れている姿が浮かび上がった。

「貴様っ!?」

「ははっ。こっちの世界では初めてだねアルフレイヤ」

　天使を踏みつけるのは、紅ぐ蓮れんの獣人だった。

　──幻獣族。

　まるで知人に伝え聞かせるような口ぶりだが、あいにくアルフレイヤには見覚えがない。

　出会ったことはないはずだ。

　そもそもこのイオ連邦では幻獣族との遭遇が稀まれだ。顔をつきあわせたことがあるのなら嫌でも覚えているはず。

「記憶にないな。何者だ」

「ああやっぱり。世界輪廻でお前の記憶も上書きされたか。ま、我も似たようなものだ。お前の顔もうろ覚えだし」

　炎に照らされた獣人──というのは表現の正確さに欠けるだろう。

　炎は、獣人の体表から噴き上がっていたからだ。

　おそらく赤獅子マンテイコア。古獣種とされる幻獣族の一体だが、アルフレイヤが警戒したのは、むしろ流りゆう暢ちような人語にある。

　……竜以外の幻獣族が言葉を話すとはな。

　……こんな小さな外見で、おそらく百年以上生きているか。

　全身に滾たぎる炎もそう。

　体内の法力器官が生みだす熱が放出されたものだろうが、大気が焦げるほどに強く熱い。対たい峙じするだけでアルフレイヤの肌が痛みを覚えるほどだ。

「……獣の王。ラースイーエか」

「お？　アタリだ。でも我の顔で思いだしたわけじゃなさそうだし、単に『幻獣族の英雄』としての情報の断片から推測しただけか」

　[image: ]が皇おうラースイーエ。

　本来は速やかに排除すべき危険因子だが、先に確認せねばならない。

「ここは蛮神族われらの領土だ。何のつもりでやって来た？」

「用件は二つ。一番の目的はお前に訊ききたいことがあったから。ああ、だから天使こいつらはもういらない。返してやるよ」

「っ！」

　蹴り上げられた天使三体がアルフレイヤめがけて飛んでくる。

　──受けとめる？

　真っ先に頭をよぎったその「天使の長らしい行動」を、アルフレイヤは選択肢から切り捨てた。

　身をそらし、飛んできた部下三体を回避する。

「おや冷酷だね天使の長。ちゃんと受けとめてやればいいものを」

「その隙を狙って襲われては意味がない。この者たちが生きているだけで十分だ」

　床に倒れた部下たちに目もくれず、獣人だけを睨にらみつける。

「私に訊きたいことだと？　言ってみろ。答える気は更々ないが」

「────」

「どうした」

「いや。実のところソッチはもういい。今のやり取りだけでわかった。訊いても無駄だ。我の顔も覚えてないお前はどうせ覚えちゃいない」

　赤獅子マンテイコアがやれやれとそっぽを向いてしまう。

　漲みなぎっていた殺気も嘘うそのように消え去って。

　──拍子抜けした、と。

　アルフレイヤが苛いら立だちを覚えるほどに、その変わり様はあからさまだった。

「人間に一番近い思考をしてるのが蛮神族だからねぇ。アイツもお前に最も重要な秘密を授けたんじゃないかと思ったんだけど」

「私への侮辱か？　どういう意味だ、『アイツ』とは」

「ははっ。だってお前、あのふざけた人間のこと覚えてないだろう？」

「……人間だと」

「シドだよ」

　獣人の発したその名が──

　あたかも記憶の筺はこをこじ開ける『鍵』であったかのように。




〝存在した。いや、存在していたはずだった〟

〝私が未来を閉ざしてしまった。神を騙かたる大始祖たちの預言に囚とらわれて──〟




　外がい套とうをかぶった人間──

　陽光色に輝く剣を携えた男の姿が、天使アルフレイヤの脳裏を一瞬だけ掠かすめていった。

「っ」

「ん？　どうした急に顔をしかめて。まさか覚えているというのかい」

「…………」

　長い長い沈黙。[image: ]が皇おうラースイーエと向き合うなか、アルフレイヤの口を突いて出たのは生まれて初めての「嘘うそ」だった。

「いや。何のことだ。そのシドとやらは」

　今ではない。

　自分が真実を語る相手はこの獣人ではないと、アルフレイヤの記憶の中で誰かがそう訴えてきた気がしたからだ。

「覚えてない？　んー、一瞬怪しそうな気配だったけど」

　ラースイーエが首を伸ばす。

「……まあいい。お前ほど気き位ぐらいの高い天使が軽々しく自分を偽れるとも思えないし。嘘をついてるわけじゃないか」

　カリッ。

　左手を壁につけた赤獅子マンテイコアが、その爪で壁面をこすった。何度も何度も。爪と石材とが擦こすれあう耳みみ障ざわりな不協和音がこだましていく。

「獣、それは何の真ま似ねだ」

「用件が二つあると言っただろう天使。二つ目だよ。この『墓所』が西シユルツにあるものと同質か確かめておきたかった」

「……墓所？」

「憐あわれだねアルフレイヤ。何もかも忘れてしまって。────なるほど大始祖の遺物、構造は種族共通か」

　そして無防備にも背中を向ける。

　敵である天使アルフレイヤをまるきり放置して、[image: ]皇ラースイーエは低く唸うなるような声で何かを呟つぶやき続けていた。

「正史にあった四つの墓所は機能停止した。だけど大始祖が残っているなら、やはり準備はしておかないといけないか」

「獣、何を……？」

「決めた。やっぱりコイツが必要そうだ」

　ラースイーエが指を打ち鳴らした。

　無風であるはずの墓所の内部に、突如として生暖く湿った空気が吹き始める。と同時に、奥の通路から何かがやってくる気配。

　幻獣族か？

　そう身構えたアルフレイヤの視界に、死臭を放つ奇怪な怪物が飛びこんできた。

「なっ……!?」

「切除器官ラスタライザという。愉快なヤツだろう？」

　ラースイーエが指さす怪物に、天使アルフレイヤは言葉を失った。

　人間の肉体のようで、その腕は醜い獅し子しのように膨れあがり、両目は蛇のよう。壊れた人形マリオネツトにありあわせの種族の手足を付け足したような──

「こんな不気味な生物がいるのか。そう言いたげな表情だねアルフレイヤ」

「……なんだこいつは」

「我の新たな相棒だよ。ご覧のとおり『雑種ごちやまぜ』だ。運が良いことに、コイツは幻獣族の因子がかなり強く混じっていてね」

　切除器官ラスタライザと呼ぶ怪物──

　竜の角に似た頭の突起を撫なでながら、幻獣族の英雄はニッと口の端をつり上げた。

「だから服従させられた。コイツの体内にある幻獣族の因子が、我に従うよう働きかけてくれたらしい。獣は獣に従うものだからね」

「……見損なったぞ」

　直立不動の怪物を指さして、アルフレイヤはそう吐き捨てた。

「ラースイーエ、そのバケモノを飼い慣らし何を企たくらんでいるか知る気もないが、そんな貴様を部下たちが見たらどうなると思う」

「我？　まあ信頼を失うだろうねぇ」

「貴様に幻獣族を率いる資格はない。そんなバケモノを飼い慣らしたところで──」




　────黙れ愚鈍が。




　空気が震えた。

　[image: ]が皇おうラースイーエの全身から噴きだしたものは炎ではなく、アルフレイヤをして寒気を感じさせる尋常ならざる「激げつ昂こう」だった。

「見損なった？　幻獣族を率いる資格はない？　莫バ迦カだね。お前は本当に愚かだよ天使。幻獣族の英ワ雄レが同胞を率いる必要がどこにある」

「何だと!?」

「我が身をもって種みなを救うのが英雄だろう！　我が朽ちようと種みなを救えるのなら本望だ。種みなを率いるなど我以外の誰でもできる！」

　血走った獣の眼光。

　喩たとえようのない怒気を孕はらんだ瞳でもって、紅ぐ蓮れんの獣人が吼ほえた。

「この世界は『世界輪りん廻ね』のせいで既に壊れているんだよ。それをシドは警告していた。だが予言を与えられた肝心のお前が、何もかも忘れてしまった」

「……ラースイーエ。何を言っている？」

「だが我は、世界が滅びようと幻獣族だけは救ってみせるさ」

　切除器官ラスタライザに触れる獣人。

「そのためにコイツを我が身に同化させる。人間が『移植』と呼ぶ概や念つだ。幻獣族の因子が共通しているなら繋つなげられるはず」

「狂ったか獣!?」

「言っただろう。我は壊れようと狂おうと、そして同胞たちから見下されようと構わない。幻獣族という種を救えるのなら。だから──」

　獣が嗤わらった。

　常軌を逸した覚悟の瞳で。

「まずはお前で試してみようか。切除器官ラスタライザの移植実験を」

「っ!?」

　反射的に跳び下がる。

　この獣人が何を言っているのか定かでは無いが、眼光に滲にじんでいる狂気が告げている。今まさに襲ってくる気だと。

　──コツッ。

　小さな気配。

　跳び下がったアルフレイヤの後ろで、微弱な天使の力を感じたのはその時だ。

　援軍か？

　自分が地上に降りて時間が経たっていることに、部下が様子を見にきたに違いない。

「よく来てくれた。敵は二体。ラースイーエの相手は私がする。お前はあの怪物を頼む。時間を稼げば──」

「…………」

　まるで反応がない。

　その違和感にふり向いたアルフレイヤが見たものは、二体目の切除器官ラスタライザだった。

『主しゆ天てんアルフレイヤ……ヲ……捕獲スル』

「何っ!?」

　人形マリオネツトじみた奇怪な異種族に、翼ごと背中にしがみつかれる。

　暴虐なまでの膂りよ力りよく。

　アルフレイヤの全身の骨が軋きしみを上げるほどの力で、締め上げられる。

「雑種ごちやまぜと言っただろう。ソイツは蛮神族の因子が強く出た個体だ。天使の力を感じて咄とつ嗟さに部下だと思いこんだのが災いだねぇ」

「……ぐっ!?　ラースイーエ貴様っ！」

「さよなら天使。たとえ生き残ってもお前の心が砕けてしまうだろうからね」

　紅ぐ蓮れんの獣人の、その一言と共に。




　Solitis Clar　"Elmei-l-Nazyu Phenoria"　──禁呪『混こん沌とん感染体』




　切除器官ラスタライザが耳元で何かを囁ささやいた。

　その力に逆らう術すべもなく、主しゆ天てんアルフレイヤの意識は深き混沌へと沈んでいった。

　自我も、記憶も。

　すべてを切除器官ラスタライザに奪われた生き人形となり──
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「そこからの記憶はない。私が覚えていないだけか、あるいはラースイーエの言う『移植』とやらで切除器官ラスタライザと精神が同化したからか……」

　十年後の現い在ま。

　自我を取りもどした主天アルフレイヤが見たものは、蛮神族が封印された世界だった。

「……いや。違うな。あの時の私もまた私の一部」

　天使宮殿ゲシュタル・ロア──

　空へと舞い上がった美しき要塞の一角で、アルフレイヤは唇を噛かみしめた。

「切除器官ラスタライザは私の心の驕おごりを肥大化させただけ。私の心に、他種族はおろか同胞たちさえ見下す征服心があった……」

　それを暴かれたのだ。

　自分自身が目を背けていた「もう一つの自分」が、膿うみとして外に現れただけ。

「……やり直しだな」

　わずかな自嘲の笑みと共に、アルフレイヤはかぶりを振った。

　英雄失格。

　堕天使アルフレイヤは、もう一度地から飛び立つことから始めよう。

　この身と魂の限りを尽くして──

「蛮神族ともがらよ。今しばし耐えてくれ。必ずお前たちを解放する」
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　神さびた島イジュラ──

　かつてエルフと天使の連合軍に追われた人間がこの島にたどり着き、小さな人類特区ヒユーマンシテイを形成した。

　だが、そんな人類特区ヒユーマンシテイからの連絡も二十年前を境にプツリと途切れた。

　蛮神族に見つかった？

　海を渡った天使たちの侵攻で壊滅したのだろう。そう判断したイオ人類反旗軍レジストは、この島への連絡を打ち切った。




　そして現い在ま。




『あの島に向かう？　正気か？』

　イオ人類反旗軍レジストの指揮官ダンテが、開口一番に声を荒らげた。

　本人は通信機の向こう。イオ人類反旗軍レジストの拠点である第八都市カシオペアの指揮官室に立っていることだろう。

『大昔に人類特区ヒユーマンシテイがあったらしいが、もう何十年も前から音信不通だ。蛮神族に見つかって壊滅したんだろうがな』

「ダンテ殿。ところが話は変わってきたのです」

　ジャンヌの一声。

「蛮神族はその島に一度として近づいたことがないといいます。島の人類特区ヒユーマンシテイから連絡が途絶えたことには関わっていません」

『何だと？』

　ダンテの声は驚きよう愕がく。

　そしてそれ以上に、苛いら立だちだった。

『どういうことだジャンヌ。それはどこまで信しん憑ぴよう性せいがある？　北ウルザのお前が、どうして俺の知らぬ情も報のを手に入れている』

「蛮神族から直接聞きました」

『……主しゆ天てんアルフレイヤか。だが逆に不確かだぞ。蛮神族の首しゆ魁かいがそうも易やす々やすと人間に話すと思うか？』

「すぐにわかります。人類特区ヒユーマンシテイが蛮神族によって壊滅したのなら、当時の戦闘痕が残っているでしょうから」

『すぐに？　まるでこれから島に向かうとでも言いたげだな』

　苛いら立だちながらも、ジャンヌの言葉を一言一句聞き逃さないのは流石さすがだ。

　怒れど沈着。

　彼が一瞬押し黙ったのも、ジャンヌ側の通信機から微かすかに聞こえる風鳴りを聞きとったからだろう。

『車内か？　既にこちらへ移動中で、その合間に話を寄こしてきたな。……報告が雑ではないかジャンヌよ。海を渡るにしても船がいる。沿岸沿いの人類特区ヒユーマンシテイに話を通すにしても俺の人類反旗軍レジストが必要だろう』

「ご厚意痛み入りますが、お手を煩わせることはありません」

『なに？』

「私たちは海上です。もう島に着く頃かと」

『……どういうことだ？　おいジャンヌ、貴様いったい何を言っている！』

「天使の乗り物を借りました。凄すごいですねこれは。鳥になった心地ですが、こんな高度は正直ちょっと身が竦すくんでしまう」

　天使宮殿ゲシュタル・ロア。

　超高速で移動する「空飛ぶ建造物」だ。高度数百メートルという高さから真まっ青さおな海を一望できるといえば聞こえはいいが、ただただ怖い。

　なにしろ足を滑らせれば転落。

　ビルの屋上の縁ギリギリに立って地表を見下ろすような、足が震える怖さなのだ。

「ジャンヌ、そんな床に座らなくたって平気だろ」

「カ、カイ!?　言うな!?」

　大海原を一望する床にぺったり座って、ジャンヌは必死にしがみついていた。

　実はこの会話中も顔を背けて海を見ないようにしているのだが、こんな情けないジャンヌは、さすがにダンテも想像していないに違いない。

「カイは平気なのか……」

「いや怖い。立ってるだけで足が震えてる。半分意地みたいなもんだよ」

　ちらりと横目。

　カイとジャンヌがいるのは床の中央。つまりはもっとも転落しにくい場所だが、蛮神族二体は宮殿の縁ギリギリに立っていた。

　……大天使アルフレイヤはわかるんだ。翼があるし落ちても怖くないって。

　……あの小ちっちゃい大妖精はなんで平気なんだ？

　天使の隣にいる大妖精シルクは、なんと縁から身を乗りだして海を楽しげに見下ろしているではないか。

「アルフレイヤしゃま、雲がすごい速さで流れていきますね！」

「シルク、雲は動いていない。動いているのは宮殿われわれだ」

「あ、ちっちゃな魚！」

「勇魚クジラだろうな。大海でもっとも大きな生物の一つと言われている」

「シルクの方が大おっきいです！」

「我々が海面から離れているからだ。近づけば幻獣族より大きいかもしれない」

「ふぇ？　アルフレイヤしゃまは物知りですねぇ」

　何とも緊張感のない会話だ。

　裏を返せば、そんな話ができるくらい二人とも余裕があるのだろう。

　……いや。ようやく余裕ができたのか。

　……アルフレイヤも、石化が解けた直後に感じた厳しさがない。

　安あん堵どしたに違いない。

　地上に残されたのが自分だけと打うち拉ひしがれていた大天使アルフレイヤにとって、足下にいる大妖精シルクの存在はどれだけ心強いことだろう。

　その心境はカイもわかる。

　世界輪りん廻ねに巻きこまれた直後、同じような喪失感を味わったからだ。

　だが。

　そんな自カ分イさえ想像を絶する孤独に苛さいなまれてきた少女が、いた。




〝仲間は？〟

〝そんなのいない。ずっと……一人だもん…………わたし〟




　仲間がいなくなった、ではない。

　仲間なんて最初からいない。

　そんな空虚な言葉を漏らしたリンネの命は、どれだけ苦痛に塗まみれていたことだろう。

　……生まれた時から苦しくて。

　……消える瞬間まで苦しんでた。そんなのってあるかよ。

　この世界は。

　いったいどれほどの憎しみを以もつて世界種リンネを生みだしたのか。過酷な種の生存競争の範はん疇ちゆうではない。彼女リンネの苦しみは競争ではなく「阻害」だ。

　世界種は苦しむために生まれた──そう感じてしまう。

「見えたぞ」

　そんなカイの意識が、主しゆ天てんアルフレイヤの一言で覚醒した。

　大天使アルフレイヤが指を向けたのは水平線。緑の樹海に彩られた、巨大な島の輪郭がうっすらと見えてきた。

「わぁ！　綺き麗れいな森ですねアルフレイヤしゃま！」

「……そうだな。エルフの森と植生も似ている」

　はしゃぐ大妖精の隣で、水平線を見下ろすアルフレイヤのまなざしは鋭い。

「確かに疑問だな。なぜ蛮神族われらはあの島に近づかなかった？　エルフにとって住みやすい森なら島に上陸するくらいしてもおかしくな────」




　ぎちっ




　天使宮殿を囲む結界が軋きしみを上げたのは、その時だった。

　蛮神族二体だけではない。

　カイはもちろん後方に座っているジャンヌ、宮殿内に待機しているバルムンクや花琳フアリンも同じ感覚を味わっただろう。

　背筋に電流を流されたような、痛みを帯びた違和感を。

「ア、アルフレイヤしゃま!?」

　大妖精が怯おびえたように主君にしがみついた。

「な、なんですか今の結界!?　シルク、触れるまで感知できませんでした！」

「……厄介な術だな」

　大妖精シルクの頭を撫なでながら。

　蛮神族の英雄は、こちらへ言い聞かせるようにふり向いた。

「島一つを結界で覆って数百年と息を潜めていたか。あれほどの力を秘めておきながら。大始祖やつら、よほど我々に隠しておきたい秘密があるらしい」
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　太古の自然そのままの姿。

　エルフの森とも遜色ない巨大な木々は、いずれも何百年という樹齢ながら今も瑞みず々みずしく生い茂っている。

　拗ねじくれた幹。地面から突きだす根だけでもカイの胴より太いだろう。

「『神さびた島イジュラ』──この島の原生林と独自の生態系から、調査部隊に同席した自然学者がそう名づけたそうです」

　ジャンヌの隣を歩く花琳が、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々を見上げた。

　地表まで太陽の光が届かない。

　あまりに巨大な木と無数の葉によって陽ひが遮られてしまっているためだ。

「植物群落も動物相も大陸のものとは違う。我々から見れば原生林というだけでエルフの森と同一視してしまいそうですが、海に閉ざされたことで、この島は独自の生態系があると思われます。ジャンヌ様、足下にはご注意を」

「詳しいな花琳フアリン？」

「ユールン連邦から出発する直前に連絡をして、ツェフヴェン参謀に調べてもらいました。こうした秘境には未知の有毒動物や肉食獣がいてもおかしくないですから。で、そちらはどうだアシュラン」

「……げっ。毛虫じゃん!?」

　先を行くアシュランが、突然にその場で跳びはねた。

「花琳様!?　こ、この毛虫って毒がありますかね!?」

「それを調べるのがお前たちの任務だ」

「いやぁぁぁ──────────っっ!?　で、でっかい蛾がが出たわ!?」

　続けざまにサキが悲鳴。

「カイ追っ払って！　焼きはらって！」

「無害だったら可哀かわい想そうだろ。それよりサキ、お前の背中にでっかいクモ」

「もういやぁぁぁぁっ!?」

　サキの大声で、頭上にいた鳥たちが一斉に逃げていく。

　ただし原生林だけあって鳥や小動物たちも人間を恐れない。トカゲなどはカイの後ろを延々と追ってくるほどだ。

「うぅ……。髪の毛がクモの巣まみれだし。あちこち毛虫だらけだし最低よ。せめてどれが危険な虫かわかればいいのに。カイ、アンタこういうの詳しいでしょ」

「俺が知ってるのは五種族だけだ。生き物博士じゃない」

　溜ため息いきをつくサキに、苦笑い。

「でもちょっとした指標はある。サキも用心深く見ててくれ」

「へ？　何よ？」

「先頭の蛮神族あいつらだよ」

　カイが指さしたのは自分たちから十メートルほど離れた位置だ。

　最前列──

　拾った木の枝を嬉うれしそうに抱えて走る大妖精シルクと、大天使アルフレイヤ。未知のはずの森なのに怖がる様子がない。

　……エルフは木々と、ドワーフは大地と、そして妖精は風と『会話する』。

　……危険があれば真っ先に気づくはず。

　大妖精シルクがスキップ調で森を進んでいく。

　歩きやすそうな獣道ではなく、むしろ木々の入り組んだ道を。

「あ、蝶ちよう々ちよう！　ねえアルフレイヤしゃま、見たことのない蝶々がいます！」

「シルク、虫と戯れるのは後だ。お前の聴み覚みに何か引っかかるものはないか？」

「んー。怖そうな音は聞こえないですぅ」

　大妖精が辺りを見まわす仕草。

　だがすぐに、きょとんと首を傾かしげてみせて。

「あれ、この気配なんだろ？　危険な感じはしないけどぉ」

　茂みを覗のぞきこむ大妖精のすぐ隣から、ガサッと枝が揺れる音。

　次の瞬間。

　大妖精の前に何かが飛びだした。

「へ？」

「きゃ？」

　大妖精の前に飛びだしたのは、日焼けした小麦色の肌の少女だった。

　人間の少女。

　土つち埃ぼこりにそまったシャツと半ズボンという野性味ある格好は、まるで森に暮らす先住民のような印象で。

「……………………妖精？」

「……………………ニンゲン？」

　じーっと。後ろのカイたちに気づいた様子もないくらい真剣に、人間の少女と大妖精が互いに互いを見つめて。

「きゃぁぁぁぁぁあっっっっ!?」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!?」

　一人と一体は、ほとんど同時に逃げだした。

　大妖精はアルフレイヤにしがみつき、そして日焼けした少女は、現れたばかりの獣道を跳ねるような勢いで後戻り。

「老隊長さん、大変です、蛮神族が……！」

「あ、待て。我々は──」

「ジャンヌ殿。大声で呼びとめても怯おびえさせるだけだ」

　バルムンクがジャンヌを制止。

　少女が走り去っていった方を見つめながら。

「しかし人間の少女だと？　花琳フアリン、この島は大昔に人類特区ヒユーマンシテイがあったと言ったな。彼女はその生き残りか？」

「おそらく。だいぶ擦すりきれていますが、あの服は生産プラントで造られたものでしょう。島の先住民ではなく大陸からの移住者……あるいはその子供かと」

　そう答える花琳も、さらには主しゆ天てんアルフレイヤまで呆あつ気けにとられた表情だ。

　大始祖がいつ現れてもおかしくない。

　そう気を引き締めていたのに、現れたのは人間だった。

「……どうなってるんだ」

　カイにとっても想定外だ。

「アルフレイヤ。念のため訊ききたいんだけど、あの子が大始祖の変装した姿だったりする可能性は？　法術で化けて俺たちを油断させる罠わなとか」

「無い。だから私も驚いている」

　大天使が即座に否定。

「あれは確実に人間だ」

「わかった。俺が先頭で後を追うから、蛮神族アンタらは一番後ろからついてきてくれ。あとサキもアシュランも、銃は後ろに隠しておいてほしい」

　武器を持って近づけば警戒されるだろう。

　亜竜爪ドレイクネイルを背に担ぎ、カイは獣道を進みだした。
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　人類特区ヒユーマンシテイ『第十一次イオ避難民拠点』。

　神さびた島の原生林、その奥にぽっかりとできた空き地に、テントと木材を寄せ集めた集落が広がっていた。

「……蛮神族との休戦が結ばれた。それは真ですか」

　広場に集まったのは三十人ほど。

　中心に立つ老人が驚きの声を上げた。三十年前に島へと逃げのびた避難民たちの隊長で、いまは老隊長と呼ばれている。

「あなた方は北ウルザと南ユールンの指揮官であると、相違ありませんな？」

「そうだ。俺は南ユールンのバルムンク。こちらは北ウルザのジャンヌ殿だ。俺たちは島の調査にきた」

　バルムンクの声が村に響きわたる。

　どんな傭よう兵へいよりも大柄で強こわ面もてだが、その雰囲気に刺とげ々とげしさはない。

　初対面の者にも一目で「頼りがいがある」と思わせるこの姿は、カイやジャンヌにもない彼特有の威光カリスマと言えるだろう。

「俺たちが諸君らを発見したのは僥ぎよう倖こうだ。俺たちの今回の遠征は島の調査だが、もちろん諸君らの救出もそこに含まれる」

　ざわっ、と。

　老人から子供まで。バルムンクを見つめる大勢の者が一斉にざわめいて──次の瞬間、一斉に歓声を上げた。

「そのために確認させてもらう。諸君らはかつて蛮神族に追われて島に避難してきたが、たった一つの通信機器が壊れてしまった。そうだな？」

「左様です。ワシらはそれ以来、大陸の様子がわからぬまま島に隠れておりました。ですから蛮神族と休戦を結んだという話も、正直まだ実感がわきませぬ」

「目で見た方が早いな。おい、そこの」

　バルムンクが手招き。

　住民たちの視線が村の入り口──そこにある木の柵へそそがれた。

「おい出てこい。この人も間のたちはお前に危害は加えん」

「…………」

「おい？」

「…………」

「ええいまどろっこしい！」

　バルムンク自らが木の柵へと走っていって、そこに隠れていた大妖精シルクを問答無用で抱え上げた。

「ほらさっさと来い！」

「いいぃぃやぁぁぁぁぁっ!?」

「ああもう騒ぐなうるさい！　おい引っ掻かくな、爪を立てるな!?」

「食べられるぅぅぅうっっっ!?」

「誰が食うか!?」

　大妖精──

　見かけはバルムンクの腰にも届かない小人でも、歴れつきとした蛮神族である。

「ご覧のとおり妖精だ。大陸ではイオ人類反旗軍レジストと蛮神族とで停戦協定が結ばれている。この島は大部分が原生林だし、森の探索はコイツのお手の物だろう。こうして同行してもらったわけだ」

「…………うぅ……人間がいっぱい……がまんがまん……」

「そうだな？」

「は、はぃぃっっ！」

　バルムンクの肩に乗っかる大妖精。

　怖々ながらも、まわりの人間が襲いかかってこないことにひとまず安心したらしい。

　……思ったとおり大妖精シルクで正解だった。

　……蛮神族の英雄アルフレイヤがいたらさすがに怖がられるもんな。

　天使はカイの隣にいる。

　ただし村民は誰一人として気づいていない。村に入る前から、主しゆ天てんアルフレイヤだけは身を隠すようにしたからだ。

　──アンタだけは姿を隠せないか？

　ただの妖精とはワケが違う。

　島の人間にとって蛮神族の英雄アルフレイヤは間違いなく恐怖と憎悪の対象だろう。この場で彼らを怯おびえさせないようカイからそう提案したのだ。

　天使の隠蔽法術。

　この術式を前にリンネから教わっていたからこそ、できた提案だ。




〝いいんだよなリンネ？〟

〝うん。天使の結界法術だから。だいじょうぶ。わたしたちのことバレてないから〟




　姿を隠す天使の法術。

　王都ウルザークの政府宮殿を駆けあがる時に、リンネが教えてくれた。

　……出会った時からそうだ。教わる立場だったのは、俺。

　……リンネは俺を助けるために何一つ隠さなかった。いつだって全力だった。

　それが理由だ。

　自カ分イが、リンネを助けたいと心の底から誓う理由。

「一つ訊たずねたいんです。村の誰でもいい」

　広場に集う避難民たちを見まわして、カイは声を張りあげた。

「俺たちは危険な怪物を探してる。それを追っているうちにこの島が候補に浮かび上がったんです。幻獣族並に大きい鳥。黄金色の翼でとにかく派手なやつ」

　誰も反応がない。

　老人も後ろの村民たちも、心当たりがあるような表情には見えなかった。

「ご存じないですか。老隊長さんは……」

「申し訳ないが。この島に棲すんでいるのはほとんど小動物です。でなければ避難民のワシらが無事に暮らせるわけがない」

　正論だ。

　村民の武装もせいぜい古びた猟銃で、これでは大型の肉食獣には抵抗できないだろう。

　対し、口をとがらせたのは大妖精だ。

「そんなことない！　シルクは感じたもん。島に大きな結界が張ってあったの。この島に絶対なにかいるはずだもん！」

「────カイ。あの台座は何だ？」

　大天使の声。

　隣に立つアルフレイヤが姿を隠したまま囁ささやいてきた。自カ分イだけに聞こえる声で。

「広場の奥だ」

「……実は俺も気になってたんだ。祭壇に見えるけど」

　木材を組み立てた台座。何らかの儀式に使われる祭壇のように、周囲の地面には塗料で複雑な文様が描かれている。

　あれは何のためのものだ？

　古びたテントが立ち並ぶ中で、あの祭壇だけが真新しいのも引っかかる。

「微弱だが法力を感じる」

「何だって!?」

　危うく、驚きよう愕がくの声がまわりに漏れかけた。

「どういうことだアルフレイヤ。あの祭壇に仕掛けが？」

「違う。法力とはいえ残ざん滓しだ。法術が仕掛けられているのではなく、あの祭壇のまわりで何かが行われた。その時についた法力の気配がする」

「……ってことは」

　人間以外の何者かがあの台座を使った形跡？

　この状況下では大始祖以外に思いつかないが、それが逆に不自然だ。

「極楽鳥ゴツドバードがあんな小さな祭壇を利用するものなのか……？」

　カイが見つめる広場の祭壇は、せいぜい小柄な子供一人が上に登れる程度の大きさでしかない。

　……大始祖の建造物なら何といっても墓所だ。

　……あの超巨大なピラミッドと、ここのちっぽけな祭壇が同じには思えない。

「誰でもいい。俺たちに教えてほしいんだけど、あの祭壇は？」

「御み子こ神がみさまの！　あそこで占いをするの！」

　まだ十歳頃の少女が勢いよく祭壇を指さした。

「御み子こ神がみさまはあたしたちを守ってくれるの。すごいんだよ。雨を止めたり、嵐から村を守ってくれたりするの！」

「……祈祷師シヤーマンか？」

　自然共生型の集落で古くに存在してきた占い師だ。

　カイの知るかぎり祈祷師シヤーマンは古くから「神の依より代しろ」と信仰され、その占い結果は神から授かった啓示であると信じられてきた。

　現代は──

　そうした神の啓示を「預言」と呼ぶ。

「……偶然の一致……じゃないよな」

　預言神を称していた大始祖がまさにそう。

　シドとして選んだ人間に「預言」を与えていた。

「その御み子こ神がみさまってのはどこに？　いま広場にいるのか？」

「もうおらん。数年前、あの子はたった一人で島を出ていきおった。あの奥の祭壇もそれ以来使われておらんのです」

　応じる老人が、懐かしげな目線で祭壇へとふり返った。

「テレジアという若く聡そう明めいな子でした。嵐の日に小舟で海へと乗りだして……音沙汰ないが、大陸のどこかで無事にしていればいいのですが」

「テレジアだって!?」

「そうですが。まさかあの子を知っておるのですか」

「…………いや。風の噂うわさで聞いただけだ。俺も詳しくは知らないけれど」

　言葉を濁らせて、カイは首を横にふった。

　──人間兵器テレジア・シド・フェイク。

　死火山の頂上で、傭よう兵へい王おうアーカインと共に現れた「シド」の一人。常に物憂げな表情で、超常じみた気配を湛たたえた少女だった。

　……あの死火山で出会うまで彼女のことは知らなかった。

　……まるで正体不明だったけど、そうか。この島の出身だったのか。

　大始祖の棲すまう島で「シド」に選ばれた。

　だとすれば「雨を止める」「嵐から村を守る」というのもただの比喩ではないだろう。本当の奇き蹟せき。

　ただし占いではなく、大始祖から授かった法力ちからでだ。

「むぅ……俺には理解できんな。無礼を承知で問いかけたいが」

　広場の村民たちを見まわすバルムンク。

「その御み子こ神がみとやらを不信には思わなかったのか？　俺は人類反旗軍レジストの指揮官として必ず根拠を求める。怪しげな占いや呪まじないなど信じぬタチだ。そうした不確かさを疑問と感じなかったか？　あまりに神がかりすぎているだろう」

「仰おつしやるとおり。我々もテレジアの力が何なのか怪しんでおりましたが……古来より、この島の先住民には御み子こ神がみの伝説があったようなのです。神の奇跡を授かる者がいたと」

「……何だと」

　巨体の指揮官が目を細めた。

「まさしく『神さびた島』という異名通りだな」

「はい。先の調査隊が口にしていたのは、世界中に漂う法力が、ちょうどこの島のどこかに気場パワースポツトとして溜たまっているのではないかと。それが島の人間にも微細な影響を与えているのではという説でした」

「……言わんとすることはわかった。その伝説とやらを突きとめるところから始めるぞ」

　苦々しく頷うなずくバルムンクが、肩に乗せていた大妖精を地に下ろす。

「おい出番だチビ。森の探索はお前の得意分野だろう」

「ふぇ？」

「この島に、人間に力を与える『何か』がいるのは確定済みだ。十中八九、俺たちの追う奴やつらで間違いあるまい」

「……ええと？」

「捜索続行ということだ。すぐに向かうぞ」





　　　　４






　神さびた島イジュラ、東の原生林──

　鬱うつ蒼そうと茂る枝葉が太陽の光を遮って、獣道は夕暮れのように薄暗い。

　頭上は鳥。

　地上は虫。

　それぞれの鳴き声が止まることなく響きわたる。その中で。

「アルフレイヤ、アンタはさっきの話どう思う？　この島に法力の気場パワースポツトがあるって説だけど」

「笑い話にもなるまい」

　カイの隣を歩く大天使の返事は、速やかだった。

「法力にそんな性質はない。法術として放出された後は時間とともに消え、留とどまることはない。その力が人間に宿ることもない。万が一にも宿ったとして、法力を術として発動するのは不可能だ。その理屈はわかるな」

「法力器官がないから？」

「そうだ。蛮神族われらさえ法力があっても法力器官がないから法具を利用する。人間が法術を使うなどありえない。つまりは──」

　木の根の突きでた道。

　跳びはねるように先を進んでいく大妖精シルクを追いながら、主しゆ天てんアルフレイヤはゆっくりと言葉を継いだ。

「テレジアという人間が法術を使うことについて、真実だとすれば大始祖の仕業だろう。気場パワースポツトなどというものではなく」

「大始祖が何かすれば、人間でも法術が使えるようになる？」

「ならない。先ほどの繰り返しだが法力器官がない。法力を宿しても、人間の肉体からはすぐに抜け落ちてしまうのが関の山だ」

「……確かにな」

　カイ自身、自分の身で体験した記憶がある。

　エルフの巫み女こレーレーンの霊薬を飲んだ副作用として法力を得たが、しょせんは一時的。数日とたたずに法力は消えていった。

「でもそうなると、テレジアが法術を使えることが不自然って結論にならないか？」

「そうだ。そして──」

　大天使の足が止まった。

　厳いかめしい横顔の天使が、自カ分イ、ジャンヌやバルムンク、サキ、アシュランを順に見まわしていく。

「大始祖の正体を推測する鍵はそこにある」

「え？」

「人間が法力を持つことはありえない。大始祖が授けたとしても一時的。その力が永続的に続くのであれば、それはむしろ──」




「取り憑いている」




　森のざわめきが鎮まった。

　無音の世界。

　鳥も虫も。木々の葉が風に揺れる音さえも途絶えた。そう錯覚するほどにカイは天使の言葉に聴き入っていた。

「たとえば冥めい帝ていヴァネッサは夢魔サキユバスだ。あの悪魔は『魅了チヤーム』によって北ウルザの人間を何百人と奴隷にしていたと聞く。カラクリはそれと同じだ」

　法力は、人間には留とどまらない。

　残るとすれば「呪のろい」。

　人間に取とり憑つく呪術ならば、法力は呪いとして常に人間に残り続ける。

「私はこう推測した。大始祖たちは神を自称し、選んだ人間に天恵として法力を授ける。だが実際に授けたのは法力ではなく『呪い』」

「……待ってくれ。人間に取り憑くって、そんなのまるで……」

「大始祖には肉体がない。お前たちの話から私はそう推測した。いわば『法力そのもの』だ。思念体と言ってもいいが」

　どうだ？

　無言でそう訊きいてくる大天使アルフレイヤに、すぐに答えられるわけがない。カイでさえ、状況を整理するので頭がいっぱいだ。

　……大始祖の正体は「法力の集合体」？

　……悪魔の魅了チヤームのように、人間に取り憑いている。

　想像もしなかった。

　だがその仮説は、大始祖がなぜ人間に味方したのかも説明できる。

　人間が取り憑く対象だから。

　……四種族に人間が滅ぼされたら、大始祖たちは取り憑く対象を失ってしまう。

　……だから人間は必死に生かしたかった。

　宿主を滅ぼされるわけにはいかない。

　ゆえに大始祖は、ヒトに協力するフリをしつつ四種族の封印を計画した。

「大始祖の正体を暴く目的でこの島に来たが、その甲か斐いはあったな。こうして一つ仮説を組み立てることもできた」

　主しゆ天てんアルフレイヤが再び歩きだす。

「あとは実証だ。この島のどこかに……シルクどうだ？」

「アルフレイヤしゃま、ありました！」

　茂みをかき分けていく大妖精。

　その指さす先に、苔こけむした遺跡がひっそりと聳そびえ立っていた。

　──未解析神造遺跡メガリス。

　大岩をブロック状に加工して造られた遺跡で、その表面はびっしりと苔に覆われて蔓つると花とが繁茂している。

「私とカイが大始祖アスラソラカに出会った遺跡と似ているな……」

　ジャンヌが神妙な面持ちで。

「バルムンク殿、大始祖の遺跡で間違いないかと」

「奴やつらが内な部かに？」

「おそらく。ただ迂う闊かつに入れば危険です。この遺跡の外をまずは……花琳フアリン？　見てくれ、これは何だ。石版に見えるが」

　遺跡の扉の側面を見上げるジャンヌ。

　苔むした岩肌に何かが刻まれている。古代文字と、そして神を表す壁画？

　違う。

　それは神ではなく「大始祖カミのようなもの」を彫った壁画だった。地面を這はっているトカゲらしき姿と、空に浮かぶヒトの胸像らしき姿。

「どちらも私の知らぬ姿だな」

　壁画を見上げる大天使アルフレイヤ。

「カイ、こいつらか？　極楽鳥ゴツドバードの主人とやらは」

「間違いないと思う。西シユルツの死火山で俺が見た大始祖に似てるし、この孤島で大始祖は息を潜めてたんだ。でも妙だな……」

　墓所を造ったという運命竜ミスカルシェロ。

　預言者シドに預言を与えた光こう帝ていイフ。

　この二体が壁画に描かれているのは、島の先住民が神として祀まつっていたからに違いない。ここまでは予想どおりだが。

「アスラソラカがいない？」

　壁画に見入っていたジャンヌが、擦かすれ声で呟つぶやいたのはその時だ。

「私を英雄に仕立て上げようとしたアレが描かれてない。どうして……？」

「俺もわからない。一体足りないんだ」

　カイが壁画のどこを見まわしても、最後の一体である祈いのり子ごアスラソラカの絵はない。

　……この壁画を作った先住民たちに知られてなかったから？

　……いや、そうじゃない。

　胸の内に渦巻く予感が「違う」と囁ささやいてくる。

　この壁画こそが真実だと。

　主しゆ天てんアルフレイヤの仮説を耳にした瞬間から、自カ分イ自身にも言葉にしようのない違和感が微かすかにあった。

　──まだ真実に至っていない？

　自カ分イの知る「彼女アスラソラカ」が、大天使の仮説に当てはまらないのだ。




〝大始祖には肉体がない。〟

〝いわば『法力そのもの』だ。思念体と言ってもいいが〟




　アスラソラカには肉体がある。

　なぜなら彼女は世界種だから。石化していたあのヴェールの下にはリンネと同じ肉体があるはずなのだ。

　……大天使アルフレイヤの仮説が間違ってるのか？

　……いいや。「大始祖＝イコール肉体をもたない法力の集合体」ってのは信しん憑ぴよう性せいがある。

　だからこそ噛かみ合わない。

　大天使アルフレイヤの「大始祖が人間への憑ひよう依いをもくろんでいる」という推測は、四種族じやまものの封印という動機を解説するにはこれ以上ないだろう。

　だがアスラソラカは例外。

　肉体があるし、この壁画にも「神」として描かれていない。

「描かれてるのは光イ帝フと運命竜ミスカルシエロの二体だけ。アスラソラカはいない。肉体もアスラソラカだけは実在する…………それって……」

　ぞっ、と冷たい汗が頬ほおを伝っていく。

　まさか。自分はとんでもない思い違いをしていたのではないか？

　……俺の予感が少しでも正しいとすれば。

　……アスラソラカ、お前はいったい何を企たくらんでいるんだ!?

　寒気が止まらない。

　自分も預言者シドも、あるいは大始祖さえも欺あざむかれているのではないか。その可能性の一端に気づいてしまったから。

「ジャンヌさ」

　そっと唇を噛かみしめる。

　寒気にふるえる肩。トクン、トクンとわずかずつ大きくなる動どう悸きのなかで。

「俺たちは騙だまされてたかもしれない」

「え？」

「この壁画のとおりだ。祈子アスラソラカは大始祖じゃない。俺たちは大始祖って範疇カテゴリで括くくってたけどアイツはそもそも世界種だ。そこにもっと注視すべきだった」

「い、いきなり何を!?　アスラソラカは大始祖の仲間で間違いないはず……」

「仲間だろうさ。でも明らかにアイツだけが突出して異常なんだ！」

　思わず語気が強くなる。

　なぜなら真の黒幕がまさに────




『アスラソラカが妾わらわの眷けん属ぞく？　これほど可お笑かしな道理はない』

『尤もつとも、その疑問には及ばぬだろう。知る意味もなし』




　声は、遙はるか頭上から。

　太陽の光──

　そう思っていた輝きは、一体の巨鳥から放出される法力が具現化したものだった。

「アルフレイヤしゃま!?」

「さがっていろシルク。この鳥は手て懐なずけるのに少々手間がいる」

　大妖精シルクが巨木の陰に逃げこむなか。

　主しゆ天てんアルフレイヤが、法具となる白銀色の指揮棒タクトを握りしめる。

「貴様ほどの巨体を入れる鳥かごはないし、用意する気もない。ただただ服従するまで、何度でも地に落とすまでだ」

『蛮神族よ。同胞とはぐれて寂しいか？』

　大いなる楽園の使者──

　古き神話に顕あらわれる極楽鳥ゴツドバードが、蔑みとともに地上へ語りかけた。

『其そ方ちこそ妾が封じてやろう。墓所という名の永遠の鳥かごへ』
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　　　　１






　神出鬼没──

　太古の昔より、神は忽こつ然ぜんと、ヒトの道理や予測を覆くつがえして顕現するものとされている。

　そんな伝承さながらに。




『ここ清しよう浄じようの地に穢けがれた身で踏みこむか、主しゆ天てんアルフレイヤよ』




　神の使者を名乗るモノは、黄金色の輝きでもって空に顕あらわれた。

　原生林に囲まれた遺跡を見下ろして。

『罪を拭うことを忘れた其そ方ちが、よくもこの地に現れたものだ』

「──なるほど」

　空から降りそそぐ侮蔑の感情。

　それを受けとめる主天アルフレイヤの応えは、涼やかな冷笑だった。

「おおかた間違いあるまい。大始祖の眷けん属ぞくを名乗る貴様は、やはり肉体を持たない法力の寄せ集めだ」

『…………』

「大妖精シルクがお前の接近に気づかなかった。この地上でもっとも敏感な感覚野をもつ妖精が反応しなかったのは、空に浮かぶお前の臭いと気配が〇ゼロだから」

　空を指さして。

「お前の翼も高濃度の法力が結晶化したもの。氷のように凝固していても時が経たてば溶けて法力へと戻っていく。そうだろう」

『稚拙なり』

　極楽鳥ゴツドバードが、その神々しい翼を大きく打ち下ろした。

『それで妾わらわの神秘を解き明かしたと誇る愚考ごと、疾とく失うせよ！』




　──神話再現『Vequsまきつく haulともしび』




「アルフレイヤしゃま!?　な、何だか危ないです！』

　そう叫ぶ大妖精の見上げる蒼そう穹きゆうで、大蛇がとぐろを巻くように炎の気流が吹き荒れた。竜巻じみた渦が、地上めがけて降ってくる。

　……嵐のような大きさの炎!?

　……でかすぎる、世界座標の[image: ]コードホルダーで斬る前に巻きこまれるぞ！

　人類特区ヒユーマンシテイ一つを呑のみこむだろう。

　炎の嵐が原生林の木々を薙なぎ払いながら焦がしていく。何千何万という葉が一瞬にして黒い炭となり、腐葉土の積もった土が炙あぶられて乾いていく。

「飛びこめ！」

　炎が地上に迫ってくる轟ごう音おんのなか、カイは喉を嗄からして叫んでいた。

　走った先は、目の前の未解析神造遺跡メガリス。

　──黒の墓所と同じ。

　これが大始祖の遺跡なら大始祖の眷属ゴツドバードの力にも耐えうるはず。

『大始祖の遺跡を盾にするとは。なりふり構わぬか』

　炎の嵐が消えていく。

　焦げた遺跡を見下ろす極楽鳥ゴツドバードが、溜ため息いきのように口にした。

『次はその遺跡ごと潰す』

「知ってるさ。利用するのは一度きりだ」

　黒煙の舞う地上へと飛びだして。

　その先でカイが見たものは瑞みず々みずしい緑の原生林──ではなかった。

　焦土。

　炎の嵐になぎ倒されて木々が炭と化し、地上にあった緑の茂みは吹き飛んで。痛々しく焼けただれた地表が地平線まで続いている。

「森がっ!?」

　大妖精シルクの声は、張り裂けるような悲鳴だった。

「……みんな……みんな無くなっちゃ……った……」

「度しがたいな。ここを清しよう浄じようの地と言ったのは貴様ではないか。それを自ら炎で炙るとは、いつまで天の代弁者でいるつもりだ」

　煤すすをはき続ける土を踏みしめる大天使アルフレイヤ。

　小さき妖精の怒りを代弁するかのように、その双そう眸ぼうに強い感情を滾たぎらせて。

「神を騙かたる贋がん作さくが」

『炎の浄化。これもまた禊みそぎ。其そ方ちら穢けがれしモノどもが招いた災ことだ』

　極楽鳥ゴツドバードの輝きが、増した。

『裁きを執行する』

「サキ、アシュラン！」

　第二撃が来る。

　脳天にのしかかってくる強大な重圧に逆らう勢いで、カイは焦土の奥を指さした。

　地平の向こう。

「時間がない！」

　二人が目をみひらいた。

　生え抜きの傭よう兵へいなら気づいて当然。いま真っ先にすべきは何か。

　極楽鳥ゴツドバードの撃破？　否いな。

　この島にいる数十人という住民の避難だ。彼らを一刻も早く戦闘地ここから遠ざけなければ、戦火がどこまで拡ひろがるかわからない。

　……この森一帯を容赦なく焼きつくす奴やつだ。

　……人間の住居なんてお構いなしに決まってる。

　極楽鳥ゴツドバードだけでなく蛮神族の英雄アルフレイヤもいる。この二体が本気で衝突してどれだけの破壊に至るか予測できない。

「ジャンヌ様！　アタシら……」

「私には花琳フアリンがいる。まずは住民を誘導しろ！」

　ジャンヌが右手を村の方角へ。

　サキとアシュランが駆けだして、その二人の頭上に浴びせかけるように極楽鳥ゴツドバードの咆ほう哮こうがこだました。

　──『Zilisけがれた Cleyだいち』

　大地が、悲鳴を上げた。

　カイたちの立つ焦土が地下からひっくり返ったように激震し、地鳴りと共に地面が裂けていく。

　底の見えない地底何百メートルという深部まで。

「地面に大穴が!?」

「ジャンヌ様これは亀裂クレバスです。後退を、地中に転がり落ちます！」

　ジャンヌの手をひいて花琳が後退。

　二人が跳び下がる目の前で大地の亀裂はますます大きく拡がって、幻獣族さえ呑のみこむ幅の裂け目となっていく。

　島が引き裂かれる。

　原生林を焼きはらっただけでなく、島そのものを崩壊させることさえ意に介さない。

「どこまで大地を愚弄する」

『いと可お笑かし。天使宮殿などという空に棲すむ天使が、なぜ怒りを感じる？　誰よりも天を誇っていたのは其そ方ちではないか主しゆ天てんアルフレイヤよ』

　極楽鳥ゴツドバードの返す言の葉が、砕けた大地に沁しみていく。

『天使の法具はいずれも敵を焼きはらうもの。其そ方ちにこの術を止める術すべはない。この地とともに滅せよ』

「──蛮神族われらは天使だけではない」

　威風堂々と、大天使はそう宣言した。

「シルク」

「はいアルフレイヤしゃま！」

　力強く頷うなずいた大妖精が、その小さな指を振る。

　空気をかき混ぜるように指を動かして、まるで歌うように何かを囁ささやいて。

　──妖精乱舞『地精の小夜曲みんなしずまれ』。

　島を打ち揺るがす振動がピタリとやんだ。さらに大地の亀裂も、その傷を埋めるように地底から土が隆起してくる。

　静かに。

　恐ろしいほどの静せい謐ひつさでもって、極楽鳥ゴツドバードの法術が打ち消されていく。

『妾わらわの力を……？』

　極楽鳥ゴツドバードだけではない。息を呑のんだのはカイも同じだ。

　これは本当に法術なのか？

　妖精一体がこれだけの力を秘めていることも驚きよう愕がくだが、法力の光がまったく放出されていないことが何より神秘的。

　大始祖の神々しき力と対極に位置する、なんと繊細な法術だろう。

「ど、どんなもんです。シルクはすごいんだから！」

『穢けがれた妖精が』

「ひゃぁぁぁぁぁぁっっ!?　ア、アルフレイヤしゃま!?」

「大地への干渉は、術者と大地の距離で決まる。貴様がどれだけ膨大な力を振るおうと、空からの干渉では妖精に勝てる道理はない」

　あわてて逃げる大妖精に代わって、空を見上げる大天使。

「大地を引き裂きたくば、貴様自ら下りてこい」

『驕おごるなアルフレイヤよ。粛々と、その大地ごと消し飛ばしてくれる』

「──それは困る」

　答えたのはアルフレイヤではない。

　蛮神族だけを危険視していた極楽鳥ゴツドバードには真下──自らの影が伸びた焦土に立つ人間ジヤンヌなど目に入っていなかったに違いない。

「三度も攻撃されて人間わたしが黙っていると思ったか？　大始祖の眷けん属ぞくよ、この瞬間をもってお前を敵と見なす」

　霊光の騎士ジャンヌの剣から光が生まれた。

　ただの鋼鉄からは決して生まれないはずの法力に包まれて、一本の剣が生まれ変わり、数多あまたの宝石をちりばめた世にも美しき弓となる。

「擬装解除。『月の弩おおゆみ』よ」

『──蛮神族の弓、なぜ人間が!?』

「天使から悪魔が奪ったものを、さらに人間が手にしたものだ。劈つんざけ」

　命を食らう弓。

　法力を持たない人間ジヤンヌが自らの命を削って放った矢が、白亜色の閃せん光こうとなって蒼そう穹きゆうに弧を描く。

　──地上からの反撃はない。

　カイの世界座標の[image: ]コードホルダーさえ届かないのだから。

　その唯一の誤算となったジャンヌの矢が、極楽鳥ゴツドバードの翼を灼やき貫いた。黄金色に輝く羽根がぱっと散って、光の粒となって消えていく。

　たった一撃で片翼が消し飛んだ。

『エルフの悪知恵か!?』

「ご名答。この矢を悪魔が奪ったのにはワケがある。強大な法術を使う者ほど、この矢が脅威になるからだ」

　五種族大戦が終わった正史で、人類庇護庁が目指した境地──

　カイの略式エルフ弾もその一つだが、蛮神族の法具はさらにその上を行く。




〝大戦中は、蛮神族のエルフがこんな道具を使ってたんだってな？〟

〝これこそ蛮神族ワシらの専売特許じゃぞ？〟




　エルフの弓矢には法力飛散の効果がある。

　悪魔の法術に向かって撃てば、それを打ち消して無効化する。ならば、その矢の標的が法術ではなく「法力の集合体」ならどうなるか。

「この矢は法力を乱して飛散させる。対悪魔族の切り札だったが、さらに効果的な相手がいたらしいな……」

　ジャンヌの額からは滝のような汗。

　荒々しく呼吸を乱しながらも、ジャンヌが声を振りしぼった。

「ご覧のとおり、この矢に触れればお前は消し飛ぶ。法力の集合体のお前にとって最悪の相性だろう極楽鳥ゴツドバード！」

『哀れなり』

　神を自称する鳥が、吼ほえた。

　その咆ほう哮こうで大気が激しく乱れ、カイたちの立つ地表で砂すな埃ぼこりが舞い上がる。

『愚かな。天に弓引くその不遜、すぐに清めてや──』

「愚かとは、天を称する貴様の方だ」

　声は、さらに頭上から。

　極楽鳥ゴツドバードは常に地上の敵を「見下ろして」きた。神の遣いを自負する巨鳥が初めて味わう「見下ろされる」という屈辱。

『アルフレイヤ!?』

「いつの間にと問いたげだな。お前が地上の人間ジヤンヌを見下ろしていた時だ」

　空に君臨する天使。

　雄々しき六枚翼を羽ばたかせて、蛮神族の英雄アルフレイヤは極楽鳥ゴツドバードのさらに上空へと飛ひ翔しようしていた。両手に一本の大剣を握りしめて。

『その禍まが々まがしき刃やいば……天軍の剣か!?』

「そうだ。本来なら全天使の承認によって起動する連結式法具だが、お前一体を消し飛ばすには私だけでも余りある」




　──真実ミカエル『神に似たる者はカミににたるモノなど誰かいない』




　雪より白く。

　銀よりも強く輝く刃。

　蒼そう穹きゆうを切り裂いて召喚された「天軍の剣ソレ」は、カイが過去目にしたなかで最も巨大で、最も美しい法具だった。

　刃渡りだけで何十メートルあるだろう。

　幻獣族をも両断する刃が、極楽鳥ゴツドバードを切り裂いた。

　その姿が一瞬にしてはじけ飛び、カイが見上げる空に残ったのは黄金色の羽根のみ。

　ひらひらと。

　黄金色の羽根が宙を踊るように、焼けただれた焦土へと落ちていく。

「……なんとド派手な。俺たちの出番も何もないではないか」

　呆あきれた微苦笑で見上げるバルムンク。

　地上のジャンヌや花琳フアリンまで「出る幕がなかった」と拍子抜けした表情だ。

「さ、さすがですアルフレイヤしゃま！」

「奴ゴツドバードの破壊は目に余る。島を破壊されぬうちの決着以外なかろう」

　大剣を提げたアルフレイヤが地に降りたつ。

　宙を舞う黄金色の羽根を、冷たい眼光でにらみ上げて。

「程なく羽コ根レも消えるだろう。やはり天軍の剣で斬った感覚が生物のものではなかった。法力ごと消し飛ばしたが」

「……はふっ。シルクもうクタクタですぅ。花の蜜が飲みたいよぅ」

　シルクが地面にしゃがみこむ。

　大始祖の術を止めたことで力を使い果たしたのだろうが、あれだけの規模の術を発動して「疲れた」で済むことが驚異の一言だ。

　その一方で──

　島を引き裂きかけた地割れを覗のぞきこんでいるのがジャンヌだった。

「花琳フアリン、サキとアシュランの二人に連絡を取ってくれ。この場の地割れが村に届いていたら一大事だ。村の状況を確認したい」

「同感です。確認を…………」

　花琳が、ピタリと静止した。

　地面に座りこむ大妖精の後ろ。いまも宙を漂っている黄金色の羽根を険しいまなざしで凝視して、息さえ忘れているように。

「……風はない。いつまで宙を漂っている？」

「花琳どうした？」

「ジャンヌ様、念のため──」

　お下がり下さい。そう言わんとしたのだろう。

　そのたった一言を発する猶予もなく、花琳がジャンヌの手を掴つかんで引っ張った。

　だが遅かった。

「シルク後ろだ！」

「へ？」

　きょとんと大妖精シルクが顔を上げる。

　突然にアルフレイヤに怒鳴られて、自分が怒られたのかと不思議そうに瞬まばたきをくり返す。宙にある黄金色の羽根が、旋回しながら迫ってきていることに気づかない。

　まるで獰どう猛もうな獣が、獲物めがけて這はい寄るように。

「後ろ？」

　ふり向く大妖精。

　それを待っていたかのように黄金色の羽根がボッと燃え上がり、その中から極楽鳥ゴツドバードの巨大な嘴クチバシが顕あらわれた。

　小さな獲物を一噛かみで押しつぶそうと。

「え？……い、い……いやぁぁぁぁぁっっ!?」

「飛べチビ！」

　シルクの身体からだが大きくブレる。

　横から飛びだしたバルムンクが妖精を蹴り飛ばしたのだ。小人が踊るように宙を転がって、極楽鳥ゴツドバードの嘴が空を切った。

「あ、あいたたた……」

「文句は後で聞く。口を閉じていろ舌を噛かむぞ」

「ひゃあああああっ!?」

「口を閉じろと言っただろう！」

　大妖精の襟首を掴つかんだバルムンクが、目を回した大妖精を問答無用で引きずっていく。宙に舞う羽根から離れる方へ。

　……再生したのは嘴くちばしだけ？

　……それとも、ここから全身復活するっていうのか!?

　黄金色の羽根が宙で燃え上がる。

　その奥で蠢うごめく巨大な「鳥」の輪郭シルエツトに、カイは全身が寒気に襲われた。

「アルフレイヤ、さっきの攻撃で木こっ端ぱ微み塵じんにしたんじゃなかったのか！」

「そうだ。木っ端微塵に分解したが……」

　大天使が、苦々しく吐き捨てた。

「法力の集合体とは想像以上に厄介だな。私の認識が甘かった。このバケモノは個体ではなく群体だ。飛散させた法力が再結合したらしい」

「……聖霊族の粘状生物スライムみたいな？」

「集合体という意味ではな。だが奴やつは恐らく『核コア』がない。目の前の無数の羽根すべてが奴の本体であって分身だ」

　その意味を察し、カイは息を呑のみこんだ。

　極楽鳥ゴツドバードは法力の集合体であって無数の群体。しかも核を潰して撃破するという聖霊族対策も通じない。

　──羽根すべてを消滅させなければ、何度でも蘇よみがえる。

　事実上の不死身。

　認めたくはないが、たしかに神の遣いを自称するだけの存在だ。




『妾わらわは神話の化身なり』




　炎の中から這はい上がってくる神々しき巨鳥。

　アルフレイヤの法具で完全に飛散したはずが、ほぼ完全に再結合を果たしている。

　極彩色の頭から胴体にかけては完全再生。

　不完全な復元となっているのが翼の片方で、今も根元から千切れたままになっている。そこがもっとも激しい損傷だったからだろう。

　天軍の剣と、ジャンヌの放った矢。

　立て続けに攻撃を被弾した部位は復元しきれていない。

『……すぐにだ。すぐに妾は完全なる姿を取りもどす』

　未再生の翼。

　極楽鳥ゴツドバードはまだ空を飛ぶことが適かなわず、血走ったまなざしで、まるで蛇のように大地を這はいながら滲にじみよってくる。

　幻獣族並の巨体で、地響きを従えながら。

「虚勢だな。やはり貴様は神の贋がん作さくだ、完全でも無敵でもない」

　アルフレイヤが剣の切っ先を向ける。

　その刃やいばに、天軍の剣を発動させる法力を集中させて。

「その翼がよい証拠だ。法力の集合体とて復元も限度がある。再生しきれぬ那な由ゆ他たの欠片かけらまで分解すれば良いだけのこと」

『…………』

「どうした鳥」

『神の贋作か。それこそ其そ方ちではないか、蛮神族よ』

「何っ」

『見下ろすのは妾わらわだ。頭が高いぞ天使』

　極楽鳥が地を蹴った。

　地上を闊かつ歩ぽする火ヒ食クイ鳥ドリのごとく、凄すさまじく速く、幻影を残すほどの脚力でもって大地を揺るがし、蛮神族の英雄に覆おおい被かぶさるように襲いかかる。

　──油断はなかった。

　距離をとって警戒していたカイが目を疑う程に、この神々しき鳥は大地を駆けることに慣れていた。

『其そ方ちは、神わらわとの知恵比べに敗れたのだ』

「貴様!?」

『妾は大地の遣いとして誕生し、天に昇った』

　御み使つかいの冷笑。

　そう。出くわした時からの過剰な気き位ぐらいは虚実フエイク。空を飛ひ翔しようし、大地を風のように駆ける天地両有こそが真の姿。

『妾は大地も従えている。先の地割れを起こした時点で、其そ方ちらは疑問を持つべきだったのだ』

「っ！」

『潰れよ』

　砲弾のような炸さく裂れつ音おん。

　空気が押しつぶされる悲鳴がこだまして、極楽鳥ゴツドバードの片翼がアルフレイヤを焦土の彼方かなたまで殴り飛ばした。

「くっ……貴様、どこまで卑劣な真ま似ねを……」

　土つち埃ぼこりにまみれた主しゆ天てんアルフレイヤ。

　起き上がれずにいる天使を見下ろして、極彩色の鳥が嗤わらった。

『切除器官ラスタライザに取とり憑つかれて蛮神族を裏切った其そ方ちが、卑劣という言葉を使うのか？』

「……っ！」

『其そ方ちへの裁きは最後だ。まずは人間』

　狙いはジャンヌ。

　翼を撃ちぬかれた激げつ昂こうに突き動かされ、怪鳥が背後にふり向いた。巨体で押しつぶすか、法術で跡形なく燃やし尽くすか。

『人間、その穢けがれた弓を──』

「ジャンヌ様と呼べ。躾しつけの悪い鳥だ」

　タンッ。

　地上を舞う砂すな埃ぼこりに溶けこむ極小の足音。極楽鳥ゴツドバードが気づいた時にはもう、その背に何者かの飛びうつる気配があった。

『妾わらわの背に!?』

「図ずう体たいがでかいだけあって鈍感だな」

　花琳フアリンが偃月刀シヤムシールを振り上げる。

　ただの曲刀に見える刃やいばが極楽鳥ゴツドバードの背中に触れた途端、真まっ赤かに熱を帯びたその刀身が、轟ごうッと吼ほえるように炎を吐きだした。

　そして爆発。

『──────ッッ！』

　極楽鳥ゴツドバードが吐きだす憎悪の咆ほう哮こう。

　ただの炎なら大始祖の眷けん属ぞくは微動だにしない。だがこの爆炎は、上位悪魔をも仕留める特別製だ。

『なぜ……なぜ炎に法力が混じっている。其そ方ちの刃も蛮神族の……いや違う。その刃から獣の臭いを感じる。まさか幻獣族か!?』

「ご名答」

　花琳が握っているのは、亜竜の牙ドレイクトウース。

　一吹きで都市のビル群をも焼き焦がす亜竜、その牙を獲とるのは至難の業わざだが、熟練の刀鍛か冶じが鍛えることで世界最硬級の剣素材として生まれ変わる。

「さすがに頑丈だな。もう一撃」

　極楽鳥ゴツドバードの背で、炎の花が二度咲いた。

　その巨体が大きく揺らぎ、激昂を湛たたえた眼で花琳を見返して──

「カイ」

「わかってる！」

　カイの振り上げた世界座標の[image: ]コードホルダーが、極楽鳥ゴツドバードの背をさらに薙なぎ払った。

『────ッッ！』

　流れるような連携。

　一瞬の淀よどみもない追撃に、大始祖の眷けん属ぞくから声にならない絶叫が漏れた。

　……効いてる！

　……怒りの咆ほう哮こうじゃない、今のは完全に悲鳴だった。

　再結合を許さぬ波状攻撃。

　極楽鳥ゴツドバードを構成する法力が完全消滅するまで、全力で撃ち続けるのみ。

「ジャンヌ様」

「アルフレイヤしゃま！」

　花琳フアリンと大妖精シルクの呼び名に応じて。

「────任せておけ」

　大天使アルフレイヤと人間ジヤンヌの応えは、美しいほど力強い調和を見せた。

　輝く弓を構えるジャンヌ。

　立ち上がった主しゆ天てんアルフレイヤもまた、天軍の剣を振り上げる。

「次は頭を撃つ」

「神を騙かたる獣よ、貴様が息する地はこの地上にも無いと知れ」

　ともに一撃必殺の威力を供えた矢と剣が、黄金色の巨鳥へと向けられて。

　その瞬間。

　カイの聴み覚みは、底知れぬ呪じゆ詛そを浴びて凍りついた。

『…………………………………………………………………………………………………………………………………………神とは……』

　極楽鳥ゴツドバードの独白を。

『神の裁きとはこういうものだ』




　──最終神話『神は咎とが人びとを冥めい府ふの底に堕おとしたもう』




　白く輝く靄もや。

　ぎちっ、と空気が凍りつく音が響きわたった。

「い、痛いっ!?」

　大妖精シルクが頬ほおに手を当てる。

　その頬についていたのは緑色の血。自分の頬が裂けていることに気づき、大妖精は言葉を失った。

　吹雪にまじる氷が、ナイフのように肌を切り裂いたのだ。

「ア、アルフレイヤしゃま!?　こ、この氷は!?　シルクの舞踊が効きません？」

「バカな……」

　主しゆ天てんアルフレイヤの口から漏れたのは驚きよう愕がくだった。

　自らの両腕ごと凍りついた天軍の剣。

　焦土であった大地も白い氷に閉ざされて、膝上までもが氷塊に覆われて逃げることさえ許されない。

「私の法具が起動しない……！　この一瞬で法力の流れそのものが凍りついたというのか。そんなことは冥めい府ふ最下層・氷獄コキユートスでもない限り……」

『その通りだ』

　視界を埋めつくす吹雪の奥で、黄金色の輝きがちらついた。

『天使の戒めにあるだろう。いずれ来きたる審判の日に、天に背いた咎とが人びとは冥府の底にて氷漬けにされる。神の極寒──それを冥府最下層・氷獄コキユートスと称す』

「それを貴様が実演したというのか!?　天使の伝承を……この島そのものを冥府の氷獄に造り替えたと！」

『法力さえ凍りつく。この氷し獄まにて氷漬けとなれ』

　神さびた島イジュラという名の氷獄。

　島だけではなく、周囲の海水ごと凍らせる超極寒の結界──

「た、たすけて……！」

「この氷め！　くそ、なんと強固な……」

　氷の触手が、大妖精シルクの腹部をなぞって胸から肩へと這はい上がってくる。

　絡みついてくる氷を剥はがそうとバルムンクが押さえつけても、氷の触手はその腕を伝ってバルムンクへと絡みついていくのだ。

「おいジャンヌ殿！　そのエルフの矢ならば──」

「既にやっている……！」

　ジャンヌが、自分の足下めがけて矢を放った。

　この氷獄も法術ならば、エルフの矢で貫くことができるはず。その希望さえ凍いてつかせるように、光の矢が足下の氷に弾はじかれた。

　法具封殺。

　天軍の剣と同じく、法具としての力さえ凍てついてしまっているからだ。

「ジャンヌ動くな！」

　そんなジャンヌの足下めがけて、カイは世界座標の[image: ]コードホルダーを振り下ろした。

　鈍い音。

　氷が飛沫しぶきとなって、ジャンヌの両足を塞ぐ氷塊が真っ二つに割れ砕ける。

「ジャンヌ、俺の手を──」

「離れろ！」

　手を伸ばしたはずが。

　あろうことか、カイを突き飛ばしたのはジャンヌ自身だった。

　──噴きだす氷の触手。

　世界座標の[image: ]コードホルダーで砕いた直後に、その氷が爆発的に膨れあがったのだ。あと一歩、ジャンヌに近づいていれば自カ分イが氷に絡め取られていただろう。

「ジャンヌ！」

「……私に構うな！」

　氷の牢ろう獄ごくに捕らわれながら、指揮官ジヤンヌが指さしたのは吹雪の奥だった。

　真っ白に染まる視界の奥にちらつく極楽鳥ゴツドバードの輝きを。

「あのバケモノが優先だ！　今だけは護衛の任を解除する！」

「御意」

　紅ぐ蓮れんの風が、白の吹雪を薙なぎはらった。

　火炎をまとう亜竜の牙ドレイクトウースを振るう花琳フアリンが、氷の牢獄を破壊して飛びだすや疾走。

　──最短で仕留める。

　そのまなざしを察し、カイは氷漬けの大地を蹴りつけた。

　法術も法具も凍いてつかされる。

　救出しようとして氷を破壊しても、極楽鳥ゴツドバードの法力があるかぎり氷は無限に再生するだろう。

『幻獣族の牙と世界座標の[image: ]コードホルダー……妾わらわの術を突破したか』

　視界を染め上げる吹雪の奥で、一際大きな爆発音がこだました。

　極楽鳥ゴツドバードが羽ばたく躍動。

　その気配を肌で感じとり、カイは唇を噛かみしめた。

　……もう翼が再生したのか!?

　……冗談じゃない、空に逃げられたら追う手立てがないんだぞ！

　ジャンヌと大天使アルフレイヤの法具は氷漬け。

　自カ分イと花琳の剣では飛ひ翔しようする極楽鳥ゴツドバードに届かない。

『閉じよ冥めい府ふの扉』

　氷の壁が聳そびえ立つ。

　自分たちと極楽鳥ゴツドバードとを遮る巨大な門。極楽鳥ゴツドバードが飛び立つ時間を稼ぐための、最後の障壁として立ちはだかった。

「──時間がない。カイ、私から一歩離れろ」

「え？」

「吼ほえろ」

　炎の華が、咲いた。

　花琳フアリンが振るった亜竜の牙ドレイクトウースが氷の門に触れたその瞬間、吹き荒れる吹雪を押し返す灼しやく熱ねつの熱波が吹き荒れた。

　──使い手の花琳もろとも巻きこんで。

「花琳っっ!?」

「……………………進め」

　踏みこんだ。

　止まるな後ろを向くな。──声を上げたい衝動を歯を食いしばって押し殺す。氷の大地をひたすらに駆けあがり、カイは、崩壊した氷の門を踏み越えた。

「極楽鳥ゴツドバード！」

　大始祖の眷けん属ぞくはそこにいた。

　神々しい黄金色の翼は完全に再結合を果たし、氷の大地から蒼そう穹きゆうへと飛び立とうと翼を羽ばたかせて。

『なんと無為な』

「無為じゃない」

『既に決した。妾わらわは去るのみ。この島とともに眠れ』

「そうさせないためにいるんだろうが！」

　一ひと太た刀ちだ。

　極楽鳥ゴツドバードが飛び上がるまでに、この剣が届くとしたら一撃。二度剣を振るう前に、この大始祖の眷属は空高くへと舞い上がってしまう。

　……二度はない。

　……この一撃で倒しきるしかないんだ。絶対に。

　足りるのか？

　極楽鳥ゴツドバードの巨体は幻獣族にも匹敵する。見上げるほどに雄々しい相手を、世界座標の[image: ]コードホルダーとはいえ一刀で倒しきることができるのか。

　──必要なのは？

　神をも自称して憚はばからない極大の敵を一撃で打ち破る、その条件はいったい何だ。

　力か？　技か？　知恵か？　それとも法力？

　……足りない。

　……そんな個々の要素で仕留められる奴やつじゃないのはわかってる。

　求められるものは「全て」。

　爆炎で吹雪を焼きつくす──亜竜ドレイクの息吹いぶき、悪魔や聖霊族の法術のように。

　さらにエルフの弓のように「法力の集合体ゴツドバード」そのものを消し飛ばす。

　すべてが必要になる。

　人間の力だけでは、この上位存在を凌りよう駕がすることなどない。

　そう、足りないのは────




〝足りなかったのは何だと思う？〟




　鋼の嘲笑。

　世界輪りん廻ねによって生まれた六番目の種族は、そう嗤わらっていた。




〝死火山の頂で「俺に従え」と命じれば──〟

〝大始祖がつけいる隙は無かった。お前には可能性があった。世界種族の王になるという可能性がねぇ〟




　あるのか？

　そんな突拍子もないものが。

　世界種族の王などというものがあるとすれば、それは。

「────俺じゃない。だけど心当たりはある。俺なんかよりもっともっと相応ふさわしい奴やつがいるってことくらい」

『？　人間、いったい何を』

「俺は預かっただけだ。そんな俺にできることがあるとすれば」

　一刀入魂すべてを。

　心と技と力のすべてを込めて、カイは陽光色の剣を振りかざした。

「その代理かわりくらいは果たしてやるさ！」

　全権代理──

　あらゆる種族の因子を宿した「全権保有種コードホルダー」の力を、託されたのだから。




〝全権保有種コードホルダーリンネの名において〟

〝世界座標の[image: ]コードホルダーの完全解放を「代執行」する〟




　陽光色の刀身が、赤く燃え上がるように瞬またたいた。

　この色を知っている。

　人類庇護庁が開発した亜竜爪ドレイクネイル、その弾丸である略式ドレイク弾の発破の輝き。

　だがこれは、そのさらに上。

　世界種リンネに宿る幻獣族の、正真正銘、本物のドレイクの息吹いぶきそのもの。

　──『世界種族の名において』。

　今ここに。

　人類の叡えい智ちたる略式ドレイク弾は、世界種リンネの力を得て「完成」する。

　──獣王ドレイク弾。

　無数の火の粉をともなって。




　紅ぐ蓮れんの世界座標の[image: ]コードホルダーが、神を称するモノを打ち払った。




　黄金色の羽根がぱっと舞い上がり。

　その羽根さえ、獣王ドレイク弾の熱波に煽あおられて溶けていく。

『…………アスラソラカ……謀ったな……』

　崩れていく。

　空気の抜けた風船のように、全身からとめどなく法力の光を放出する極楽鳥ゴツドバードは急速に萎しぼみつつあった。

『世界座標の[image: ]コードホルダーは運命を切り裂くと……そう言った……世界種の力を発動するなど、其そ方ちは妾わらわらに一言たりとも告げなかった』

「……なんだって？」

『光こう帝ていイフに進言。すぐに計画を実行せよ』

[image: ]

　春風に攫さらわれる雪のように。

　神さびた島イジュラを凍いてつかせる寒気は消えて、極楽鳥ゴツドバードもまた陽ひの光のなかに溶けて消えていった。





　　　　４






　神さびた島イジュラの様相は、激変した。

　極楽鳥ゴツドバードのもたらした三つの天変地異──炎の嵐と地割れ、そして島を凍てつかせる氷獄コキユートスによって。

　空には、ぶ厚い雲が渦を巻くように集まりつつある。

　灰色の雨雲。凄すさまじいまでの大気のうねりに吸い寄せられて、島の上空には巨大な雨雲がやってきていた。

　ぽつり、ぽつりと。

　島に降りそそぐ雨が勢いを増していく。

　燃え殻となった焦土に、わずかでも潤いをもたらす為であるかのように。

「花琳フアリン、火傷やけどは」

「……支障ありませんジャンヌ様。多少、髪が焦げてしまいましたが」

　原生林の木の根元に座りこんで、上着を脱いだ花琳が珍しくも苦笑してみせた。

「亜竜の牙ドレイクトウースの爆炎がどう広がるかは熟知しています。さらにあの時は極楽鳥ゴツドバードの吹雪が吹き荒れていた。私が被かぶる熱波も吹雪と打ち消しあって緩和される。完璧に計算どおりです。だからそう心配なさらず」

「最初に言っておいてくれ」

「次はそうします。説明する猶予があればですが……ところで」

　花琳が、自分の頬ほおに手をあてた。

　火傷を癒やすという塗り薬。

　見た目には異様な悪臭がする緑色のペンキ──にしかカイには見えないが、塗っている花琳本人も同じ印象に違いない。

「そこの妖精」

「なぁに？」

「この怪しい薬はいつまで塗っておけばいい。草の臭いが強くて私の鼻が曲がりそうだ」

「んーとね、たぶん明日くらい？」

「なぜ疑問形なのか」

「だって人間だもん。シルクが調合したの妖精の薬だし。でも大丈夫大丈夫。たぶん」

　そう答えるシルクは、一心不乱に別の薬を調合中。

　森の葉や木の実を拾ってすり潰し、自分の掌てのひらのうえで熱心に混ぜ合わせている。

　……蛮神族で有名なのはエルフの霊薬で、それは見たことあるけど。

　……妖精も薬を調合するんだな。

　エルフの霊薬と違うのは、その調合過程が妙に大おお雑ざつ把ぱということだ。

「できた！　凍傷によく効く薬なの、さあどうぞ人間」

「おいチビ、それを俺に見せてどうする気だ」

「傷につけるの。もうね、すごいよ。人間でも五秒で治るから」

「いらん」

　プイッと顔を背けるバルムンク。

　そんな彼の両手は傷だらけ。氷漬けになりかけた大妖精シルクを助けようと、我が身を省みず氷を剥はがそうとしてできた裂傷だ。

「五秒だと？　そんな怪しい薬に頼らずとも自然に治る」

「じゃあ三秒！　三秒で治るの！」

「なおさら怪しいわ！……おいこらやめろ、無理やりつけようとするな!?」

　飛びついてくる大妖精をバルムンクが慌てて抑えこむ。

　じゃれてくる猫と遊び疲れた飼い主のような、なんとも肩の力の抜ける光景だ。

「ところでアンタは、大妖精の薬は？」

「エルフの薬は信じられるが、妖精の作る薬はおかしな副作用がつきまとう。……それが無くても軽傷だ」

　主しゆ天てんアルフレイヤは、巨木の幹に背を預けていた。

　極楽鳥ゴツドバードの巨体に殴り飛ばされて無事であるわけがない。そう思っていたカイの不安に反し、既に自力で動けるまでに回復したらしい。

　……レーレーンはむしろ華きや奢しやだった印象だけど。

　……天使はさすがに強きよう靱じんだな。

　本人にとって傷の具合などどうでもいいのだろう。

　もう一時間近く同じ体勢で、頭上に茂る大樹の葉を見上げているばかり。

「カイ。先ほどの話をもう一度聞きたい」

　ぱらぱらと。

　雨が葉を叩たたく音に紛まぎれてしまうほど微かすかなその声を、耳にしたのは呼びかけられた自カ分イ一人だけだった。

「極楽鳥ゴツドバードは大始祖の眷けん属ぞくを名乗った。そしてお前は当初、大始祖は三体だと言ったな」

「ああ。俺が知っている限りだけど」

「ところがだ」

　頭上を向いたまま、大天使がさらに言葉を続けた。

「あの遺跡の壁画に刻まれていた大始祖は二体きり。光こう帝ていイフと運命竜ミスカルシェロ。その二体だけだ。一体足りない」

「…………」

「祈いのり子ごアスラソラカだけは違うというのが、お前の推測か？」

　無言で。

　カイは一度大きく頷うなずいてみせた。

　この島に来た意味があった。

　大始祖は二体きり──その真相に触れていなければ、アスラソラカの正体に確信を持つことはできなかっただろう。

「あいつは世界種だ。アンタが予想したような思念体とかじゃない。大始祖二体と明らかに別物だと思う。だから尚なお更さらおかしいんだ」

「なぜ行動を共にしているのかが？　だがそれは私たちも同じだ。蛮神族と人間であっても目的が同じなら不自然ではないが」

「その目的が一番噛かみ合わないと俺は思ってる」

　もっと早くに気づくべきだったのだ。

　そもそも四種族の封印という目的がおかしい。なぜ世界種アスラソラカは大始祖の計画に手を貸した？

　……世界種のリンネが消えたんだぞ。

　……なんで世界種アスラソラカだけが生き残ってる？

　まるで。

　自分だけは消失しないとわかっていたかのような、そんな振る舞いではないか。

　ではアスラソラカが消失しなかった理由は？

　…………

　……………………一つだけ。

　ありとあらゆる要素を探り尽くして、カイが導きだした可能性は一つきりだ。

「結論から話すよ。まず俺にも、アスラソラカが何を考えてるのかなんて想像できない。それは本人に訊きけばいいと思ってる」

「白の墓所でか？」

「もちろん。ただ、アスラソラカの正体だけは先に予想しておかなきゃいけないと思ってる。最悪、戦う時に必要な情報だから」

「尤もつともだ。ではその正体とは？」

「……これは、本当に俺の、俺だけの勝手な推測だけど」

　念をこめて強調する。

　それ程までに、これは何の根拠もない。

　世界種リンネが消えたのに世界種アスラソラカは消失しなかった──その理由を埋めるために消去法で残っただけの想像だ。

　ただし。

　もしも正しかったなら。

　祈り子アレは、大始祖とも違う邪悪な存在となるだろう。

「アスラソラカは世界種だけど世界種じゃない。その先にいる存在だ」

「……どういう意味だ？」




「切除器官ラスタライザだよ」





[image: ]




　西のシュルツ連邦、北西部。

　白の墓所──

　四種族とその英雄たちを封じる地上最大の法具として、かつて大始祖と眷けん属ぞくたちが造りあげたもの。

　その最深部に近い階層で。

　石の女神像アスラソラカは、夢か現うつつかもわからない回想に浸っていた。




〝また来たのですかシド〟

〝私があなたに与える預言はもう無いといったでしょう〟

〝……なのに……なぜ、まだ私を慕ってくれるのですか〟




　かつて自分アスラソラカがいた世界。

　世界種の力を具現した世界座標の[image: ]コードホルダーを授けた預言者シドは、報告事がないにも関わらず何度となく、自分アスラソラカの遺跡を訪ねてきた。

　──祈りを捧ささげるわけでもなく。

　ただ自分アスラソラカの傍そばにいた。

　いや、いてくれた。

『……シド。今ならはっきりとわかります。私があなたを選んだのは誤りでした』

　無音の空間に響く、声。

　何度も何度も壁にこだましてやがて消えていく自分の声を聴きながら。

『あなたは私に優しすぎた。あなたが優しすぎたから、私はいまも、あなたへの罪悪感を拭いきれずにいるのです』

　懺ざん悔げ。

　自らの罪を曝さらけ出すことで赦ゆるされる？　そんな簡単な免罪法なんて、ヒトが造りだした都合のいいシステムでしかないとわかっているはずなのに。

　──人間たちを激励せよ。

　──世界座標の[image: ]コードホルダーを手に、四種族の英雄をうち倒せ。

　欺だましていた罪。

　自分アスラソラカは預言者シドを「使い捨て」のつもりで選んだ。いずれは彼を裏切り、そして失望されると割りきっていたはずなのに。

『不思議なものですね。私はこの世の誰を敵に回したって怖くない。なのにシド、あなたに私の心を覗のぞかれないか。それだけは最後まで怖かった……』

　だから彼を遠ざけた。

　必要な時以外は遺跡を訪れぬように命じたのだ。

　自分アスラソラカと彼の距離が近づくことで、自分アスラソラカがひた隠しにする「黒い本心」が見破られてしまうのを恐れたから。

『私は、私の本心が知られることは怖くない。ですがシド、あなたにだけは知られたくなかった。本当に本当に怖かったのです……』

　だから隠した。

　世界座標の[image: ]コードホルダーは「運命を斬る」だけではない。

　世界種の力をこめた剣ゆえに、世界種の力をそっくり発動できることを。

『でもそう伝えれば、私の正体が世界種だとあなたに見破られてしまうでしょ？　だから私が授けた世界座標の[image: ]コードホルダーは、あえてその力を制御していました』

　第二の真髄ちから『世界種族の名のもとに』──

　世界種アスラソラカは、己の正体を悟られぬよう力を制御していた。

　世界種リンネは、正体を隠す必要がないのでその力を解放してカイに託した。

　その違い。

　極楽鳥ゴツドバードはそれを知らなかったがために敗れた。

　カイの授かった世界座標の[image: ]コードホルダーが、預言者シドが授かった世界座標の[image: ]コードホルダーとまったくの同類と思いこんだのだ。

『謀はかる気は無かったのですよ極楽鳥ゴツドバード。だって私にもわからなかった。リンネの世界座標の[image: ]コードホルダーが、まさか全能力を解放していたなんて』

　裏を返せば。

　世界種リンネは、それ程までにカイという人間に懐いていたのだろう。自分の力全てを託すに相応ふさわしいと信じていたのだ。

　ただの人カ間イに、世界種族の王たる剣を授けるという絆きずな。

『……私は、そんなあなたたちが羨ましい』

　こぼれる自嘲の笑み。

　時間ごと石化したこの肉体でも、まだ苦笑という仕草を覚えている。

『私は──』




「その独り言はいつまで続く？」

「聞き飽きたわ。辞世の句にしたってそろそろ纏まとめ時でしょう」




　コツ、コツッ……

　光あふれる通路に響く靴音は硬く、そこに続く男女の声もまた冷ややかだった。

　敵意ある関係。

　嫌でもそう認識させる棘とげのある口ぶり。

『テレジア。アーカインどうしましたか。光イ帝フと運命竜ミスカルシエロの姿もなく、あなた方二人だけがやってくるなんて』

　男女は一言も答えない。

　剃刀かみそりのごとく研ぎ澄まされた眼光でもって、正面に佇たたずむ女神像アスラソラカを見上げるだけ。

　──人間兵器テレジア・シド・フェイク。

　その少女は、黒の修道女と呼べそうな質素で暗いローブを羽織っていた。

　運命竜ミスカルシェロに見いだされ、悪魔族をも凌しのぐ奇き蹟せきの力を得ると共に「シド」の一人となった。

　──傭よう兵へい王おうアーカイン・シド・コラテラル。

　彫りの深い顔立ちに、鋭い眉目。威厳を感じさせる声音は鋼を想おもわせる。

　世界を転々とする傭兵であったこの男も光こう帝ていイフに見いだされ、四種族をうち倒す大始祖の弾丸を与えられて「シド」の一人となった。

　そのどちらもが。

　大始祖を名乗っていた仲間のアスラソラカに向けて、露骨なまでの敵意を隠そうともしなかった。

『一応は聞いておきますが、ご用は何ですか？』

「貴様で終わる」

「ヒトが真の栄光へと踏みだすための最後の礎いしずえ。それがあなた」

『そうでしょうね』

　石の女神像にも驚きの感情はない。

『大始祖とシドは、四種族を根こそぎこの世界から取りのぞきたい。そのほとんどは達成したけれどまだ未達成。なぜなら異種族の最後の血がここにあるから。でしょう？』

　世界種アスラソラカが残っている。

　悪魔族も、蛮神族も、聖霊族も、幻獣族も、すべての混血である世界種は、本来ならば大始祖とは根本的に相あい容いれない。

　今までは──

　四種族を封印するために協力を取り繕っていただけ。

『結構ですよ。光イ帝フ、運命竜ミスカルシエロともここまでという取り決めでした。ここであなたたちが私を襲うのは何も約束を違たがえない。でもね、一応言っておきますが、世界種わたしにも僅かながら人間の血が混じっているんです』

　一拍おいて。

『同じ人間です。その私に牙を剥むくのですか？』

「はっ」

　応えは、シド二人による嘲笑だった。

「貴様はヒトではない」

「幻獣族けだものの臭い。悪魔族まものの臭い。聖霊族バケモノの臭い。蛮神族おろかものの臭い。あなたは只ただのバケモノよ。排除しない理由はないわ」

　静寂が拡ひろがっていく。

　ただの無音ではない。四種族根絶を誓う二人のシドにとっての無音は、戦闘準備のための牽けん制せいであるからだ。

　いつ攻撃を仕掛けるか。

　既に段階は「宣戦布告」を過ぎて「開戦」している。




『ふふ、あはははっ。あははははっ』




　墓所に響きわたる声。

　それは底なしに明るく天てん真しん爛らん漫まんで、一切の淀よどみない晴れやかな笑い声だった。

『ああ嬉うれしい』

　女神像の背中で、天魔の翼が大きく揺れた。

　全身が石でありながら唯一石化を免れたその部位が、アスラソラカの歓よろこびを表すように何度も何度も上下する。

「……理解に苦しむな。理解する気もないが」

「それとも私たちの油断を誘う気？　だとしたら滑稽ね」

『これは失礼しました。でもね、本当に嬉しいのです。ああよかった……』

　クスクスと。

　まだ抑えきれない笑いを余韻に残して。

『あなたたちは私のシドとは違う。光イ帝フと運命竜ミスカルシエロに選ばれたこの世界のシドは、やはり彼とは根本的に違うのですね』

　シド二人が眉根を寄せた。

　この世界種はいったい何を言っているのだ。

「もういい時間の無駄だ」

「今すぐここで消え──」

『あなたたちの敵意のおかげで、私も何の気兼ねなく、私の目的を遂行するとしましょう。私も心の底から残酷になれる』














『世界輪りん廻ねの計画者として』





　その意味を──

　大始祖の遣いであるシド二人が理解できないわけがない。

「貴様……！」

「世界輪りん廻ねの発動は、正史と呼ばれる歴史で起きた偶発的事象。そう言っていたのは──」

『あはっ』

　石の女神像が笑った。

　冷笑でも嘲笑でもない。

　たたただ無邪気に、とびきりの笑顔を感じさせる声色で。

『私ね、ホントは嘘うそをつくのも好きなのです。だって悪魔族の血も入っているんですから。仕方のないことでしょう？』

　二人のシドが一斉に身構える。テレジアの額には大始祖の力を宿す刻印が浮かびあがり、アーカインは短機関銃マシンピストルを女神像の胸元へ。

「消えろ」

「粉々にし──────っ、これは!?」

　シド二人の目に滲にじむ驚きよう愕がくが、みるみる「畏れ」へと移り変わっていく。

　とてつもない憎悪。

　石の女神像の奥から、大始祖とはまた別の極大なる力を感じ取ったからだ。

　未み曾ぞ有うにして邪悪な──

『私が消えても世界輪廻は止まらない。でもあなたたちにも意地があるでしょう。だから挑んできてもいいですよ』

　優しく、優しく。

　石の女神像が語りかける声には、あらゆる種族が恐怖する重圧感があった。

『ただ私、この姿に戻るのはとても久しぶりだから。手加減を間違えたらごめんなさいね。なるべく優しく優しく』

　ピシッ、ピシリッ。

　女神像を覆っていた石が欠片かけらとなって落ちていく。何枚も、何十枚も、何百枚も。

　その果てに──




『私が飽くまで、たっぷりと愛めでてあげましょう』




　二人のシドは。

　この世で最もおぞましき、「神に嫌われた命」を見た。

[image: ]





あとがき







　世カ界ミに嫌われた命の、世界への復讐──




『なぜ僕』７巻、手にとって下さってありがとうございます！

　前回の６巻から少しお時間を頂きましたが、その分、今までの要素をぎゅっと詰めこんだお話になっていれば幸いです。

　１巻からの謎であった「墓所」にスポットをあてつつ、大始祖の秘密に触れて、そして最後は世界輪りん廻ねの起源へ……そろそろこの物語も核心に近づいてきた気がします。

　ちなみに小ネタで、今回の見開き挿絵モノクロでカイが指さした島は、この本の冒頭にある世界地図で完全版が見れます。改めて見てもらえると、また面白い発見があるかも（？）。

　３巻から載せていた世界地図も、これでようやく本領発揮です。

　──と、本編のお話はこれくらいにしつつ。

　コミカライズのお話へ。

　月刊コミックアライブで『なぜ僕』コミックが連載中です。

　いまは原作２巻に入ったところで、コミック版でもレーレーンがとっても可愛かわいいです。ちょうど７巻本編で触れたエルフの郷さとも登場予定で、エルフの長老など初めてイラスト化されるキャラも沢山います。ぜひぜひお楽しみにです！

　そしてちょっとだけ、同時展開中の別シリーズをご紹介させてください。


●ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（以下、『キミ戦』）

　戦場でぶつかりあう剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　最新７巻がいよいよ９月20日に刊行予定です！　諸事情で刊行が延びてしまっていましたが、お待たせした分、間違いなく自信作な巻になりました。

　まだ知らないという方も、よければチェックしてみて下さいね。




　それでは。

　９月20日の『キミ戦』７巻で。

　そして冬頃の『なぜ僕』８巻でお会いできますように！


梅雨時のお昼に　　細さざ音ね　啓けい　　



（おまけ）

　細音啓個人アカウント　https://twitter.com/sazanek

　刊行のお知らせ等していますので、もしよければ遊びにきてくださいませ！
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「突然ですがジャンヌ様、少し休憩を取るべきです」

「部下が？」

「ジャンヌ様がです。もう、私が声をかけなかったら倒れるまで働き続けそうですね」

　指揮官室──

　夢中でメモを書き殴る指揮官ジャンヌに、花琳は肩をすくめてみせた。

「すごい形相でした。親の敵でも取るような」

「そ、そうかしら……」

　ジャンヌの手にはメモ帳があるのだが、そのページは手書きのメモで真っ黒だ。

　──人類復興計画。

　わずか数日前のこと。

　ヒトは、地上を支配していた四種族を封印して五種族大戦に勝利した。しかしそこから先が大変で、なにしろ十年規模の復興計画を練らなくてはならない。

　ジャンヌは、その作案にここ数日付きっきりなのだ。

「目の周りが隈ですごいことになってます。お化粧でもごまかせてませんよ」

「……いいのよ。外に出ないから」

　拗ねたように口を尖らせるジャンヌ。

「それより花琳も知恵を貸して。復興計画まだまだかかるわ」

「私に提案があるとすれば、ジャンヌ様、お風呂に入られてはいかがでしょう」

「……私、臭うかしら。二日前にちゃんと入ったけど」

「臭いどうこうではなく適度な休息が必要です。そして食事も──」

　ドン、と。

　花琳が机に置いたのは、焼きたてのパンと林檎ジュースの瓶を入れたカゴだった。

「昼食をお持ちしました」

「ありがとう。そこに置いておいてくれれば後で食べるわ」

「ダメです」

　柔和な笑顔のジャンヌだが、花琳はいたって真剣なまなざしで。

「そう言って昨日何も食べなかったではありませんか。今日は私の前で食事を取るまで、意地でもここを離れません」

「心配ないわよ？」

「心配を通りこして不安です。いつジャンヌ様が倒れやしないか」

「あはは、花琳は心配性ね」

　ジャンヌが小さく噴きだして。

「この通り私はいつだって元────…………」

「ジャンヌ様？」

「元気…………で…………きゅぅっ」

　バタン、とそのまま机に突っ伏して動かなくなった。

「ジャンヌ様!?　ああもう言ったそばから……これだから不安だったんです！」

　空腹で目を回した指揮官を抱えて、花琳は溜息をついたのだった。
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